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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「二度とその顔を見せるなっつったろ！」

「ぐは……っ」

　西さい条じよう真ま咲さきは、先日別れを告げたはずの男、市いち原はらを玄げん関かんから叩たたき出した。

　避よける素そ振ぶりも見せなかったため、真咲のパンチは綺き麗れいに決まった。頰ほおにダメージを食らった市原はマンションの廊ろう下かに転がったけれど、そんなことくらいでめげはしない。

「真咲、考え直してくれ。悪いところは直すから、もう一度やり直そう。君みたいな理想の相手にはもう二度と出で逢あえない。僕たちが知り合えたのは奇き跡せきなんだよ？」

「そういうキモいところが嫌いやなんだよ！　離はなせ！　触さわるな！」

「ぐあっ」

　足に縋すがってきた市原の髪かみを摑つかんで引き剝はがし、さらに距きよ離りを取ろうと蹴けりを入れる。

　さっきよりも力を入れたはずだから、相当痛かったはずだ。なのに、市原はゾンビのように起き上がり、再び縋りついてくる。

「君の気がすむなら、もっと殴なぐってくれ！」

「気持ちの悪いことを云いうな…!!」

　市原は叩かれた頰を手で押さえながら、何故なぜか呼吸を荒あららげている。よくよく見れば、頰も紅潮し、目もどこか違ちがう世界を見ているようで焦しよう点てんが合っていなかった。

（そうだ、こいつＭだったっけ……）

　自分の拒きよ否ひの行動が、ご褒ほう美びにしかなっていないことにげんなりする。

　真咲は全身に鳥とり肌はだを立てながら、横っ面つらを叩く。真咲には肉体労働で鍛きたえた体がある。いざとなったら叩きのめす自信はあるが、恍こう惚こつとした表情の市原は不気味で仕方なかった。

　出逢った場所は、男ばかりが集つどうその手の店だ。

　前の彼氏と別れたあと、人ひと恋こいしくて立ち寄ったバーのカウンターで声をかけられた。眼鏡をかけた整った顔立ちと仕立てのいいスーツを隙すきなく着こなしたエリート然とした空気がいまでも忘れられない初はつ恋こいの相手を思い出させ、その場で連れん絡らく先さきを交こう換かんした。

　好きな人にちょっと似ている───そう思ったのは初めて会った日だけだった。

　第一印象はクールなエリートといった雰ふん囲い気きだったのに、会うたびに粘ねん着ちやく質しつな性格が露あらわになっていった。淡たん泊ぱくで大人のつき合いができるタイプだと思っていたのだが、それは表向きの仮面だったらしい。

　嫉しつ妬と心が強く、束そく縛ばくしたがるくらいはまだいい。むしろ、彼は束縛されたがった。

　冷ややかな眼まな差ざしを向けても、『その目がいい』だの『もっと罵ののしってくれ』だのと云われた上、拘こう束そく用の道具を用意しているのを目にした瞬しゆん間かん、頭の中の何かが切れた。

　確かに真咲の目つきは悪いし、口も悪いがそういう目的で近づかれたのかと思うと腹立たしかった。そのとき、しつこくせがんでくる市原を振ふり払はらうために思わず殴ってしまったのだが、それは結果的に彼を喜ばせることになってしまい、余計に収しゆう拾しゆうがつかなくなった。

（くそ、最初からこんな変態だってわかってたら、連絡先なんて交換しなかったのに……）

　男を見る目がないことは反省しているが、こんな外れを引くなんて不運にもほどがある。

　真咲は口が悪いが、暴力に訴うつたえるのは好きではない。拳こぶしを振るえば嫌な気持ちになるし、痛めつけられて喜ぶ人間の気持ちもよくわからない。

　もちろん、性せい癖へきや趣しゆ味みは人それぞれだから、非難する気は毛頭ないけれど、協力してやる気はさらさらなかった。

「頼たのむ真咲、僕を捨てないでくれ……っ」

「いい加減にしろ！　そういうプレイにつき合う気はねーんだよ！　つーか、近所迷めい惑わくだからとっとと帰れ!!」

　このあたりは、安いアパートばかりが建ち並んでおり戸建ての住宅はそう多くない。どちらかと云えば、お互たがいのプライベートには興味のない住人が多い地域だ。とは云え、これだけ騒さわいでいたら、遅おそかれ早かれ苦情が来る。

　こんなことになるなら自宅を教えなければよかった。大たい抵てい、外で会うようにしているのだが、一度酔よい潰つぶれたことがあり、そのときに送ってもらってしまったのだ。

　あのときの自分の失態を後こう悔かいしつつ、どう対処すべきか頭を悩なやませていたら、あらぬ方向から声がした。

「……何をしてるんですか？」

　まるで、今日のご飯は何ですか？　などと訊きくようなさらりとした問いかけだった。

「お騒がせしてすみません！　すぐ静かに───け、圭けい介すけ!?」

　一いつ旦たん、部屋の中に引っ込むしかないかと諦あきらめかけた真咲は、その声の主の正体に気づいて、心臓が止まりそうになった。

「お久しぶりです、兄さん」　>>>♥

　そう云って頭を下げたのは、義理の弟の圭介だった。真咲たちの両親は再さい婚こんで、自分たちはそれぞれの連れ子なのだ。

　最後に見たときよりも、ずいぶんと背が伸のびている。元々大きいほうだったけれど、しっかりとした体つきになっていた。幼さが残っていた顔立ちもずいぶんと大人びて男前になっているし、昔よりも少し長くなった髪かみ型がたもよく似合っていた。

　以前は黒のセルフレームだった眼鏡が銀色のチタンフレームに変わっており、知的な容よう貌ぼうを際きわ立だたせている。高校の通学用だと思われる紺こんのダッフルコートにスニーカー、肩かたにかけているのはスポーツバッグという出いで立ちがややミスマッチで妙みように可愛かわいかった。

　自分が置かれている状じよう況きようも忘れて見み惚とれそうになってしまったのは、圭介こそが真咲の初恋の相手だからだ。

　出逢ったときに恋こいに落ちて以来、ずっと好きなままだ。気持ちを封ふう印いんしていたつもりだったけれど、こうして圭介の姿を見ているだけで胸が締しめつけられる。

（……いまはぼんやりしてる場合じゃない）

　すぐに我に返り、ろくに回らない頭で状況把は握あくに努める。

「な、何でお前がこんなところにいるんだ？」

「えーと、春から住む部屋を探すためですけど……母さんから話聞いてますよね？」

「あ」

　怪け訝げんな顔をされ、継は母はと交かわした約束を思い出した。

　圭介は志望の大学に無事合格し、この春から大学生になる。実家から通うには少し距離があるため、大学の近くに部屋を借りることにしたのだそうだ。都内で働いている真咲の土地勘かんを買われ、部屋探しの手伝いを継母から依い頼らいされたというわけだ。

「もしかして忘れてたんですか？」

「……っ、わ、忘れてたわけじゃ……」

「じゃあ、どうしてそんなに驚おどろいてるんですか？」

「日付を間ま違ちがえてたんだよ！」

　継母から電話をもらったとき、正直なところ面めん倒どうなことになったと思っていた。けれど、真咲の口からは、うっかり「任せて下さい」という安やす請うけ合いの言葉が出てしまっていた。

（どうも、あの人には弱いんだよな……）

　ついつい、いい顔をしてしまうのは、母のいない生活が長かったため、『母親』というものに憧あこがれがあったからだ。幼い頃ころに母を亡なくした真咲は、父子家庭で育った。

　家庭的で優やさしくて、少し抜ぬけたところのある彼女に「お願いね」と云われると、どうしても断れない。

　真咲の父が再婚したのは、真咲が高校生のときだ。相手にも一人息子むすこがいたため、継母と同時に義理の弟ができた。それがこの圭介だ。

「明日あしたなら一日空くから前日の夜に来ればいいって兄さんが云ってたって、母さんから聞いたんですが」

「……云った気がする」

　散らかった部屋を片づける時間が欲しくて、わざわざ二連休が取れる日程を指定したのに、結局、部屋の片づけどころか別れ話すら片づかなかった。

「昼頃、到とう着ちやく時間をメールしたのに、まさか見てもいないんですか？」

　圭介は眼鏡の奥の目を細めた。呆あきれた眼差しを向けられ、バツの悪さに小さくなる。

「ご、ごめん……」

　この数日、別れ話で揉もめていたこともあり、携けい帯たい電話を意識的に見ないようにしていた。それ以前に、普ふ段だんから仕事の連絡以外はあまり入らないため、休みの日はほとんど手元に置いていないことがほとんどだ。

「真咲、こいつが新しい男なのか!?」

　内心、新たな修しゆ羅ら場ばを迎むかえていた真咲は、市原からの追つい及きゆうに現状を思い出した。まずはこいつをどうにかしないと話にならない。

「弟だ！　身内にヘンなこと云うんじゃねーよ!!」

　間かん髪はつ容いれずに訂てい正せいする。市原との別れを急いだのは、圭介が来る前に身辺を綺き麗れいにしておきたかったという理由もあった。

「君、弟というのは本当なのか!?」

「本当ですけど。信じられないようなら、身分証を見せましょうか？　あなたこそ、俺の兄とどういう関係なんですか？」

「恋こい人びとだ」

「違うだろ！」

　ドヤ顔で宣言する市原の頭を殴なぐってしまってから後悔する。こうやって手を出してしまうから、執しゆう着ちやくされるのだ。そもそも、恋人と云えるほどのつき合いだったつもりもない。お互いに都合のいい遊び相手という認にん識しきだった。

「つまり、すでに別れているということですか？」

「ま、まあ、そんなところだ……」

　そう認めるのは癪しやくだったけれど、つき合ってもいない男と修羅場になっていたと思われるほうが外聞が悪いため、圭介の問いを曖あい昧まいに肯こう定ていした。

「僕は納なつ得とくしてない」

「ややこしくなるからお前は黙だまってろ！」

　市原を一いつ喝かつして黙らせる。圭介に対してはただのトラブルだとごまかしたかったけれど、自分は噓うそをつくのが下手へただ。こんな状況で違ちがうと云いっても信しん憑ぴよう性せいに欠けるだろうし、ヘンに疑いを持たれるくらいなら真実を伝えてしまったほうがいい。

（圭介にだけは知られたくなかったんだけどな……）

　実家を出たのは、自分の性癖を圭介に知られたくなかったからだ。しかし、これで圭介に自分が男とつき合うような種類の人間だと知られてしまった。何年も必死に隠かくしてきたのに、こんなにあっさりと、しかも最悪の形でバレることになるなんて。

　こうなったら、開き直るしかない。せめて、市原との揉めごとに圭介を巻き込まずにすむよう場所を変えることにした。

「圭介、先に中に入ってろ。俺はよそでこいつと話をつけてくるから」

「待ってくれ！　君は弟さんなんだろ？　頼む！　考え直すよう、君からも真咲を説得してくれないか」

　縋すがれる相手なら、誰だれでもいいのだろう。市原は矛ほこ先さきを変え、圭介に懇こん願がんし始めた。

「おい、やめろ！」

　頭痛を覚えながら圭介から引き剝はがそうとすると、またこちらに抱だきつこうとしてくる。

「真咲、俺はお前がいないとダメなん───がは……ッ」

　男の手から逃のがれようと体を引くと同時に鈍にぶい音がする。瞬まばたきの間に、市原は真横に倒たおれ込んでいた。

「汚きたない手で兄に触さわらないで下さい」

「け、圭介……？」

　宙に伸びた足がゆっくりと地面へと戻もどる。状況から判断するに、圭介が男を蹴けり倒したらしい。義ぎ弟ていの予想外の行動と意外な言葉遣づかいに思考が停止する。

　それは蹴られた男も同じだった。自分が誰に蹴られたのかわかっていないのか、倒れ込んだ体勢のまま真咲と圭介の顔を交こう互ごに見ている。

「別れたってことは、もう振ふられたんでしょう？　だったらもう無関係じゃないですか」

　その氷のような冷ややかな表情に目が釘くぎづけになる。圭介がこんな顔をするなんて、一体何があったのだろう。いつでも沈ちん着ちやく冷静だが、誰にでも親切で優しいやつだったはずだ。

　真咲は初めて見る顔に啞あ然ぜんとするしかなかった。ぼけっと見ている場合ではないとわかっているけれど、固かた唾ずを吞のんで見守ってしまう。

　圭介はおもむろに市原の前にしゃがむと、勝手にスーツのポケットを探さぐり出す。やがて、カードケースを取り出し、そこから一枚名めい刺しを抜いた。

「へえ、すごいところに勤めてるんですね。国家公務員になるなんて、大変だったんじゃないですか？」

「な、何が云いたい……」

　圭介の慇いん懃ぎんな問いかけに、男の顔色が変わった。さっきまで熱に浮うかされたような表情だったのに、いまは夢から覚めかけたような顔をしている。

「これ以上『兄』につきまとうようならあなたの職場や警察に相談させていただくことになりますが、どうしますか？」

「！」

　職場や警察という単語で、一いつ瞬しゆんで正気に戻った様子だった。完全に青い顔になっている。

（そりゃそうか、男をストーカーしてるなんて知られたら職場にいられなくなるもんな）

　公務員ではとくに警察沙ざ汰たは厳しいだろう。いくら市原でも、人生を棒に振るほどの覚かく悟ごはなかったらしい。

「しょ、職場は勘かん弁べんしてくれ」

「それはあなたの誠意次し第だいです。二度と兄に近づかず、連れん絡らくもしない。そう約束できますか？」

　淡たん々たんとした語り口だったが、有う無むを云わせぬ空気があった。

「……約束する」

　圭介はあっさりと接近禁止の約束を取りつけた。埒らちが明かなかった別れ話がいとも簡単に片づき、啞然としてしまった。

「兄さんもそれでいいですか？」

「あ、ああ」

　ぽかんとしていた真咲は、圭介の問いに我に返って頷うなずく。

「では、これで解決ですね。この名刺は保険に俺が預かっておきます」

「えっ」

　表情を曇くもらせる市原に、圭介は鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

「何か問題でも？　一筆書いていただいてもいいんですよ？」

「い、いや、別に」

　市原の表情は強こわ張ばっていたが、圭介を見つめる目がどこか輝かがやいているように見える。

（そうだ、こいつＭだった……）

　冷たくすればするほど、喜ばせてしまうのだろう。もしかしたら、相手は真咲でなくてもいいのではないだろうか。

「わかったら、いますぐ立ち去って下さい」

「わ、わかった、帰るよ。真咲、気が向いたらいつでも連絡くれ。僕はずっと待ってるから！」

　市原は涙なみだを目にいっぱいに浮かべ、未練がましく後ろを何度も振り返りながら立ち去った。

（お前は恋れん愛あいドラマのヒロインか……）

　演技がかったその様子を、啞然と見送る。最後までツッコミどころだらけだったけれど、とりあえず、彼が立ち去ってくれたことに胸むねを撫なで下ろした。

「その、迷めい惑わくかけてすまなかったな。あと、ありがとう」

　圭介にみっともないところを見られた挙げ句、助けてもらってしまったのだから、きちんと謝罪と礼を云っておくべきだ。

「迷惑だなんて、水みず臭くさいこと云わないで下さい。兄弟が助け合うのは当然のことでしょう？　役に立てたなら嬉うれしいです」

「そ、そうだな」

　圭介のまっすぐな眼差しが眩まぶしくて、目を逸そらしてしまう。

「兄さんは怪け我がとかしてませんか？」

　ついさっきまで凍こおりついていた表情はすぐに溶とけ、真咲のほうを向いたときには柔やわらかなものに変わっていた。大人びているくせに、親しい人間にはどこまでも優やさしい。これが真咲の知っている圭介の本来の姿だ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、何ともない」

　目を細めて微笑ほほえむ様子にドキドキしてしまう。さっきまでは修しゆ羅ら場ばを目もく撃げきされたことで動どう揺ようし、そのせいで心臓が早はや鐘がねを打っていたけれど、いまの鼓こ動どうの高鳴りは種類が違う。

　胸は切なく締しめつけられ、何もしていないのに体温が上じよう昇しようしていく。握にぎりしめた手の平は汗あせばみ、指先まで火ほ照てっていた。

　しかし、さっきの圭介の豹ひよう変へんぶりには驚おどろいた。あんな顔、一いつ緒しよに暮らしていたときには見たことがない。

　それだけ自分の身を案じてくれていたのだろうが、新たな一面を知ってドキドキした。

「よかった、兄さんが怪我なんかさせられてたら冷静でいられませんでした」

「……っ」

　冷静でいられなかったら、どうしていたのか気になるけれど、それを訊きくのも何だか怖こわい。

　笑えみを浮かべた圭介の手が、そっと真咲の頰ほおに触ふれる。いま一ひと際きわ大きく心臓が跳はねたのは、眼差しのせいなのか、指の感かん触しよくのせいなのかはわからなかった。

「な、何してんだよ」

「本当に傷がないか確かめようと思って」

　圭介は真顔で云いながら、頰をさわさわと撫でてくる。その感触がいけない感覚を呼び起こしそうで、思わず手で払はらってしまった。

「大丈夫だっつってんだろっ」

「すみません。触り心地ごこちよくて、つい」

　そのままのテンションで謝られ、調子が狂くるう。

（つい、じゃねーよ）

　圭介にとっては深い意味はないのだろうが、真咲にしてみたら洒落しやれにならない行動だ。一緒にいるだけでも辛つらいからと家を出て離はなれたくらいなのに、好きな相手に不用意に触られては緊きん張ちようどころではない。

　圭介がどこまで本気で云いっているのかよくわからなかったが、何となくここはスルーしたほうがよさそうだと判断して無む理り矢や理り話題を変えた。

「えっと、本当に久しぶりだな。元気にしてたか？」

「はい。久しぶりに会えてすごく嬉しいです」

「……っ、大おお袈げ裟さだな」

　柔らかく目を細めて微笑みかけてくるその表情にドキリとする。思わず目を逸らしてしまったけれど、訝いぶかしく思われなかっただろうか。

「だって、兄さんが地元に帰ってきても、すれ違ちがってばっかりだったじゃないですか。いつも俺が学校とか塾じゆくとかでいないときに来て、すぐ戻っていっちゃうから」

「た、タイミングが合わなかったんだから仕方ないだろ」

　偶ぐう然ぜんを装ったが実際は、故意に圭介と顔を合わせないようにしていた。両親からそれとなく圭介の予定を聞き出し、できるだけ顔を合わせないよう日時を調整していた。この顔を見ると、無理矢理抑おさえ込んでいた気持ちが止め処どなく溢あふれてきてしまう。

「俺だけいつも会えなくて寂さびしかったんですよ」

「悪かったって。それにしても、しばらく見ないうちにデカくなったな。正直、見み違ちがえた」

　まるで親しん戚せきの小父おじさんみたいな話題で後ろめたさをごまかす。自分が意図的に避さけていたことを知られたら、それはそれで気まずい。

「そうですね、三年で十センチ以上伸のびました。兄さんは変わりませんね」

「うるせえな。これでもけっこう筋肉ついたんだからな」

　背はほとんど伸びなかったが、毎日資材を運んでいるうちに筋力はどんどんついていった。服を着ていると着き瘦やせするのだが、脱ぬいだ姿にはやや自信がある。

　もっと体格のいい現場の同どう僚りようたちには負けるが、デスクワークをしているような同世代と比べればそれなりに逞たくましい体つきになっているはずだ。

「体つきは見違えましたけど、雰ふん囲い気きとかそのままで安心しました」

「そ、そうか？」

　またも人ひと懐なつこい笑みを向けられ、ぎゅうっと胸を締めつけられる。

（この笑顔が曲くせ者ものなんだよな……）

　外ではクールな顔をしているくせに、家の中で真咲に見せる笑顔は年相応だった。そのギャップのせいで、まるで特別扱あつかいされているような錯さつ覚かくを覚えてしまうのだ。

「ま、まあ、積もる話もあるだろうけど、とりあえず中入れよ。こんなところで立ち話じゃ寒いだろ」

　圭介に風邪かぜを引かせたら大変だ。三月とは云え、夜はまだまだ寒い。真咲は玄げん関かんを開け、圭介を部屋に招き入れた。空調の効いた室温にほっとする。薄うす着ぎのまま外で長話をしていたせいで、真咲の体はすっかり冷えてしまった。

「部屋片づいてなくて悪わりぃな」

「いえ、気にしません」

「見てから引くなよ───あ、やっぱり、ちょっとそこで待ってろ」

　すぐそこに放ほうってあった下着と靴くつ下したが目に留とまり、慌あわてて拾う。いくら気にしないと云われても、これはいくらなんでも酷ひどすぎる。

（他ほかにまずいものとかなかったよな!?）

　散乱していた衣類をまとめて洗せん濯たく機きに放り込み、干しっぱなしにしていた洗濯物はクローゼットに丸ごと突つっ込んだ。

　空き缶かんや使用済みの食器をシンクに片づけ、コンビニのビニール袋ぶくろにゴミをまとめてベランダに出し、部屋の隅すみに追いやられていたクッションを座ざ布ぶ団とん代わりに引っ張り出す。

「いいぞ、上がっても」

　整理整せい頓とんされているとは云えないが、何とか座る場所を作ることができた。

　できることならもっと片づけたいけれど、いまそんな時間はない。渋しぶ々しぶ、見切りをつけ、玄関に立たせたままだった圭介を呼ぶ。

「お邪じや魔まします」

　圭介がいま自分の部屋にいる。その事実だけで緊張してしまう。

「確かに散らかってますね」

「このところ忙いそがしくてさ。つい、散らかっちまうんだよな」

　作り笑いを浮うかべて云い訳をしてしまう。忙しくなくたって部屋は汚きたないのだが、日常を知らない圭介にこのくらいの見み栄えを張っても許されるだろう。

　父子揃そろって片づけ下手べただったけれど、再さい婚こんしてからは継母や圭介の目を気にして、常に整理整頓を心がけていた。しかし、根本的な改善がなされていたわけではないため、一人暮らしになってからはすっかり元通りになってしまったというわけだ。

「あの洗濯物は？」

「明日あしたまとめて洗うんだよ！」

　部屋の片かた隅すみに汚よごれた作業着を積んでいたことを思い出す。慌ててそれも回収し、洗濯機に突っ込んだ。

「このところ天気も悪かったですしね。俺も手伝いましょうか？」

「いいって、客にそんなことさせられねーだろ」

「泊とめてもらうんですから、そのくらいの手伝いはさせて下さい。あ、そうだ、お土産みやげがあるんです。これが母さんからの差し入れで、こっちが父さんからです」

「おう。さんきゅ」

　紙かみ袋ぶくろの中を覗のぞくとタッパーが入っていた。どうやら、継母の手作りのようだ。継母の手料理はどれも美味おいしくて優やさしい味がする。

　初めて食べたとき、これが家庭の味なのかと感動したものだ。父や自分の作る食事もまずくはないが、基本的に大味だ。

　父親からの差し入れは現金だった。封ふう筒とうに一緒に入っていた手紙には「生活の足しにしろ。体には気をつけて」と短いメッセージが書きつけられていた。不器用な父らしい気き遣づかいに、自然と口元が綻ほころんだ。どちらもありがたく受け取った。

「こっちの惣そう菜ざいは、冷蔵庫に入れておけば一週間くらいは持つと云ってました。兄さんの好物でしたよね？」

「……ああ」

　好物まで覚えていてくれたことに驚いた。圭介が自分の好みを覚えていてくれたのは純じゆん粋すいに嬉うれしい。

「あと、これは俺から」

「みんなして、そんな気ィ遣つかわなくたっていいのに」

　嬉しいときに素す直なおにその気持ちを表現できないのが、真咲の悪いところだ。どうしても気き恥はずかしさが先に立って混ぜっ返してしまう。しかし、圭介はそんな性格を知っているせいか気を悪くすることもなく、真咲の手に白い包みを握にぎらせてくる。

「安全祈き願がんのお守りです。合格祈願に行った神社で買ったんですけど、渡わたす機会がなかなかなくて。でも、無事に合格したからご利り益やくは折り紙つきですよ」

「……あ、ありがとう」

　意外な土産に虚きよを衝つかれた。自分のことで手て一いつ杯ぱいなときに真咲のことまで気にかけてくれていたことに感動する。

「現場では危険なこともあるって聞いたので。ただの気休めかもしれませんが……」

「いや、すげー嬉しい。ありがとな」

　珍めずらしく素直に礼を云うことができて、自分でもほっとした。

　どこに置いておこうと悩なやんだ末に、寝しん室しつのベッドの枕まくら元もとに置いた。お守りなのだから身に着けておくべきだろうが、持ち歩いて汚したりなくしてしまったりしたら大変だ。しばらくは大事に取っておきたかった。

「そのクッションにでも座ってろ。何か飲むか？　ビールなら……って、お前まだ未成年だったか。冷たいお茶でいいか？」

　舞まい上がりかけている自分を深呼吸で鎮しずめ、平静を装って圭介に座るよう促うながす。

「はい、ありがとうございます」

　圭介はコートを脱ぎ、丁てい寧ねいに畳たたんで脇わきに置く。その仕草にも育ちのよさが見て取れる。

「飯は食ったか？　簡単なものでよければ作るけど」

　作ると云いっても、男の一人暮らしだ。酒のツマミ以外、即そく席せき麵めんくらいしか置いていない。少しでもカロリーを足すために卵や缶かん詰づめは常備しているが、所しよ詮せん、その程度だ。

「大だい丈じよう夫ぶです。来る前に食べてきました」

「そ、そうか……」

　気まずい。如何いかんともしがたい空気が部屋いっぱいに漂ただよっている。久しぶりすぎて、何を話したらいいかわからない。

（やっぱ、気安く引き受けるんじゃなかったな……）

　避け続けてきたせいで、会話の糸口が摑つかめない。とりあえず、市原とのやりとりでゲイだと知られてしまった件に関しては、何かしらのフォローは必要だろう。義理の兄が同性の恋こい人びとと修しゆ羅ら場ばを繰くり広げていたのだ。動どう揺ようしていないわけがない。

　下手をすると軽けい蔑べつされた可能性だってある。表向きは普ふ通つうに話してくれていても、心の中まではわからない。

（───あれ？　でも、さっきもあんまり驚おどろいてる顔してなかったな……）

　動揺を押し隠かくしているのかもしれないが、見たところ涼すずしい顔をしている。それに、市原への対応も堂々としていた。

　圭介の考えていることが、まったく読めない。偏へん見けんなどを持っているようなタイプではないとは思うけれど、感情はまた別だ。

「あ、そうだ、飲み物だったな！　ちょっと待ってろ、いま持ってくるから」

　気まずさをごまかすために、一いつ旦たん台所へと逃にげ込んだ。

　アルコールを入れれば、少しは気が紛まぎれるかもしれない。少しでも早く酔よいが回ればと、冷蔵庫から取り出したビールを一缶一気飲みする。ごくごくと渇かわいていた喉のどに流し込んだけれど、今日は仕事明けのときのような爽そう快かい感かんは得られなかった。

「……くそっ」

　結局、逃げ場はどこにもないということだ。真咲は二本目の缶ビールとペットボトルのお茶を手に圭介の隣となりへと戻もどった。

「ほら。グラスとかいるか？」

「ありがとうございます。このままで大丈夫です」

「…………」

　気まずさを打開すべく、無む理り矢や理り話題を捻ひねり出した。

「あー……最近どうだ？　忙しいか？」

　ストレートに切り出す勇気はなく、遠回りな世間話から探さぐりを入れることにした。

「受験が終わったので、のんびりしてました。いまは自由登校なので」

「そっか、そうだよな」

　学生生活なんて、真咲にとってはとうの昔のことだ。大学受験も経験していないため、勉強の苦労はわからないけれど、この一年は大変だっただろう。

（俺なんて、バイトばっかしてたもんな）

　真咲の高校生活は、勉強よりもアルバイトに精を出す日々だった。ファストフードの店員に始まり、新聞配達や年賀状の仕分けなど、未成年でもできるような仕事は何だってやった。

　別に父親の稼かせぎが悪かったわけではない。毎月の小こ遣づかいだって、充じゆう分ぶんすぎるほどもらっていた。それでも、自分があんなに必死に働いていたのは心の隙すき間まを埋うめるためだったのではないかと、いまは思う。

　自分が必要とされている、誰だれかの役に立っている───そういう実感が欲しかったのだろう。

　お陰かげで独り立ちの資金には困らなかった。毎月の小遣いもほとんど使わずに貯ためていたため、卒業する頃ころにはそこそこの金額になっていた。

「卒業式はいつだっけ？」

「再さ来らい週しゆうです」

「お前、総代で答辞とかやりそうなタイプだよな」

「やりますけど、母さんから聞いたんですか？」

「マジでやるのかよ……」

　自分の義弟おとうとが優ゆう秀しゆうだということは知っていたけれど、絵に描かいたような優等生ぶりに感心してしまった。はっきり云って、家族にならなければ一生縁えんのなかったタイプだ。

「よかったら、見に来て下さい。あ、でも、仕事がありますよね」

「あー、どうかな、あとで予定見てみるわ。ぎりぎりで休みになることもあるし、もしかしたら行けるかもな」

　現場での作業は天候に左右されることが多いけれど、前以もつて申しん告こくしておけば休みはもらえる。休んだぶん、働けばいいだけだ。

　絶対に行くと即そく答とうできなかったのは、圭介の誘さそいが嬉しかったからだ。自分の天あまの邪じや鬼くな性格が恨うらめしい。

「兄さんが来てくれるなら、気合い入れてやります」

「何だ、そりゃ。俺が行かなくても気合い入れろよ」

　圭介の言葉に苦にが笑わらいした。その云い方では、まるで真咲にいいところを見せたいと思っているように聞こえる。ただのリップサービスだとわかっていても、胸がざわついた。

「それにしても、大学、希望のところに受かってよかったな」

「ありがとうございます」

「合格祝いをやらねーとな。何か欲しいものあるか？　ものより小こ遣づかいのほうがいいか」

「欲しいものはとくに……あ、じゃあ、一つお願いしていいですか？」

「いいぜ、俺にできることならな」

　鷹おう揚ように答えつつも、圭介の改まった物云いに内心身がまえる。

「前に兄さんが作ってくれたホットケーキが食べたいです」

「そんなことでいいのか？　つーか、よく覚えてたなそんなこと……」

　ささやかすぎる願いに、拍ひよう子し抜ぬけする。一度だけ作ってやったことがあるのだが、市し販はんのホットケーキミックスを使ったから、特別美味おいしかったわけでもない。むしろ、焼きすぎてやや焦こげ気味だったくらいだ。

　いまだって生きていくには困らない程度の自じ炊すいはできるが、自信を持って人に振ふる舞えるような腕うで前まえではない。得意料理は即席麵に肉野菜炒いためを乗っけただけの代しろ物ものだ。

「兄さんが俺のために作ってくれたことが嬉うれしかったんです」

「……っ、持ち上げたって、何も出ねぇぞ」

「だって、本当のことですから」

「わかったよ！　ホットケーキくらいいくらでも焼いてやるよ！」

「ありがとうございます」

　圭介は心底嬉しそうに破顔した。その笑え顔がおに胸を撃うち抜ぬかれる。

　実は、圭介を好きな気持ちは勘かん違ちがいだったのではないかと思いかけていた。けれど、いまこうして隣にいるだけでドキドキするし、笑顔を見るだけで胸が締しめつけられる。

　男らしくなった顔の造作や体のラインを、ちらちらと横目で見てしまう自分が止められない。

　勝手な話だが、ろくでもない男に育っていれば長年の片かた想おもいに終しゆう止し符ふを打つことができたかもしれない。しかし、現実には想像していた以上に立派に育っていた。

　両親が自じ慢まんできるような好青年に育ち、名の知れた大学にも合格した。ろくに勉強もせず、高校を卒業するのもぎりぎり、結けつ婚こんして孫を見せてやることもできない自分とは大おお違ちがいだ。

（そういえば、こいつをどこで寝ねかせりゃいいんだ？）

　客用の布ふ団とんなどという上等なものは、この部屋にはない。寝しん具ぐは自分で使っているベッドが一つだけだ。

　くっついていれば男二人でも寝られるけれど、それだけは絶対に避さけたい。そんなことをしたら、自分の心臓がオーバーヒートしてしまう。

　圭介だって、いくらなんでも家族が同性愛者だったなんて複雑だろう。同じ部屋で眠ねむるなんて気が休まらないに違ちがいない。

「……圭介、やっぱりホテルに泊とまらないか？」

「え？」

　申し訳なく思いながら切り出すと、圭介は怪け訝げんな顔になった。

「もちろん、部屋探しはつき合う。駅前のビジネスホテルならここからすぐだし、金は俺が出してやるからそっち泊まれ」

「どうしてですか？　兄さんは俺がいると困るということですか？」

「予備の布団とかないからこの部屋で寝ね泊とまりするのは狭せまいし、お前も寛くつろげないだろ。一人のほうがお前だって気が楽じゃないか？」

「俺はここがいいです。布団がないなら、俺は床ゆかでもいいです」

　圭介は真正面から、真咲の顔をまっすぐに見つめてくる。その曇くもりのない瞳ひとみに、胸が痛む。

「お前を床で寝かせるわけにはいかねーだろうが。母さんから任されてるんだぞ」

「云いわなきゃバレません」

「俺が気にするんだよ！」

　どうにかして、圭介の泊とまりを回かい避ひしようと試みるのだが、上手うまくいかない。かと云って、お前の身が危あやういのだとも云えないまま云い訳を探していると、圭介が核心に近い部分を衝ついてきた。

「もしかして、さっきのことを気にしてるんですか？」

「そ、そうだよ！　ホモの兄貴と一つ屋根の下で寝かせるわけにいかねーだろ!!」

『好きだから』ではなく『同性愛者』だから。すでに知られてしまっているのだから、それを理由にすればいいと圭介の言葉で気がついた。

　圭介も納なつ得とくしてくれるだろうと思ったのだが、不思議そうな顔で疑問をぶつけられた。

「どうしてですか？」

「いや、だって、普ふ通つうは気持ち悪いもんだろ……」

　マイノリティな性せい癖へきであることは重々承知している。自じ虐ぎやく的なことを口にすることも少なくないのに、圭介に告げることはやはり苦しかった。

「そんなこと思いません」

　圭介は真咲の言葉をきっぱりと否定した。嫌けん悪お感かんを見せなかっただけでなく、偏へん見けんなく受け入れようとしてくれているようだ。

　しかし、性癖は趣しゆ味みや嗜し好こうとは違う。どんなに慮おもんぱかってくれても、理解するのは難しい。

「お前のそういう偏見を持たないところは偉えらいと思う。でも、理解はできないだろ？」

「自分以外の人間を完全に理解するのは難しいですけど、相手を理解しようと努力することが大事なんじゃないですか？」

「あのな、そういう議論がしたいわけじゃねーんだよ。お前だって、夜中にうっかり襲おそわれても困るだろうが」

「いえ、別に俺は困りませんが……」

　話が通じない。さっきからボタンを掛かけ違うかのようにちょっとずつずれている。

「ああもう！　ちっとは空気読めよ！　お前がいるとおちおち男も連れ込めねーんだっつってんだよ」

　テンパると饒じよう舌ぜつになるのが悪い癖くせだ。しかも、また思ってもいないことを口走ってしまった。しまったと思ったけれど、もう遅おそかった。

「───彼の他ほかにもつき合ってる人がいるんですか？」

「特定の相手はいないけど、そういう流れになることだってあるんだよ」

　目を逸そらしながら見み栄えを張る。

「数日すら我が慢まんできないほど男に飢うえてるんですか？」

「ひ、人聞き悪いこと云うな！」

　ストレートな問いかけにぎょっとする。そんなふうに取れるようなことを云ったのは真咲自身だが、はっきりと云われると胸に突き刺ささる。自じ業ごう自得で傷つくなんてお笑い種ぐさだ。

「でも、俺がいると男を連れ込めなくて困るんでしょう？」

「！」

　自分で口走ってしまった言葉を思い出す。勢いに任せて発した言葉を重箱の隅すみを突つつくように追つい及きゆうしないでもらいたい。

　冷静な眼まな差ざしを向けられ胸が痛み、さらに挑ちよう発はつ的な発言をしてしまった。

「性せい欲よくくらい好きに解消したっていいだろ。俺が誰だれと寝ようが、お前に口出しされることじゃない」

「男なら誰でもいいということですか？」

「ちげーよ！　俺にだって好みはある!!」

「どんな男ならいいんですか？」

　まさか、圭介に好みのタイプを訊きかれるとは思わなかった。答えに窮きゆうして言葉を詰つまらせかけたけれど、敢あえて高い条件を口にした。

「───俺より小さいやつに組み敷しかれる趣味はないし、それなりに面めん食くいだからな。あとは俺より非力な男は問題外だ」

「さっきの方は頭脳労働系に見えましたが、意外と逞たくましい人だったんですか？」

「か、顔が好みだったんだよ！」

　完全に噓うそというわけではない。基本的に眼鏡の似合うインテリ系にばかり目が行ってしまう。好みの大本に、圭介がいることは云うまでもない。

「顔、ですか」

　完全に軽けい蔑べつされている気がする。市原は総合的にはいい男だったとは云いがたいが、容姿だけは文句なしによかった。いまとなっては云い訳にしかならないけれど、男の趣味が悪いと思われるのは何となく癪しやくだった。

（云えるわけねーだろ、お前にちょっと似てたからなんて……）

　並べて見ればとくによく似てるわけでもないのだが、初対面のときの物もの腰ごしや眼鏡を上げる仕草が圭介を思い出させた。

「とにかく！　いい男だってのが最低条件だ。まあ、さっきのは見かけ倒だおしだったけど……」

「───わかりました。なら、俺でもいいですよね？」

「は？」

　圭介の問いの意味がわからず、真咲は眉まゆ根ねを寄せた。一体、何の話をしているのか理解できなかった。

「ここにいる間、俺があなたの相手になります。少なくとも、さっきの男よりはいい男だと思いますけど」

「お前は弟だろ！」

　圭介の発言に面食らい、声を荒あららげてしまった。確かに圭介のほうがいい男なのは間ま違ちがいないが、気軽に相手をさせられるようなことではない。

「血は繫つながってません」

「そういう問題じゃない……。血が繫がっていなくても、自分たちは家族だろうが」

　何度も自分に云い聞かせた言葉を口にする。ようやく両親の揃そろった家族ができたのに、自分のせいでそれを壊こわすことにはなりたくない。

「再さい婚こんの連れ子同士でも結婚はできるんですし、そこまで気にしなくても」

「…………」

　貞てい操そう観念が緩ゆるいのか、それともドライなだけなのか真咲には判断がつかなかった。

（つーか、お前が一番まずいんだよ）

　圭介への気持ちは肉親への情とは違ちがう。恋れん愛あい感情、つまり、性欲が絡からむ。全すべてのしがらみをとっぱらえるものなら、キスだってセックスだってしたい。手に入れられるものなら、何もかもを自分のものにしてしまいたい。

　願望を即そく行動に移すほど短たん絡らく的ではないけれど、こんな狭い部屋に二人きりでいたら、いつ理性が飛んでしまうかわかったものではない。その上、関係を持つことを前提でいるなんて危険すぎる。

「俺がここにいることで生じる問題は、男を連れ込めなくて性欲が発散できないこと。だったら、それを俺が解消すればいいだけの話じゃないですか」

「……年下は趣味じゃない」

　圭介が好みの基準になっている以上、対象から除外するための条件を挙げるのは難しかったが。悩なやんだ末に年ねん齢れいを理由にしたのは、意志ではどうにもならないことだからだ。

「抜ぬくだけなら歳なんて関係ないでしょう？　俺でダメかどうかは、試ためしてから云ってもらえますか」

「試してからって───おわっ」

　何を云いってるんだと訊く間もなく、その場に押し倒たおされる。真咲にのしかかってきた圭介は真顔だった。

「何すんだよ!?」

「何って、訊くまでもないと思いますが」

「そういうことを訊いてるんじゃない！」

　客観的に考えれば、どういう状じよう況きようになっているかは真咲にもわかる。けれど、圭介がこんな行動を取る理由は不可解だった。

「心配しないでも、及きゆう第だい点がもらえなかったら大人しく出ていきます」

「勝手に条件を決めるな！」

「わかりやすくていいじゃないですか。それとも、他にいい案があるんですか？」

「俺に訊くな！　つーか、何でお前が主導権を握にぎってるんだ!?」

「すみません」

　何に対して謝っているのかはわからないが、行こう為いをやめる気はないようだ。

（こんなやつだったか？）

　出で逢あった当時も歳のわりに冷静で大人びた中学生だったけれど、いまはマイペースさに拍はく車しやがかかっている気がする。真咲の話をわざとのように聞き流し、強ごう引いんに事を進めようとする圭介に面食らってばかりだ。

「あのな、俺もお前も男なんだぞ？　いや、男女だったほうがまずいか……。こ、細かいことはいいんだよ！　とにかく、兄弟でこういうことをするもんじゃない」

「ただの処理だと思えばいいんですよ。男同士ならこのくらいのことはするでしょう？」

「しねーよ!!　つーか、どこでそんな常識がまかり通ってんだ!?」

「ウチは男子校なんで、性別に拘こだわりがない人が多かったかもしれません」

「ちっとは拘れよ！」

「すみません」

　謝られても困る。いくら何でもハードルが低すぎるのではないだろうか。男子校に進学したからといって、同性同士での貞操観念が緩くなってしまうものだろうか。

（つーか、こいつは誰かとそういうことをしたことがあるってことか……？）

　圭介が自分の知らない男とこんなことをしていたのかと思うと、胸のあたりがもやもやとする。彼女がいると知ったときも胸むな苦ぐるしかったけれど、そのときとはまた違った苛いら立だちを感じた。

「と、とにかくどけ！　お前にやってもらわなきゃならないほど、いまは溜たまってねーよ！」

「ちょっと黙だまってて下さい」

「何だその云い方───ぎゃっ!?」

　下半身に伸のびてきた手で股こ間かんに触ふれられる。反射的に足を閉じようとしたけれど、間に入り込んでいた圭介の膝ひざに阻はばまれた。

「とりあえず、一回抜けばいいですよね」

「待て待て待て！　誰だれもそんなこと頼たのんでな……っあ!?」

　触れているだけだった手に力を込められ、上うわ擦ずった声が上がった。そのまま、やわやわと揉もまれ、鼻にかかった声が出てしまう。慌あわてて口元を手で押さえたけれど、自分の声を封ふうじるよりも圭介の行動を止めるほうが先だとすぐに後こう悔かいした。

「やめ、あっ……」

　制止しようと口を開くと高い声が押し出される。圭介の手を引き剝はがすのも上手うまくいかない。醜しゆう態たいを晒さらしたくないのに、否いや応おうなく体が反応してしまう。

「溜まってないんじゃなかったんですか？　もう硬かたくなってきましたよ」

「……っ、圭介、人をからかうのもいい加減にしろ……っ」

　吐と息いきを嚙かみ殺しながら、圭介の手を摑つかんで引き剝がそうとする。肉体労働で鍛きたえた筋力があるにも拘かかわらず、指に力が入らない。

「からかってなんていません。それに兄さんだってその気になってるじゃないですか」

「せ、生理現象なんだから仕方ないだろ」

　そんなところを刺し激げきされれば、誰だって反応する。しかも、圭介の指ゆび遣づかいは絶ぜつ妙みようでムカつくくらい気持ちいい。

　圭介が気安くこんなことをしてくるのは、真咲の気持ちを知らないからだ。自分のことを好きだと知ったら、絶対に後悔するだろう。

「だったら、大人しく俺に任せて下さい。すぐに終わらせますから」

「しなくて、いい……っ」

「こんな状態でやめたって辛つらいだけですよ」

「自分で何とかする」

「遠えん慮りよしなくていいですから」

「遠慮じゃねーよ！　ぅあ……っ」

　張り詰つめてきたそこを刺激し続けている指に力が込められる。真咲の欲よく望ぼうは、下着の中で窮きゆう屈くつなくらい自己主張していた。

（ていうか、慣れすぎてないか？）

　いくら男だらけの環かん境きようだったとしても、ここまで手慣れているものだろうか？　圭介には彼女がいたとは云え、少し前まで受験生だったのだ。こんなに抵てい抗こうなく同性の、しかも、義理の兄の昂ぶりに触れられるものだろうか。

「敏びん感かんですね。それとも、溜まってたんですか？」

「うる…さい……っ」

　耳元で囁ささやかれながらも、休みなく刺激される。出逢った当時よりも低くなった声は、やけに腰こしに響ひびく。唇くちびるが触れそうなほど近くに、圭介の顔がある。

　まっすぐ通った鼻筋に、奥おく二ぶた重えの切れ長の目を縁ふち取どる長い睫まつ毛げ。ともすれば酷こく薄はくそうに見える薄うすい唇は微かすかに開かれ、吐息が漏もれている。理性が残っていなかったら、問答無用にキスしていただろう。本能に負けそうになる自分を心の中で叱しつ咤たし、顔を背そむける。

「く……っ、こんなことして、あとで覚えてろよ……！」

「どうなるんですか？」

「どうって───」

　ただでさえ情けない状態なのに、口を突ついて出ただけのただの悪態を真顔で訊きき返すのはやめてもらいたい。自らの底の浅さを思い知らされるようで、居たたまれなかった。

（くそ、本気で襲おそってやってもいいんだぞ）

　押し倒して服を剝ぎ取り、無む理り矢や理り犯おかすことくらい難しいことではない。しかし、何も考えずに欲望に身を任せてしまったら、圭介との関係は完全に壊こわれてしまうだろう。

　顔を合わさないよう避さけていたけれど、断絶したいわけではなかった。

　想おもいが通じ合わなくても、兄弟ならずっと繫つながりを持っていられる。その細い縁えんだけでも保っていられたらという、未練がましい気持ちがあった。

「とにかく、その手を止めろ……っ」

「すぐに終わりますから」

「終わらせろっつってるわけじゃねーんだよ！　っあ、く……」

　鼻にかかった声が出そうになり、慌てて歯を食い縛しばる。

「目が潤うるんで、すごく可愛かわいい顔になってますよ」

「な、何、云って……」

　生まれて初めて云われた褒ほめ言葉に、ぶわっと顔が熱くなる。

　吊つり上がった目は三白眼気味で普ふ通つうにしていても目つきが悪いし、お世辞にも可愛いとは云いがたい顔だ。どこをどう見たら、そんな感想が出てくるのか理解できない。

「このままじゃ苦しそうですね。失礼します」

「へ？　ぎゃー！」

　勢いよくボトムを押し下げられ、再びみっともない悲鳴を上げる。男に下着や裸はだかを見られたところでどうということはないけれど、相手が圭介となると別問題だ。

　芯しんを持って立ち上がった自身が、下着の布地を押し上げている。のっぴきならない状態になっているのは、誰の目から見ても明らかだ。

　こんなことになるなら新品のパンツを穿はいておくべきだったなどと妙みような後悔をしている場合ではない。いまならまだ質たちの悪い冗じよう談だんですむが、これ以上は洒落しやれにならない。

「頼むからいますぐやめろ。こんなことしないでも、ウチに泊とめてやるから。な？」

　声を荒あららげても効果がないなら、云い聞かせて懐かい柔じゆうするしかない。真咲は自分を抑おさえ、声を落として諭さとそうとする。

「ここはやめて欲しくなさそうですけど？」

「!?」

　証しよう拠こを提示するかのように下着を下げられ、反り返った屹きつ立りつを剝むき出しにされる。もう悲鳴も上げられなかった。

「ほら、もう濡ぬれてる」

　オヤジくさい言葉にツッコミを入れたかったけれど、実際、反論できない状態だった。

「お、お前はどこでそういう言葉遣づかいを覚えたんだ!?」

　潤んだ先せん端たんをわざわざ指し摘てきする圭介に目眩めまいすら覚える。無防備な部分をＴシャツの裾すそで隠かくそうとしたけれど、その前に手首を摑まれ、頭の上で押さえつけられる。

「すみません、緊きん張ちようしてると口数が多くなるんです。気が散るようなら黙ります」

　口調は謙けん虚きよでも、行動は強ごう引いんだった。そもそも、別に行こう為いに集中したいわけではない。

「黙らなくてもいいから、その手をどけろ！」

「黙らなくていいんですか？」

「大事なのはそっちじゃない…！」

　都合の悪いことだけ聞き流す圭介に苛いら々いらする。どう云いい聞かせれば、自分の気持ちを正しく汲くみ取ってくれるのだろうか。

「そうでした。すぐに終わらせます」

「そうじゃないだろ！　ぅあっ、やめ、弄いじるな、ぁ、あ……っ」

　絡からみついた指が、真咲の欲望を緩ゆるく擦る。両手の動きを封じられているせいで制止できない。足は使えるが、圭介を蹴けり飛ばしたくはなかった。

　迷っている間にも高められていく。圭介の指遣いは巧たくみだった。器用と云ったほうが正しいだろうか。真咲の反応をすぐに汲み取り、より感じるよう刺激してくる。

「すごくドキドキしてる」

「うる…さい……っ」

　圭介にそんなところを直じかに触ふれられているだけでも気が遠くなりそうなのに、意識的に高められて喘あえいでいるなんて恥はずかしくて死にそうだった。なのに、どうしても強く拒きよ否ひできない。

「あ、は……っ」

「気持ちいいですか？」

「知るか……っ」

　そんなの、気持ちいいに決まってる。そうでなければ体の変化もないし、掠かすれた声だって上がらない。これ以上の痴ち態たいを見せないよう唇を嚙みしめる。

　終わりを迎むかえれば、この居たたまれない時間も終わる。そうとわかっていても、最後に残った理性までは手放せなかった。

　しかし、圭介はそれを自分の技量不足だと思ったようだった。

「物足りないみたいですね」

　そう云って、ボトムと下着が絡んだままの足を抱かかえ上げてくる。

「ちょ、待て、何考えてるんだ!?」

「このほうが手っ取り早いでしょう？　服を汚よごさずにすみますし」

　圭介は足の間に頭を潜もぐらせ、肩かたで真咲の腿ももを押し上げる。

「足の筋肉すごいですね。筋もしっかりついてるし。どうりでいい形をしていると思いました」

「何の話をしてるんだ!?」

「すみません、余計な話をしてる場合じゃなかったですね」

「だから……ッ」

　会話にズレが生じている。自分の云いたいことが伝わらないということがもどかしくて堪たまらない。言葉が通じないのか、それとも、わざとズレた返答をされているのかはわからないがのっぴきならない状じよう況きようだということは間ま違ちがいない。

　欲望を漲みなぎらせた自身を至近距きよ離りで見られているだけでも恥ずかしいのに、圭介はそれ以上の行為をしようとしていた。

「バカ、そんなことしないでいい！」

「口でされるの好きじゃないですか？」

「そんなことないけど……って、何云わせるんだ！」

「好きならよかった。でも、口でするの初めてなんで、下手へただったらすみません」

「ひあ……っ」

　自身に舌が触れた瞬しゆん間かん、間の抜ぬけた悲鳴じみた声を上げてしまった。

　パニックに陥おちいりかけた真咲に対して圭介は躊躇ためらいなど微み塵じんも見せず、手にした昂ぶりを根本から舐なめ上げた。その表情に嫌けん悪お感かんは一いつ切さいなく、平然としている。

　完全に裏返ったその声こわ音ねに、真咲の顔は真っ赤になる。羞しゆう恥ちと快感で体温が急きゆう上じよう昇しようする。熱く濡れた感かん触しよくに自身が蕩とろけていくようだった。

「や、あ…っ、汚きたない、だろ……っ」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「何が、だい…じょぶ、だっ……」

　むしろ、こちらが大丈夫ではない。口こう淫いんをされるのが初めてというわけではないけれど、圭介に自身を舐められていると思うとそれだけで心臓が破は裂れつしてしまいそうだった。

　本当に圭介は口淫は初めてなのだろうか。普通の男ならもっと抵てい抗こう感があるはずだ。なのに、表情一つ変えずに舌を這はわせてくる。

（するのは初めてってことは、されたことはあるってことか!?）

　一つの可能性に思い至った。相手が元彼女ならまだしも、男だったらと考えたら心の中が修しゆ羅ら場ばになる。頭が拒否するのか、そのシーンは想像できなかった。

「やめ、離はなせ……っ、あ、あ……っ」　>>>♥

　圭介は真咲の昂ぶりを根本から丹たん念ねんに舐め上げていき、最後に先端を口に含ふくむ。まるで飴あめを舐め溶とかすかのように舌を絡ませ、唇くちびるで締しめつける。頭を摑つかみ、押し返そうとするけれど、快感には勝てなかった。

（腰こしが、溶ける……っ）

　圭介は真咲の欲よく望ぼうを派手に音を立ててしゃぶりながら、膨ふくらみを指先で弄もてあそび、茂しげみを指で探さぐる。舌が絡む動きに合わせて立つ水音がいやらしくて恥ずかしい。

「うぁ…っ、あ、あ！」

　先端の窪くぼみを舌先で抉えぐられ、びくんっと腰が跳はねた。真咲の敏びん感かんな場所を知った圭介は、そこばかりを責めてくる。本当に初めてなのかと疑問に思うほど、圭介は上手うまかった。

「そこや、あっ、んん……っ」

　イキそうになるたびに屹立をキツく握にぎり込まれ、衝しよう動どうを抑え込まれた。さっき、初めてと云っていたけれど信じられない。何度も焦じらされ、頭がおかしくなりそうだった。

「はっ……も、苦し……っ」

「イキたいですか？」

　問いかけにこくこくと頷うなずく。いまはもう、羞恥や体てい裁さいなど気にする余よ裕ゆうもないほど苦しかった。いますぐに熱を解放させたい。そのことだけが頭の中を支配している。

「じゃあ、ちゃんとそう云って下さい。俺はあなたの願いなら何でも叶かなえます」

「……たい、イカせて……っ」

　真咲の訴うつたえに、圭介は一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔をした気がした。瞬まばたきの間にその表情は消え、その代わりにまた深く吞のみ込まれる。

「あ───んんー……ッ」

　強く吸い上げられ、限界が来た。真咲は下腹部を大きく震ふるわせ、圭介の口こう腔こうに欲望の証あかしを解き放つ。解放感に、ぐったりと四し肢しを弛し緩かんさせる。

　上がりきった呼吸を鎮しずめるために肩を上下させていた真咲は、口に含んだものを平然と嚥えん下かする圭介にぎょっとした。

「ば、バカ、んなの飲むな！」

「何でですか？」

　圭介は真顔で訊きき返してくる。濡れた唇を舌で舐めて拭ぬぐう様がやけにエロい。

「何でって……き、汚いだろ！」　>>>♥

　恋こい人びと同士ならありなのかもしれないが、自分たちはそういう関係ではない。そもそも、行為自体があり得ないことなのだが、真咲の頭の中は混乱しきっていた。

「他ほかの男のなら死んでもごめんですけど、兄さんのなら別に」

「なっ……」

　圭介の返答に目眩めまいを覚え、ツッコミを入れることもできなかった。勉強はできるくせに頭の捻ね子じはいくつか飛んでいるのかもしれない。絶句していた真咲に、圭介は真顔で訊いてくる。

「すっきりしましたか？」

「～～～っ、そういうことを訊くな!!」

　いますぐ、この場から逃にげ出してしまいたかった。色々と云いいたいことはあるけれど、間違いなく気持ちよかったことが腹立たしい。

　あれだけよがっていた以上、よくなかったと云っても信じてはもらえないだろう。むしろ、悔くやし紛まぎれに意地を張っていると思われかねない。

　結局、質問から逃げて話題を変えるしかなかった。

「つーか、いつまでこうしてる気だ……！」

「そうですね、すみません」

　ようやく、抱え上げられていた足を下ろされる。乱れた下衣を直そうとする圭介の手を振ふり払はらい、自分で下着とボトムを引き上げた。

　覚おぼ束つかない手つきでファスナーを上げて、ホックを留める。触れられていた場所に、まだ生々しい感触が残っている。こういうとき、どんな顔をしたらいいのだろう。

「いいか、こんなことはこれで最後だ。次は許さないからな。二度と妙みような真似まねはするんじゃないぞ」

　こんな状況で説教をしたところで説得力がない気はするが、『兄』として釘くぎを刺さしておく。しかし、圭介はぼかした部分を畳たたみかけるように問い返してくる。

「次は、ということは今回は許してくれるということですか？　俺はここにいてもいいんですか？」

「そういうことは空気を読んで察しろ！」

　あんな突とつ拍ぴよう子しもないことをしてまで、真咲のところにいたいと云う理由はわからないが、追い出そうとすればどんなことをしでかすかわからない。

　二、三日の辛しん抱ぼうだと自分に云い聞かせ、覚かく悟ごを決めた。

「わかりました、及きゆう第だい点はもらえたってことだと思っておきます」

「誰だれもそんなこと云ってねーだろ！」

　真咲の言葉を都合よく解かい釈しやくする圭介に、真咲は真っ赤になって声を荒あららげる。

　狼狽うろたえれば狼狽えるほど、圭介の言葉を肯こう定ていしてしまうことになるとわかっていても堪こらえきれなかった。

（何なんだよ、もう……）

　泣くなんて柄がらじゃないけど、いまは泣きたい気持ちだった。久しぶりに会った圭介の思考回路がまったく理解できない。

「───一つ、訊いてもいいですか？」

「何だよ」

　もうどうにでもなれと、投げやりに返事をしたのがいけなかった。

「家を出たのは、ゲイだからですか？」

「……っ、そんなことお前には関係ねーだろ！」

　図星を指され、思いきり動どう揺ようしてしまった。

「関係あります。この数年、ほとんど兄さんに会えなかった」

「だ、だから何なんだよ。元々は他人だし、一いつ緒しよに暮らしてたのは半年ちょっとじゃねーか」

「過ごした時間は関係ありません。ずっと会えなくて寂さびしかった」

「……っ、何、ガキみてーなこと云ってんだよ」

「だって、兄さんからしたら俺なんてまだまだガキですから。兄さんは俺のことを思い出しもしませんでしたか？」

「そんなこと……」

　実家を出てしばらくは、毎日圭介のことばかり考えていた。

　必死に仕事をしているうちにその頻ひん度どは減ってきたけれど、それでも、何かあったときに真っ先に思い浮うかぶのは圭介の顔だった。

　どんなに忘れようとしても、忘れられなかった。

　距きよ離りを取れたことで、圭介への気持ちは少しずつ穏おだやかなものになってきたけれど、一緒に暮らしていた頃ころは、毎日苦しかった。

　圭介と出で逢あい、一ひと目め惚ぼれしてしまったのは、同性が恋れん愛あい対象である自分に思い悩なやんでいる真っ直ただ中なかの出来事だった。

　間ま違ちがいなくゲイなのだと自覚し、初めての恋こいを知ると同時に失しつ恋れんした。血の繫つながりがないとは云え、弟に恋をして叶かなうわけがない。だから、その気持ちは封ふう印いんすることにした。

　そんな決意が甘かったと思い知るには、時間はかからなかった。好きな相手と同じ屋根の下で暮らすということがどういうことか、わかっていなかったのだ。

　一目惚れがはしかのようなものだったらよかった。熱はやがて引くだろうと軽く考えていたけれど、圭介への想おもいは日に日に大きくなっていった。

　いきなりできた兄に反発心がなかったわけではないだろうに、自分から歩み寄り、兄と慕したって頼たよってくれた。もちろん、懐なつかれて悪い気はしない。距離が縮まるに従い、スキンシップも増えていった。

　肌はだが触ふれ合うたびにドキドキした。脱だつ衣い所で半はん裸らの圭介と鉢はち合あわせたときは心臓が口から飛び出すかと思った。

　高校を卒業すると共に就職して家を出たのは、圭介への気持ちを隠かくし続けるのが辛つらかったからだ。両親には進学したほうがいいと云われたけれど、頑かたくなに拒こばんだ。

　どうせ頭はよくないのだから、誰でも入れるような大学で無む駄だな時間を過ごすよりも、早く自立してしまいたかった。

　元々、勉強は好きじゃなかったし、体を動かすほうが性に合っていたこともあり、就職を選んだのだ。いまの会社に決めたのは、新入社員用の寮りようがあったからだ。

　両親の再さい婚こんを快く思っていないと思われたくはないため、マメに連れん絡らくは入れるようにしているけれど、圭介のことは避さけ続けていた。

　弟に恋をしたことへの罪悪感もその理由の一つだったけれど、それ以上に、自分と向き合う勇気が持てなかったのだ。

「……すみません、デリカシーのないことを訊いて」

「いや、俺も悪かったし……」

　真咲が家を出ることを決めたのは、圭介が中学生のときだ。両親とは何度も話し合ったけれど、圭介にしてみたらある日突とつ然ぜんいなくなったようなものだったのだろう。

　多感な思春期の真っ直中にいた圭介にとってはショックだったのかもしれない。自分の苦しさから逃のがれるために取った行動が、圭介を傷つけていたことにいまになって気がついた。義弟おとうとの気持ちを慮おもんぱかれなかった自分に罪悪感を覚える。

　今日の暴走だって、元はと云えば真咲が悪いのかもしれない。

　圭介が三年のブランクを埋うめるために必死になっているのだとしたら、自分だって歩み寄ってやらなければならない。

（……ちゃんと兄貴らしくしないとな）

　圭介が泊とまっていくのは、たかが数日のことだ。その間くらい、埋め合わせとして理想の兄を演じてやるべきだろう。そして、兄弟として正しい関係へと導くべきだ。

　真咲は胸の痛みを吞のみ込み、覚悟を決めた。
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「……寒い……？」

　肌はだ寒ざむさを感じ、寝ね返がえりを打つ。布ふ団とんを引き上げ、体を丸めた。どこからか冷気が入り込んできている気がする。以前住んでいた社員寮は隙すき間ま風かぜが吹ふき込んでいたけれど、今年に入って引っ越こした１ＤＫのマンションは気密性は高いはずだ。

　寝ね惚ぼけた頭で疑問を覚えていると、聞き慣れない音が聞こえてきた。ゴーゴーという耳みみ障ざわりな音の正体は何だろう。

「……掃そう除じ機きだ」

　答えがわかったことで、ぱちりと目が覚めた。掃除機の音なんて、久しぶりに耳にした。真咲の部屋にある掃除機は忘ぼう年ねん会か何かで当てたものだ。そういえば、一回も使ったことがない気がする。それが何故なぜ、隣となりの部屋から聞こえてきているのだろうか。

　狭せま苦くるしいのは難点だが、防音がしっかりしているところを選んだから、隣りん人じんの立てている音ではないはずだ。つまり、犯人は一人しか考えられない。

　がばっと勢いよく起き上がった真咲は、まず部屋の様子が変わっていることに面めん食くらった。

「ここは俺の部屋か……？」

　部屋の端はしに押し退のけておいた畳たたまれていない洗せん濯たく物ものが消え去っているだけでなく、積み上げていた雑誌やダイレクトメールの山も見当たらない。窓のほうを見てみると、カーテンの隙間で干された洗濯物が風に揺ゆれていた。

　夢でも見ているのだろうか。まるで、引っ越してきたばかりの頃の部屋にタイムスリップしたかのようだ。狐きつねに抓つままれたような気持ちでいると、寝しん室しつのドアが開いた。

「あ、おはようございます。よく眠ねむれましたか？」

「おはよう……」

　にこやかに微笑ほほえみかけてきた圭介の手には、掃除機があった。

「すみません、勝手に借りました。うるさかったですか？」

「いや、別に……」

　圭介はクローゼットに掃除機をしまう。そのときに見えたクローゼットの中身も、整せい頓とんされていた。朝起きてから、せっせと部屋の整理と掃そう除じに精を出していたのだろう。

　ぴかぴかになった部屋が自分の部屋ではないようで落ち着かない。

「余計なお世話だとは思いましたが、洗せん濯たくとかもしときました。今日は天気いいから、すぐに乾かわくと思いますよ」

　さっき、肌寒さを覚えたのは圭介がベランダを出入りしていたからだったのだろう。

（……そういや、何でベッドで寝ねてんだ？）

　真咲の部屋に客用の布団などあるわけがない。昨夜はベッドを圭介に譲ゆずり、自分はその横の床ゆかで夏布団にくるまって寝たはずだ。

「……ちょっと訊きいてもいいか？」

「何ですか？」

「俺、何でここで寝てるんだ？」

「ここってベッドのことですか？　夜中に寒いって云いって布団に入ってきたじゃないですか。俺と一いつ緒しよに寝たの、覚えてませんか？」

「一緒に!?」

　圭介から聞かされた経けい緯いに青くなる。どうやら、寝ね惚ぼけてやらかしてしまったようだ。昨夜、理想の兄を演じると決めたばかりだというのに、この様ざまだ。

　ベッドに入ったときの記き憶おくはまったくないけれど、覚えていなくてよかったかもしれない。むしろ、精神の平へい穏おんのために訊くべきではなかった。

「人ひと肌はだがあると暖かいですよね」

「そりゃ、まあ……」

　圭介のズレた発言に、少しだけ気が抜ぬける。あまり狼狽うろたえていたら、怪あやしまれかねないと我に返った。やはり、圭介をこの部屋に泊めたのは間違いだったかもしれない。いまさら追い出すわけにもいかないが、何か対策を講じる必要がありそうだ。

（今日は隣の部屋で寝るか……）

　同じ部屋にいなければ、寝惚けてもベッドに潜もぐり込む心配はないだろう。何度も失態を晒さらすことだけは避けたい。

「あ、布団干しちゃっていいですか？」

「え？」

「せっかくの洗濯日和びよりなんだし、干せるものは干さないと」

　圭介はそう云って、真咲の布団を剝はぎ取った。真咲の返事を待つことなく、脇わきに布団を抱かかえて行ってしまう。

「────」

　一人取り残された真咲は、ぱたりとベッドに倒たおれ込んだ。

　動どう揺ようしている真咲とは対照的に、圭介に気にした様子は見られなかった。それどころか、何事もなかったかのような顔だった。

（つまり、意識すらしてないってことだよな……）

　ほっとしつつも、少しだけ寂さびしい気持ちになる。真咲にとっては天地がひっくり返るような出来事だったのに、圭介にしたら取るに足らないことだったとでもいうのだろうか。

　もしかしたら、なかったことにしてくれているのかもしれない。酒に酔よっていたわけではないけれど、場の勢いというものもある。圭介だって、気まずく思っているのを隠かくしているだけだという可能性もある。

（そうだ、そうに決まってる）

　心の安あん寧ねいのためにそういうことにしておくことにして、恥はずかしい記憶は頭の奥底へ押し込めることにした。枕まくらからは微かすかに圭介の匂においがする。顔を埋うずめて大きく息を吸い込んでいると、再びドアの開く音がした。

「あ、そうだ」

「な、何だ!?」

　戻もどってきて顔を覗のぞかせた圭介に不意打ちを食くらい、心臓が大きく跳はねる。

「朝食を作ってるので顔を洗ってきて下さい」

「お、おう」

　たかが枕の残り香がを嗅かいでいただけなのだが、イケナイことをしたところを見つかったようで、バツが悪かった。

（ば、バレなかったよな……？）

　いまの体勢くらいなら、眠さに耐たえきれずに横になっていたと云ってもおかしくはない。真咲が何をしていたか気づいていないことを信じるしかない。

　平静を装いながら寝室を出た真咲だったが、変わり果てた部屋の様子に目を瞠みはった。何度も目を瞬しばたたいて確かく認にんしてしまう。

「…………」

　キッチンとダイニングの変へん貌ぼうぶりは寝室以上だった。ここは本当に自分の部屋なのだろうかと疑いたくなる。整理整頓されているだけでなく、窓ガラスまでぴかぴかになっていた。

　ゴミはきちんと分別され、ベランダに置かれている。

「……お前、何時いつから掃除してたんだ？」

「六時くらいだったかな。早起きの癖くせが抜けなくて、つい起きちゃうんですよ」

「だからって、ここまでしなくたっていいんだぞ」

「差し出がましかったですよね、すみません」

「いや、そうじゃなくて、俺としてはすげーありがたいんだけど、気を遣つかわなくてもいいってことを云いたくてだな」

「勉強中って掃除したくなりませんか？」

「へ？　ああ、そうだな」

　いきなりの話題転てん換かんについていけず、目を瞬かせる。

「受験勉強の逃とう避ひに部屋の掃除をしてたら、ハマっちゃって。趣しゆ味みみたいなものなので、兄さんも気にしないで下さい」

「お前がそう云うならいいけどさ……」

　爽さわやかに云いきられてしまうと、真咲もやめろと云えなくなってしまう。本人が好きでしていることを止めるのは難しい。

（まあ、いいか……）

　部屋は綺き麗れいになったわけだし、困ることでもない。

　顔を洗いに立った洗面所の鏡も曇くもり一つなく磨みがかれていた。もしかしてと覗いた風ふ呂ろ場ばには水すい滴てき一つない。ここまで綺麗だと、使うほうが緊きん張ちようしてしまう。

　できるだけ飛沫しぶきが飛ばないように顔を洗ってから戻ると、とても懐なつかしいメニューがテーブルに並んでいた。

「冷蔵庫の中のもの、勝手に使っちゃってすみません。あ、缶かん詰づめも使いました」

「ろくなもんなかったのに、よくこれだけ作れたな……」

　フレンチトースト風のホットサンドは、継母がよく作っていたものだ。初めて食べたとき、美味おいしくて感動したことを覚えている。

　その日によって具が違ちがっていて、いつも共通しているのは刻んだ野菜がたくさん入っていたことだ。圭介が小さい頃ころは食が細かったらしく、嫌きらいな野菜を食べさせるためにこのホットサンドを作るようになったらしい。

　両親が再さい婚こんし、一緒に暮らし始めたばかりの頃を思い出す。父も自分もそれぞれ、てきとうに朝食をすませる癖がついていたのだが、継母は絶対に食事は一緒に摂とろうと主張した。朝から家族の揃そろう食しよく卓たくはむず痒がゆく気き恥はずかしいものがあったのだが、いまでは懐かしい思い出だ。

「口に合えばいいんですけど。コーヒーに砂糖は入れますか？」

　お前は嫁よめかと云いたいくらいの甲か斐い甲が斐いしさだ。水を差すのもどうかと思い、厚こう意いに甘えることにした。

「頼たのむ」

「あ、先に食べちゃっていいですよ。温かいうちにどうぞ」

「……じゃあ、いただきます」

　ナイフとフォークを使って食べるほど上品ではない。ホットサンドを手にし、口を開こうとしたそのとき視線を感じた。

「どうですか？」

　出来が気になるのか、圭介はこちらをじっと見つめてくる。普ふ通つうにしてても緊張するのに、こんなに見られていては落ち着かない。

「そうやって見られてると食いにくいだろ」

「すみません。じゃあ、後ろ向きます」

「普通にしてろ！」

　背中で意識されているのも気になるが、見られているよりはずっといい。意識しないよう心がけながら改めてかぶりついた。

　ホットサンドの味は継母が作ってくれたものと同じ味がした。今日の具はシーチキンだけだったけれど、充じゆう分ぶん美味しい。コーヒーを手に戻ってきた圭介に感想を告げる。

「すげー美味うまい。母さんと同じ味がする」

「本当ですか？　よかった、上手うまくできて」

　ほっとした様子で圭介も食べ始めた。途と端たんに会話がなくなる。二人で黙もく々もくと食事をしているせいでやけに静かだ。

　静けさをごまかすために、テレビをつける。話題がないときはニュースや天気の話が一番無難だ。

「今週はずっと天気よさそうだな」

「そうですね。晴れてよかったです」

「そういや、受験の日は大雪だっただろ。大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　祈いのりも虚むなしく、交通機関が麻ま痺ひするほどの悪天候だった。テレビのニュースで目にする受験生と圭介の姿が重なり、心配に胸を痛めた。無事に合格して、本当によかった。

「父さんが受験会場まで送ってくれました。兄さんも気にかけてくれてたんですね、ありがとうございます」

「て、テレビでやってたから、たまたまお前のこと思い出しただけだ」

「それでも嬉うれしいです」

「……っ」

　綻ほころぶような笑えみに、一いつ瞬しゆん見み蕩とれてしまいそうになった。慌あわてて目を逸そらし、残りのホットサンドを口の中に押し込む。美味しいはずなのにドキドキしているせいで、味がよくわからなくなった。

「ここ、ついてますよ」

「へ？」

「そっちじゃなくて反対側です。もっと下……いいです、じっとしてて下さい」

　指示が面めん倒どうくさくなったのか、圭介は自ら手を伸のばしてきた。

「……っ」

　唇くちびるの端はしに圭介の指が触ふれる。その些さ細さいな感かん触しよくだけで、心臓が大きく跳ねる。

「取れました」

「さんきゅ……って、食うなよ！」

　自分の指をぺろりと舐なめる圭介に、思わず大きな声が出てしまった。

「え？　ダメでしたか？」

「いや、だから、ダメとかそういうんじゃなくて、まるでガキみてーじゃねーかよ」

「そうですか？　どちらかと云いえば、恋こい人びと同士でのやりとりですよね」

「なっ……」

　真顔でとんでもないことを云い出す圭介に、顔から湯気を噴ふきそうになる。鏡がないからわからないが、いま自分の顔は茹ゆで蛸だこのようになっているに違いない。

（お前は俺を殺す気か……）

　昨日から心臓も脳みそもオーバーヒートしかけている。このままでは近いうちに壊こわれてしまいそうだ。

「コーヒーのおかわりはいりますか？」

「い、いらねーよ」

　これ以上カフェインを摂ったら、暴走してしまいそうだ。どちらかと云えば、ベッドに入り直してこれが夢なのだと思い込みたい。

「ところで、今日はどこから行きますか？」

「は？」

「部屋探しにつき合ってくれる約束ですよね？　母さんから兄さんが『任せてくれ』って云ってたって」

「……そうだった」

　忘れかけていたけれど、大本の圭介の来訪理由は部屋を探すことだ。衝しよう撃げき的なことがありすぎて、肝かん心じんなことが吹ふっ飛んでいた。

（そうだ、こっちに集中すればいいんだ）

　部屋探しを仕事だと思って取り組めば、ざわつく心も少し落ち着くに違いない。

「どんな部屋がいいか考えてあるのか？　つっても、都内の学生マンションなんて贅ぜい沢たく云いえねーだろーけど」

「そうですね、できればキッチンは別がいいので１Ｋがいいです。あまり家計の負担にはなりたくないので、安ければ安いほどいいです。あとは通学が短いほうがいいですね」

「まあ、希望っつってもそんなもんだよな。大学から近いのがいいなら、その辺の不動産屋に行けばいいんじゃねぇか？　学生向けの物件を取り扱あつかってるだろうし。あとは実際に住みたい場所を回ってみるとか。賃ちん貸たいなら管理してるとこの連れん絡らく先が書いてあるだろ」

　空き部屋があるかどうかは、実際にその建物をベランダ側から見てみればすぐにわかる。住人がいない部屋にはカーテンがかかっていないことが多い。

「なるほど、参考になります」

「住んでみてから気になることはいっぱい出てくるからな。湿しつ気けっぽくてカビが生えやすいとか、壁かべが薄うすくて隣となりの部屋の音が筒つつ抜ぬけとか、周りの治安が悪いとか」

　どれも自分や同どう僚りようの経験談だ。会社の寮りようの最初の部屋は日当たりが最悪で、梅雨つゆの時期は大変だった。大事なボーナスで除じよ湿しつ器を買ってしまったのも、いまではいい思い出だがあの部屋には戻もどりたくはない。

「兄さんはどうしてこの部屋にしたんですか？」

「会社まで原チャリですぐだし、家賃が手て頃ごろだったからってのが決め手だったかな。一階のわりに日当たりも悪くないし。あと、駐ちゆう輪りん場じように屋根がついてるのはありがたいと思って」

　このマンションは、築年数のわりに手入れがいい。間取りはやや狭せまいが、リフォームの仕上がりも綺き麗れいだ。愛車を雨ざらしにはしたくなかったこともあり、ここに決めた。

　いい部屋なのに家賃がほどほどなのは、近辺の道が入り組んでいてわかりにくいということと周囲に似たような単身者向けのアパートやマンションが多いという理由かららしい。

　圭介が通うことになる大学は、真咲の部屋の最も寄より駅から電車で一本だ。乗り換かえもなく、時間もかからないことを考えると、この辺の安い部屋でもいいかもしれない。

（そうなると俺が困るけど……）

　圭介と距きよ離りを取ったのに近くに住むことになったら、実家を出た意味がなくなってしまう。気持ちに整理がつけられていればよかったのだが、現実には忘れるどころか余計に拗こじらせていた。

　ずっと会っていなかったせいで、免めん疫えきがほとんどなくなっていたのも痛い。

「とりあえず、片かたっ端ぱしから回ってみようぜ」

「はい」










　真咲は自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、とぼとぼと歩いていた。

「……すまん、我が慢まんできなかった」

「仕方ないですよ。さっきの人、何だか強ごう引いんで嫌いやな感じでしたし、俺も遠えん慮りよさせてもらいたいと思ってましたから」

　駅前で真っ先に目についた不動産屋に入って相談をしてみたのだが、あまり人の話を聞かないスタッフに当たってしまった。

　こちらの話はあまり聞かず、新築の高い部屋ばかりをしつこく薦すすめてくるので、話にならないと告げて出てきたというわけだ。連絡先などを書類に記入する前でよかった。

「でも、あの態度はなかったよな。マジで悪かった。次は大人しくしとく」

　苛いら立だちを無む理り矢や理り抑おさえ込んでいたため、全力で睨にらみつけることになってしまった。その上、怒ど声せいは出さないようにと心がけていたら、問いかけの声が低く唸うなるような声こわ音ねになってしまった。完全に配はい慮りよが裏目に出てしまったというわけだ。

（せっかく邪じや魔まにならないように、横で大人しくしていたのに……）

　自分の我慢が足りず、全すべて台なしにしてしまった。担当者を替えてもらうという方法もあったのではないかと思いもするが、いまとなっては何もかも遅おそい。

「どうして謝るんですか？　むしろ、さっきは俺がはっきりしないのがよくなかったと思います。俺こそ、すみませんでした」

「お前は全然悪くないだろ！　ケンカ売ったのは俺なんだし、今日は一応俺が保護者だろ」

　頼たよりない保護者だが、兄としての責任がある。事を荒あら立だてるのが仕事ではない。

「じゃあ、おあいこってことでいいですよね？　俺のために怒おこってくれてるんだってわかって嬉うれしかったです」

「……っ」

　圭介のはにかんだ笑顔に、心臓を撃うち抜ぬかれる。朝から何度鼓こ動どうが止まりそうになったかわからない。

（だから、いちいち反応しすぎだろ！）

　自分で自分にツッコミを入れながら、仏ぶつ頂ちよう面づらを見られたくなくて先に歩き出した。

「と、とっとと次行くぞ！」

「はい」

　照れ隠かくしに、ついぶっきらぼうな態度になってしまう。それでも、圭介は気にする様子もなくついてくる。そういえば、初対面のときも似たような行動を取ってしまったのだが、この弟は怖こわがることなく握あく手しゆを求めてきた。

　初めて握にぎった圭介の手は、緊きん張ちように少し汗あせばんでいたけれど、真咲はそれを通り越こして指先が冷たくなっていた気がする。

「あそこにもあるな。見に行ってみるか」

　念のため二軒けん目の不動産屋では中に入らず、まずは表に掲けい示じしてある物件やチラシを見ながら相談することにした。

「それにしても、この辺も意外と新築が多いんだな」　>>>♥

　そこそこいい金額がするにも拘かかわらず、そのほとんどの部屋の契けい約やくが決まっているようだった。やはり、賃貸でも新築や築浅の物件のほうが人気なのだろう。

「物ぶつ騒そうな事件もありますから、セキュリティが高いほうが人気があるんでしょう」

「まあ、女の子の一人暮らしとかは心配だもんな」

　地方から送り出す親は、子供にできるだけ安全な部屋をと思うのだろう。真咲だって、予算が許すなら、圭介にはオートロックつきの万ばん全ぜんなマンションに入ってもらいたい。

　弟が自分よりもしっかりしているとわかっていても、心配してしまうのが家族というものだ。

「この部屋とかどうだ？　家賃のわりに間取り広いぞ」

　張り出された間取りの一つを指差しながら話しかけると、圭介は真しん剣けんな面おも持もちで２ＬＤＫの部屋のチラシをじっと見つめていた。

「そんな広い部屋借りてどうすんだよ。そもそも家賃が高すぎるだろ」

　高層階の広々とした間取り。備えつけられた設備も申し分ない。予算を訊きくまでもなく、手の届かない物件だ。

「いえ、こういう部屋で兄さんと一いつ緒しよに住めたらと思って」

「な、何云いってんだ」

　声が上うわ擦ずってしまったのは、自分も似たようなことを頭の端はしで考えていたからだ。しかし、それはただの妄もう想そうであって、実現したい夢ではない。

　そもそも、距離を置くために実家を出たのに、一緒に暮らすなんて論外だ。

「角部屋だからきっと日当たりもいいですよ。もちろん、いまは無理ですけど」

『いまは無理』ということは、将来的には実行しようと考えているのだろうか。

（いや、まさかな……）

　ただの言葉の綾あやで、深い意味はないはずだ。考えすぎてしまうのは、自分が圭介を意識しているからに違ちがいない。

「あ、すみません、ちょっとあそこに寄ってもいいですか？」

　圭介が指差したのは、見るからに女性向けの生活雑貨の店だった。お洒落しやれな店構えで、見える範はん囲いに男性客は一人もいない。

「いいけど、何買うんだ？」

「そろそろ母さんの誕生日なので、何かいいものがあればと……」

「そうか、月末だったよな。すっかり忘れてた」

　云い訳にしかならないけれど、今年は年明けから妙みように忙いそがしく、カレンダーを気にする余よ裕ゆうがなかったのだ。

　働き始めてから毎年、継母の誕生日には花を贈おくっている。どんなものを贈ればいいかわからないと職場の先せん輩ぱいに相談したら、そういうときは花屋に任せればいいと教えられたからだ。

「よかったら、一緒に選びませんか？　俺たち二人からって云ったほうが、喜ぶと思うんですけど」

「いや、でも、俺、そういうセンスねーし、金だけ出すんじゃダメか？」

　一口嚙かませてもらえるのは助かるが、継母が喜ぶプレゼントを選べる自信はない。何を贈ったって喜んでくれる人だとは思うけれど、やはり役に立ててもらえるものがいいだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今日の服もよく似合ってますし、センスはいいと思います」

「……っ、服なんててきとうに決めただけだし、期待されても……」

　まさか、こんなところで服装に言げん及きゆうされるとは思わなかった。

　咄とつ嗟さにてきとうに決めたと云ってしまったけれど、本当は今日の服装には死ぬほど悩なやんだ。

　圭介と並んで歩くのに、いつもの汚よごれたジーンズとダウンジャケットで出かけるわけにはいかない。買ったばかりの新しいジャケットを下ろし、お気に入りのジーンズを合わせ、とっておきのときに履はく革かわ靴ぐつを引っ張り出してきた。

　いつもは水で濡ぬらして寝ね癖ぐせを取るだけの髪かみも時間をかけてセットした。それだけ気合いを入れつつもそれを悟さとられないよう、アクセサリー類るいをつけるのはやめておいた。

「むしろ俺一人じゃ不安なんで、手伝って下さい」

「わ、わかった。俺でいいなら……」

「ありがとうございます！」

　笑え顔がおで感謝され、また心臓が高鳴ってしまう。切なく痛む胸を手で押さえ、気づかれないよう小さくため息をついた。まるで、中学生の恋れん愛あいだ。

　堂々と雑貨店に足を踏ふみ入れる圭介のあとに、小さくなりながらついていく。女性ばかりの店内は、正直居い心地ごこちが悪かった。ついさっきまで小物に夢中だった女性客たちが、ちらちらと圭介の様子を窺うかがっている。

（正統派のイケメンだもんな）

　整った顔立ちだけでなく、長身ですらりと長い手足は芸能人かモデルのようだ。無造作に流しただけの髪も、圭介だと決まって見える。眼鏡がなければもっと顔立ちが目立つだろうが、真咲は眼鏡をかけているほうが好きだった。

　人目を引いているのが自分の弟だということが誇ほこらしくもあり、好意を隠すことなく見つめることができる彼女たちが羨うらやましかった。

　いっそ、圭介が芸能人か何かだったらテレビや雑誌で飽あきるほど見つめることができたかもしれない。そんなことまで夢想してしまう自分は、相当重じゆう症しようなのだろう。

　失しつ恋れんしたときに何もかも諦あきらめたはずなのに、好きな気持ちが溢あふれてきてしまう。顔に出ていないことを祈いのるばかりだ。

「これとかどうですか？」

「へ？　あ、ああ、いいと思う」

　ぼんやりとしていた真咲は、圭介に話しかけられて我に返った。

「ぼーっとしてますけど、大丈夫ですか？　もしかして、昨日よく眠ねむれませんでしたか？」

「あ、いや、大丈夫だ！　普ふ段だん、こういう店に入らねーから、落ち着かなくて……」

「落ち着かないのは俺もです。やっぱり浮ういてますよね」

　と、苦く笑しようする圭介の自覚のなさに、心の中で盛大にツッコミを入れた。

（浮いてるんじゃなくて、お前が目立つんだよ！）

　昨日は自分で『いい男』だと云っておきながら、女性からの視線には無む頓とん着ちやくらしい。見られることに慣れすぎて気にならなくなっているのかもしれない。

「で、どれだって？」

「これです」

　圭介に見せられたのは、ペアの白磁の器うつわだった。柔やわらかな曲線を描えがくその器は、確かに継母が好きそうな形だった。

「父さんと二人で使えるのがいいと思うんですよね。俺がいなくなれば、やっと二人きりになれるわけですし。新しん婚こん気分を味わってもらえればと思って」

「そうだな、二人きりの時間なんてあんまりなかっただろうしな……」

　それぞれ一人で子供を育てることに必死で、若い頃ころは遊ぶ暇ひまなんてなかったはずだ。そんな二人が出で逢あい、再さい婚こんできたことは幸運という他ほかない。

「母さんって酒飲む人だっけ？」

「普段はあんまり飲みませんけど、実は酒しゆ豪ごうなんですよ」

「へえ、知らなかったなあ。だったら、そっちのぐい飲みとかどうだ？　いい酒もつけてさ」

　真咲が指差したのは、圭介が選んだ器と同じシリーズと思われる酒器のセットだった。器の底に小さな花の絵が入っている。酒を注げば水面に揺ゆれて見えて、きっと綺き麗れいだろう。

「いいですね。喜ぶと思います」

　圭介と二人きりの時間は緊きん張ちようするけれど、何気ないやりとりが楽しかった。

（何つーか、普ふ通つうのデートってこんな感じなのかもな）

　特別なことをする必要はない。並んで歩くだけでドキドキとしてしまう。一緒に過ごして、同じものを見て、感じるだけでそれが特別の時間になるのだ。

　もちろん、いまそう思っているのは自分だけだということはわかっている。本当のデートをする日が来るわけはないのだから、密ひそかに気分を味わうくらいは許されるだろう。

「やっぱり、一緒に選んでもらってよかったです。俺だけだったら、迷って決められなかっただろうし」

「大おお袈げ裟さだな。大して役に立ってないだろ」

「そんなことないです。本当に助かりました。これ会計して、包んでもらってきますね。ちょっと待ってて下さい」

「おい、俺の財さい布ふ持ってけ。けっこういい値段すんじゃねーか」

　取り出した財布を渡わたそうとしたら、やんわりと断られた。

「多めに持ってきてるから大丈夫です。バイトでけっこう貯め込んでるんですよ」

「遠えん慮りよすんなよ。お前は学生だろ？」

「じゃあ、お酒買うときに甘えさせてもらっていいですか？　どういうのが美味おいしいかとかわからないし、色々教えて下さい」

「そうか？」

　あまり強ごう引いんに金を出すのも、圭介のプライドを傷つけてしまう気がする。年上ぶりたい気持ちもあったけれど、ここは引くことにした。

「あのぉ……」

「はい？」

　圭介がレジに向かったところで、近くにいた女性客二人に声をかけられた。邪じや魔まになっているのかと思い、端に寄ろうとしたところで唐とう突とつな質問を投げかけられる。

「お二人はご兄弟なんですか？」

「はあ、そうですけど……」

　会話から推察したのだろうが、わざわざ見知らぬ相手に問うようなことだろうか。血の繫つながりがないのだから、似ていなくて当然だが、敢あえて訊きかれるとカチンとくる。

「あ、ごめんなさい、突とつ然ぜん声かけたりして不ふ審しんでしたよね。私たちも友達の誕生日プレゼントを選んでたから、つい気になっちゃって……」

「ご両親へのプレゼントを一いつ緒しよに選んでるなんて素す敵てきだなって思って見てたんです！」

　真咲が不ふ機き嫌げんな顔をしたことに気づいたのか、二人は慌あわててフォローを入れてきた。

「ど、どうも」

　女性に褒ほめられる機会などほとんどないため、どういう態度を取っていいかわからない。しかし、買い物の目的に感心したくらいで話しかけてくるものだろうか。

（相談に乗ってもらいたいとか？）

　いくら興味がないとは云いえ、異性の友人がいないわけではないし、女性の買い物に男が口を出すものではないという認にん識しきくらいは持ち合わせている。

　困こん惑わくしつつ、一方的に脈みやく絡らくのない話をしている彼女たちに生返事をしていたら、また話題が変わった。

「そういえば、お昼って、もう食べられましたか？」

「は？　いや、まだだけど───」

「私たち、この近くにある美味しいレストランに行こうかって話をしてるんですけど……」

「こんなところで立ち話も何だし、もっとお話できたら嬉うれしいなあって」

　どうして、いきなり食事の話に飛ぶのだろうと不思議に思っていた真咲は、ようやく彼女たちの目的に思い至った。

（これはナンパされてるのか……!!）

　遅おくれて気づいた真実に、真咲は衝しよう撃げきを受ける。これまでの人生で女性にナンパされたのは生まれて初めての経験だったため、まったく気がつかなかった。

　目つきや小こ汚ぎたない格好のせいもあるだろうけれど、普段は怖こわがられたり、敬遠されることが多い。今日は圭介と一緒にいたせいで、顔が緩ゆるんでいたのかもしれない。

「いや、でも、俺たちまだ用事があるから……」

　心底驚おどろきつつも、遠回しに断りを入れる。友人ならともかく、初対面の女の子と話すことなんて何もない。

「あ、お買い物ですか？　だったら、私たちもおつき合いします。こういう雑貨屋さん、駅ビルの中にもあるから、そっちも案内しますし」

「はあ……」

　目的は圭介だろうが、『将を射んと欲ほつすれば先まず馬を射よ』という諺ことわざもある。真咲に声をかけたのは、圭介相手では気き後おくれするからだろう。

（どうすりゃいいんだ……）

　圭介ならこんなとき、そつなく対処するのだろうが、真咲には無理だ。いっそ、チンピラにケンカを売られたほうが気が楽なくらいだ。どう云って断れば、角を立てずにすむだろうか。しかし、勝手に断りを入れて、あとから圭介をがっかりさせることになっても困る。

　彼も年とし頃ごろの男である以上、ナンパされたら嬉しく思うかもしれない。何と返すのが正解なのかわからず悩なやんでいたら、気づいたときには圭介が背後に立っていた。

「兄さん、お待たせ。どうしたの？」

「あ、いや、その……」

　何から説明すればいいかわからず、言葉を濁にごらせる。真咲の代わりに女性たちが、目的を告げてくれた。

「お昼を一緒にどうかなあって話をしてたんです。この近くに美味しいレストランがあるから、よかったらどうですか？」

　真咲がはっきり断らなかったことで自信を持ったのか、さっきよりも明確な誘さそい文句になっていた。こういう場合、どう告げるのがスマートな断り方なのだろう。弟に頼たよるのも情けないが、つい縋すがるような眼まな差ざしを向けてしまった。

「そのレストランってどこにあるんですか？」

　意外にも圭介は、彼女たちの会話に乗ってきた。まさか、誘いに応じるのかと緊張しながら見守ってしまう。圭介が同席すると云うのなら、真咲はそれに従うつもりだが、すでに腰こしが退ひけつつあった。

「ここを出て、右にまっすぐ行った先の角なんですけど、二階にあるからちょっとわかりづらくて───」

「教えてくれてありがとうございました。今度、行ってみますね。俺たちはこれで失礼します。じゃあ、行きましょうか」

「は？」

　圭介は笑え顔がおで別れを告げ、真咲の手を摑つかんで歩き出した。後ろを振ふり返る余よ裕ゆうもなく引っ張っていかれる。

「え？　え？」

　店からあっという間に遠ざかる。彼女たちが追いかけてくることはなく、ほっとした。

「おい、よかったのか？　可愛かわいい子たちだったのに」

　もしかしたら、困り果てていた真咲に気づいて逃にげてくれた可能性も考え、念のために確認しておく。

「俺、ナンパとかって好きじゃないんですよね。それに兄さんのほうがずっと可愛いです」

「な、何云って……っ」

　さらりと妙みようなことを云われた。どういう意味だと訊き返したかったけれど、質問する間は与あたえられなかった。

「ああいうのは、はっきり断らないと気があるって思われますよ」

「お前がレストランの場所を訊くから、てっきり……」

「せっかく兄さんを独ひとり占じめしてるのに、その機会を台なしにするわけないじゃないですか」

　圭介に他意はないとわかっているけれど、こういう発言をされるとドキドキしてしまう。これは久しぶりに再会した弟としての言葉であって、それ以上の意味はないはずだ。

「じゃあ、何でわざわざ話に乗ったんだ？」

「美味しいレストランの場所を知りたかったんです。これから毎日過ごすことになる場所の情報は知っておいて損はないですし。今度、一緒に行きませんか？」

「お、俺と？」

「ダメですか？」

「ダメってことはないけど……」

　澄すんだ瞳ひとみでじっと見つめられては、きっぱりと断るのは難しい。

　大体、こういう場合は彼女を誘うものではないだろうか。女の子が褒めるような店なのだから、きっと小こ綺ぎ麗れいで小こ洒落じやれたレストランだろう。男二人で行っても浮うきそうだ。そもそも、真咲の柄がらでもない。

　断る理由をあれこれ考えてはみたけれど、揺ゆらぎない眼差しに押されて頷うなずくしかなかった。

「し、仕方ねーな、わかったよ」

「約束ですよ」

　今後も圭介との接せつ触しよくはできるだけ少なくするつもりだ。なのに、次の約束をするなんて、考えなしにもほどがある。喜んでいる場合ではないだろうと自分に云い聞かせるものの、どうしようもなく心が浮き立ってしまう。

（マジで単純すぎるだろ）

　人の心というのは、どうしてこうも矛む盾じゆんをはらんでいるのだろう。相反する感情なのに、どちらも確かに存在している。

「楽しみですね」

「飯食いに行くだけだろ」

　舞まい上がりかけている自分を知られたくなくて、わざと素そっ気ない返事をするけれど、圭介は無む邪じや気きに喜ぶばかりだった。

「それが嬉しいんです」

　圭介のこの曇くもりのない瞳が真咲を苦しめる。自分に対して、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれているとわかるからだ。慕したってくれるのはもちろん嬉しい。けれど、自分が理想の『兄』にはなれないことは、自分自身が一番よくわかっている。だからこそ、苦しいのだ。

「もっと兄さんのこと知りたいし、俺のこと知って欲しいです。半年くらいしか一緒に暮らせなかったから」

「…………」

　そのことを云われると、何も云えなくなる。後ろめたさに圭介の顔を見られず俯うつむいた。

　強ごう引いんに家を出たことで、兄弟として歩み寄ろうとしてくれていた圭介の気持ちを台なしにしてしまった。当時は自分のことで手て一いつ杯ぱいで圭介がどう感じるかまで考える余裕もなかったのだ。

　口が重くなった真咲を気き遣づかってくれたのか、圭介は話題を変えてくれた。

「いま、どんな仕事してるんですか？」

「建設作業員なんだから肉体労働だよ。いまはこの近くの現場に入ってる」

　仕事の話になって、少し気が楽になった。

「いまはどういう建物を建ててるんですか？」

「そのときによって色々だな。去年からずっと商業ビルを造ってる。ほら、そのビルの隙すき間まから見えてる鉄筋があるだろ」

「ずいぶん大きな建物ですね。すごいな、あんなのを造ってるんだ」

　真咲の勤めている小さな建設会社は大手の下した請うけとして、様々な建設に携たずさわっている。マンションや公こう共きよう施し設せつなどの施せ工こうを得意としている。所しよ詮せん、作業員なんて小さな歯車の一つでしかないとわかっているけれど、自分が関わった建物を褒ほめられれば素す直なおに嬉うれしいし、誇ほこらしい。

「近くまで見に行ってもいいですか？」

「え、いまからか？」

　そんな返事が来るとは思わず、面めん食くらってしまった。

（どうすっかな……）

　休みの日に、あまり職場の人間には会いたくない。近くまで行くと、誰だれかに見つかる可能性がある。

「ダメですか？　兄さんが働いてる場所を見てみたいんです」

　そう云いわれると悪い気はしない。子供が職場見学に来る父親はこういうくすぐったい気分なのかもしれない。

「わかったよ。中には入れられないけど、外から見るだけならな」

「ありがとうございます」

「別に礼を云われるようなことじゃねーけどさ……」

　気き恥はずかしい気持ちで現場の向かいの交差点の角に圭介を連れていった。建物全体を見るには、この付近ではここが一番よく見えるはずだ。

「中を見せてやれたらよかったんだろうけど、俺もまだまだ下っ端ぱだからさ」

「ここで充じゆう分ぶんです。これを造ってるんですね」

　ビルを見上げる圭介の顔は、小さな男の子のようだった。その表情に、真咲は自分がこの仕事を選んだ理由を思い出した。

　幼い頃ころ、近所でマンションの建設工事が行われていた。現場に資材が運び込まれたり、トラックやクレーン車が出入りする様子を毎日飽あきずに眺ながめていた。何もなかった空き地だったのに、あっという間に大きな建物ができていくことに感動した。

　作業員たちは毎日足を運ぶ真咲を注意しつつ、ヘルメットを被かぶせて運転席に座らせてくれたりした。自分を軽々と抱かかえ上げる逞たくましい大人たちは、真咲にとっては頼たのもしいヒーローだった。

「あんな高いところで作業するなんて怖こわくないですか？」

　肉眼でも高層階にいる作業員の姿がわかる。

「最初はちょっとびびってたけど、もう慣れた。どこから落ちても危ないんだし、高さは関係ねーなと思ってさ」

「改めて考えると、あんな高い建物が人の手で造られてるってことがすごいですよね」

「俺もそう思う。普ふ段だんはただの酒飲みのおっさんだったりするのに、すげー技術持ってる人がいっぱいいるんだよ。そういうの見ると、俺ももっと頑がん張ばんなきゃなって思ったりしてさ───って、酒も入ってねーのに何語ってんだ、俺」

　つい熱く語ってしまう自分が恥はずかしい。照れ隠かくしに自分でツッコミを入れたけれど、圭介はそんな真咲を笑うことはなかった。

「もっと聞きたいです。兄さんのこと、もっと知りたい」

「……っ、また今度な。こんなとこでする話でもないだろ。ほら、部屋探しに戻もどろうぜ。腹が減ってるなら、先に昼飯でもいいけど」

「まだ大だい丈じよう夫ぶです」

「んじゃ、さっき通りすぎたとこに行ってみるか。さっきの角に不動産屋があったろ」

「そうでしたか？　気づきませんでした」

「大手っぽくなかったし、地元の不動産屋なんじゃないか？　看板も古かったし」

　綺き麗れいに掃そう除じはしてあったけれど、長年、日光や風雨に晒さらされていたせいか、ずいぶんと色いろ褪あせた看板だった。しかし、それだけ地域に根ざしている証しよう拠ことも云えるだろう。

　行き先を決め、踵きびすを返したところで声をかけられた。

「真咲じゃねーか。何してんだ、こんなところで」

「……越お智ち」

　面めん倒どうなやつに見つかってしまった。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている真咲に、越智は満面の笑えみで駆かけ寄ってくる。

　百八十センチを超こえた長身にマッチョと表現する他ほかない筋肉だらけの肉体。焼けた肌はだに脱だつ色しよくした髪かみは見るからに柄が悪い。圭介の交友関係には存在しないだろうタイプだ。

　越智は悪いやつではないのだが、致ち命めい的てきに空気が読めない。いや、むしろ敢あえて読んでいない部分もある気がする。

　がさつな人間の多い現場では笑いのネタになるだけだが、圭介がその被ひ害がいに遭あうことだけは避さけたい。とにかく、早々に立ち去るべきだ。

「どうしたんだ？　今日、休みだって云ってたのに。あ、もしかして、俺に会いに来たとか？」

「ちげーよ！　弟がこっち出てくるから部屋探しにつき合ってんだよ」

　ヘンに探さぐられるほうが厄やつ介かいだと判断し、やむなく事情を説明する。

「え、弟!?　全然似てねーな。俺は越智だ。真咲とは入社したときから仲よくさせてもらってるんだ。よろしくな！」

　越智は無む理り矢や理り圭介の手を握にぎり、ぶんぶんと大きく振ふった。圭介は一いつ瞬しゆん表情を曇らせた気がしたが、すぐに普ふ通つうの顔に戻り挨あい拶さつする。

「初めまして、西条圭介です。こちらこそ、兄がお世話になってます」

　圭介は腰こしを折り、丁てい寧ねいに頭を下げる。この躾しつけのよさは母親の教えによるものだ。真咲と初めて会ったときも、こうやって折り目正しく挨拶した。母子家庭だからと口さがない人々にくだらないことを云われることもあるだろうと、幼い頃は厳しいくらいだったらしい。

「部屋探しってことは、一人暮らしでもすんのか？」

「大学がそこだから、近いとこがいいんじゃねーかと思ってこの辺回ってんだよ」

「そりゃすげえな！」

　感心する越智の様子に、鼻が高かった。まるで自分が褒められたかのように嬉しくなる。

「ありがとうございます」

「大学行くだけでもすげーのにあそこかー。受験大変だったろ？」

「そうですね。やっと終わってほっとしてます」

「これからは親の目もないし、遊び放題だな。可愛かわいいおねーちゃんのいる店連れてってやろうか？」

「おい、越智！　未成年をヘンなことに誘さそうんじゃねーよ!!　遊ぶために一人暮らしするわけじゃねーんだぞ」

「そう堅かたいこと云うなって。勉強も大事だけど、社会勉強も必要だろ？」

「必要かもしれないが、お前にだけは教えられたくない」

「過保護だなー、このお兄ちゃんは。あ、そうだ、いま飯食いに行くとこだったんだけど、合格祝いに奢おごってやるよ」

　これ以上一いつ緒しよにいたら、圭介に何を吹ふき込まれるかわからない。

「気持ちは嬉しいけど、俺らは部屋を探してる最中だから───」

「飯食う時間くらいあんだろ？　しっかり食わねーと午後から力出ねーぞ。あ、店はそこでいいよな」

　やんわりと別れようとしたのだが、越智には通じなかった。

　越智は勝手に昼食を一緒に摂とることを決め、店まで指定する。指差した先にあるのは、真咲たちがいつも足を運んでいる定食屋だった。

　せっかく圭介と二人でいるのだから、少しはいい店に行って奢ってやろうと思っていたのだが、何もかも台なしだ。強ごう引いんな越智に、真咲は口元を引き攣つらせる。

「いや、でも、俺らはよそで……」

「ほら、入った入った」

「ちょ、おい」

　無理矢理背中を押され、定食屋の中に押し込まれた。

「いらっしゃいませー！」

　顔なじみの女将おかみさんと顔を合わせてしまった以上、出ていくこともできなくなった。

　ここには真咲も普段よく足を運んでいる。ボリュームがあって、栄養バランスもよく、美味うまくて安い。肉体労働者にとってはありがたい店だ。

　ちょうど、四人がけのテーブルが空いており、そこに案内された。

「真咲、そこ詰つめろよ」

「え、あ、ああ」

　真咲が奥に行くと、当たり前のように越智がその隣となりに座った。

（お前が隣に来んのかよ！）

　二人きりを邪じや魔まされたということもあって、小さなことに苛いらついてしまう。

　こういう場合、普通は気を遣つかって圭介を先に座らせるのではないかと思うのだが、そんな気は回らないらしい。しかし、彼を相手にそんな小さいことを気にしていたらキリがない。圭介はコートを脱ぬいで真咲の正面に座った。

「ジャケットこちらに預かりましょうか？」

「あ、うん、頼む」

　脱いだジャケットを椅い子すの背にかけようとしていた真咲に圭介が声をかけてくる。さりげない気き遣づかいに、ささくれ立っていた気持ちが少し落ち着いた。

「今日はどうすっかな。真咲と弟くんは何にする？」

「圭介です」

　圭介は越智に対して呼び名を訂てい正せいする。

「すまんすまん、圭介だったな」

　いきなりの呼び捨てに眉まゆを顰ひそめたのは、真咲のほうだった。越智の図ずう々ずうしさは知っているけれど、初対面の癖くせに馴れ馴れしすぎるのではないだろうか。

（俺は呼び捨てにするまで一ひと月つきかかったんだぞ！）

　名前を呼ぶだけですら恥ずかしくて、陰かげでこっそり練習したものだ。越智に嫉しつ妬としたって無意味だとわかっているが、ムカつくのだからしょうがない。圭介に関しては、どうしても狭きよう量りようになってしまうのだ。

　そんな自分に気づいたからこそ、離はなれることを選んだ。あのままでは圭介が言葉を交かわす全すべての人に嫉妬してしまいそうだった。いまは当時ほど盲もう目もく的てきではないと思っていたけれど、実際はあまり成長していないのかもしれない。

「お薦すすめはショウガ焼き定食だな。真咲は何食う？」

「メンチカツ定食」

　苛いら立だちを堪こらえていたつもりだったけれど、不ふ機き嫌げんさが声に滲にじんでしまった。大人げない自分を反省し、気持ちを切り替かえる。

「圭介は何食う？」

「兄さんのお薦めは何ですか？」

「うーん、どれも美味いけど揚あげ物かな。カツもフライもいけるぞ」

　休みの日は家にあるものやコンビニで買った弁当ですませることが多いため、外に出たときにがっつり食べるようにしている。ここの定食は安価なわりに、野菜もたっぷりついてくるのがありがたい。

「じゃあ、俺もメンチカツにします」

「じゃあ、俺もそれにすっか。おばちゃん、メンチカツ定食三つねー。ご飯は大盛りで！」

　結局、三人とも同じメニューになった。注文がすんでしまうと、何を話していいかわからなくなってしまう。迷めい惑わくがられるかもしれないと思うと、圭介のことを話題に載のせるわけにもいかないし、仕事の話をしても圭介にはわからない。

　食事の前に運ばれてきたお茶を啜すすりながら、向かいに座る圭介の様子を窺うかがうと、にこりと微笑ほほえみ返された。

「……ッ」

　目が合っただけで赤面するのは、我ながらどうかと思う。否いや応おうなくリズムを崩くずす鼓こ動どうに鎮しずまるよう命じながら、間を持たせるために再び湯飲みに口をつける。

「圭介はどの辺に住むつもりなんだ？」

「大学に通いやすい場所ならどこでもいいんですが、土地勘かんがないので決めかねていて。学生の身なので、贅ぜい沢たくするわけにはいきませんし」

「この辺は高いもんなー。電車で一本で通えるくらいが理想だよな」

「そうですね」

「真咲ん家ちの側そばとかどうだ？　あのへんなら家賃も手て頃ごろだし、交通の便も悪くないだろ。ここまで一本だっけ？　車だとすぐだよな」

「い、いや、ウチのあたりじゃちょっと遠いんじゃないか？　せっかく一人暮らしするなら、もっと大学に近くないと意味ないだろ」

　必死に回かい避ひしようと云いい訳めいた言葉を重ねる。圭介に近所に住まれては、避さけられなくなってしまう。そうすれば、また苦しい日々が戻もどってくることになる。

　こうして一緒に過ごしているだけで、真咲の感情は激しく上下している。叶かなわぬ恋こいに達観できるほどまだまだ人間はできていない。

「十分くらいなら充じゆう分ぶん許容範はん囲いじゃねーか？　駅離れててもチャリ通って選せん択たく肢しもあるだろうし、もう免めん許きよも取れる歳だろ」

「なるほど、それも悪くないですね」

「…………」

　反論しにくい雰ふん囲い気きになってしまった。確かに真咲の家からなら、このあたりまで自転車で通うことは可能だ。直線距きよ離りはさほど遠くはない。

（まあ、一緒に住むわけじゃないしな）

　同じ屋根の下で暮らさなければ、真咲の気持ちがバレる心配はないはずだ。自分さえしっかりしていれば大きな問題が起こることはないだろうし、大学が始まってしまえば圭介だって忙いそがしくなるだろう。危き惧ぐするほど顔を合わせることはないだろう。

「そういや、昨日はアニキが顔出してたぞ」

「え？　マジで？　現場に来るの久しぶりだな」

　仕事関係の話はしないつもりでいたのだが、越智が出してきた名前に反応してしまった。

　越智が『アニキ』と呼んでいるのは、親会社の御おん曹ぞう司しのことだ。最初のうちはその立場から敬遠されがちなのだが、生来の面めん倒どう見みのよさと人ひと懐なつこさであっという間に誰だれとも親しくなってしまう。よく世話を焼いてもらった真咲の世代は、とくに懐なついているのだ。

　頭もいいが、それよりも体を動かすことが好きだと云って、学生時代から真咲たちの工務店でアルバイトをしていた。そういった意味では真咲の先せん輩ぱいに当たる。

　そのうち本社を継つぐことになるそうだが、いまは修しゆ業ぎようとして他ほかの子会社で経営に携たずさわっている。もう現場に出るような立場ではないのに、人手が足りないと聞きつけると、嬉き々きとして飛んでくる。

　会社の上役たちは苦い顔をしているのだが、あらゆる資格を持ち、腕うでもいい彼は現場では重宝されている。跡あと継つぎという立場を鼻にかけることなく、面倒見もいい。がさつな人間の多い現場でも気き後おくれすることがないこともあり、ベテランには可愛かわいがられ、後こう輩はいには慕したわれている。

　真咲のことも可愛がってくれていて、色んなことを教えてくれた。最近は『本業』が忙しいらしく、しばらく顔を見ていない。自分が休みの日に来ていたと知り、肩かたを落とした。

「真咲がいなくて残念そうだった。今度、飲み行こうってさ。メールくらい入れとけよ」

「あの人に飲みに行く暇ひまなんてあるのか？　俺から連れん絡らく入れたら催さい促そくしてるみたいじゃねーか。社交辞令を真に受けてウザがられたらどうすんだよ」

「お前は見た目のわりに小心だよな。大だい丈じよう夫ぶだって、俺が保証する」

「お前の保証は当てにならん」

　越智の太たい鼓こ判ばんを一いつ蹴しゆうした真咲は、無言で自分たちの話を聞いている圭介に気づき、慌あわててフォローした。

「悪い、お前にわかんない話してもつまんねーよな？」

　三人共通の話題がないとは云え、圭介がわからない話はすべきではない。こんなことで拗すねるような性格はしていないだろうが、案内を引き受けた立場としては失礼な態度だった。

「そんなことありません。兄さんの普ふ段だんの様子が知れて嬉うれしいです。いま話してたのは、会社の上司の方ですか？」

「上司っつーより、先輩っつーか……すげー偉えらい人なんだけど、下っ端ぱにもよくしてくれる人なんだ」

　真咲にとって憧あこがれの存在と云えるだろう。出で逢あったときから、目標にしている人だ。

「兄さんはその人を尊敬してるんですね。俺もいつか会ってみたいです」

「ああ、俺も会わしてやりたい。……けど、あの人、神しん出しゆつ鬼き没ぼつなんだよな」

　そもそも、立場も忙しさも全然違ちがう。越智は無む頓とん着ちやくだが、本来、気安く連絡できるような相手ではない。

「飲みのときに圭介を連れてきゃいいじゃねーか」

「おい、酒が出るところに未成年を連れてくのはまずいだろ」

「ほんっとにお前はお堅かたいよなあ。大学生になったら、コンパとかたくさんあるんだぞ？　いちいち気にしてどうすんだ」

「お前は口を出すな。二十歳はたちになるまで酒はダメだ」

　真咲も未成年のうちから働いていたため、酒の席で強く勧められることも多かった。けれど、断固として首を縦には振ふらなかった。ちょっとくらいはいいだろうという気持ちになるときがなかったとは云わない。それでも、ケジメのない行動は取りたくなかった。

　それに万が一何かあったら、速そつ攻こうで実家に連絡が行ってしまう。親の説得を振り切って独り立ちした以上、迷惑をかけることだけはできなかった。

　毎年、春先や夏休みには急性アルコール中毒で未成年が運ばれたというニュースを耳にするが、圭介にはそんな目に遭あって欲しくない。

　酒を飲むなら成人してから自分のペースを覚えていくべきだ。

「俺なら大丈夫です。ちゃんと気をつけますから、心配しないで下さい」

「真咲は酒吞のませたくないっつーより、圭介をコンパに出したくないだけじゃないのか？　どっちかっつったら、お持ち帰りするより、される確率のほうが高そうだもんな」

「べ、別に俺はそんな……っ」

　そんなことまで考えてもいなかったが、越智の指し摘てきは妙みように生々しく、反論の声が上うわ擦ずってしまった。圭介にヘンに思われたのではないだろうか。

　頭をフル回転させて云い訳を探している真咲をよそに、越智は一人で話を進めていた。

「あ、でも、彼女くらいいるか。いまどきの高校生なんだから、そんな初心うぶじゃねーよな。童どう貞ていはもう捨ててあんだろ？」

「ぶは……っ」

　唐とう突とつな質問に、真咲は啜すすっていたお茶を吹ふきそうになり派手に噎むせてしまった。ほとんど残っていなかったのが幸いし、悲ひ惨さんなことにはならずにすんだ。

「大丈夫ですか？」

　圭介がおしぼりの封ふうを切って差し出してくれる。真咲はげほごほ云いながら受け取り、口元を拭ふいた。越智が空気を読まないのはわかっていたことだったけれど、あまりの唐突さに思いきり動どう揺ようしてしまった。

「何でお前が茶ぁ吹くんだよ。圭介に訊きいてんだよ、俺は」

「い、いきなり訊くようなことじゃねーだろ!!」

「俺が遠回りに探さぐりを入れるほうが気持ち悪いだろうが」　>>>♥

　胸を張って云うことではないが、納なつ得とくしてしまって負けた気分になる。不ぶ躾しつけな質問に、圭介が不ふ愉ゆ快かいな気持ちになっていないかと不安になったが、さらりと答えが返ってきた。

「ノーコメントです。あと、恋こい人びとはいません」

「！」

　特定の相手がいないと聞いて、ほっとしている自分がいた。彼女がいないからと云って、真咲にチャンスが来るわけではないのだが。

「なら、好きな子は？　そんだけイケメンなら、女がほっとかないだろ。むしろ、とっかえひっかえとか？」

「お前なあ！」

　圭介は越智の下世話な想像に苦く笑しようしている。即そく座ざに抗こう議ぎしようとした真咲よりもよほど大人の対応だ。

「で、どうなんだよ？」

「好きな人はいますが、ずっと片かた想おもいです」

　圭介の口から、さらりと衝しよう撃げきの真実が告げられた。

（片想い……？）

　一体、誰に？　いつから？　どうして？　一気に頭の中がそんな疑問でいっぱいになる。知りたいけれど、知りたくない。相反する感情が渦うず巻まいている。

　真咲がぐるぐると考え込んでいると、越智がさらに問いかけた。

「へえ、好きな人ねえ。なあ、どんな人？」

「まっすぐで不器用で、すごく可愛い人です」

「…………」

　こんなところで圭介の好みを知ることになるとは思いもしなかった。

（可愛い人か……）

　圭介がそう云いうなら、相当可愛いのだろう。期待なんかこれっぽっちもしていなかったけれど、絶対に自分は当てはまらないだろう要素を挙げられ落ち込んだ。

　暗い顔をしている真咲をよそに、越智はニヤニヤと楽しげに笑っている。

「なるほどなー、そっかそっか。ずっと片想いってことは告ってないのか？　それとも、もう振られた？」

「まだです。なかなか勇気が出なくて」

「見た目によらずビビリなんだな。相手だってお前の言葉を待ってるかもしれねーぞ」

「何となく避さけられてる気がして、踏ふん切りがつかなかったんです。いっそのことはっきり振られたら諦あきらめられるのかもしれませんが、気まずくなって話すらできなくなったらと思うと怖こわくて……情けないですよね」

　伏ふし目がちに語る圭介の表情に、真咲の胸までぎゅうっと締しめつけられた。

　その気持ちは自分にもよくわかる。最悪の状じよう況きようになるくらいなら、現状を維い持じしたい。男らしくない考えだとは思うけれど、それが偽いつわらざる本心だった。

「側そばにいられるだけで充じゆう分ぶんってか？」

「本音を云えば充分とは云えませんが、また話ができるような関係にはなれたので、これから頑がん張ばるつもりです」

「甘酸ずっぱいな～。俺らも昔はこんなに初うい々ういしかったよな。いつの間にあの純じゆん粋すいな気持ちをなくしちまったのかねえ」

「お前と一いつ緒しよにするな」

　色いろ恋こい沙ざ汰たが綺き麗れいごとだけでないことくらいわかっているけれど、少なくとも圭介への気持ちだけは純粋なままだと思っている。これ以上、圭介の恋れん愛あい話は聞きたくない。知れば知るほど、胸が痛くなるだけだ。

　好きな相手のことだから、知りたいに決まっている。だが、同時に知りたくない気持ちもあった。矛む盾じゆんを抱かかえ、黙だまり込む。

「そういや、お前の恋こいバナも聞いたことねーな」

「何で俺の話になるんだよ!?」

「圭介も聞きたいよな？」

「俺は───」

　圭介が答えを口にしようとしたそのとき、明るい声が割って入ってきた。

「お待たせしました！　メンチカツ定食三つね」

　タイミングのよさにほっとする。越智の興味はすぐ定食へと移った。

「お、待ってました！」

　昼時だからか、注文したメニューはあっという間に揃そろった。気まずくなった空気を断たち切るきっかけになり、真咲はほっと胸を撫なで下ろす。

　美味おいしそうなカツの匂においに食しよく欲よくを刺し激げきされる。まずは腹ごしらえだ。朝からテンションの上下が激しくて、かなり消しよう耗もうしてしまった。

「腹減ったな。とっとと食おうぜ」

「本当だ。美味しそうですね」

「足りなきゃ、追加もできるからな」

　圭介はいただきますと云って、丁てい寧ねいに箸はしを割る。圭介の箸使いは綺麗だ。たくさん食べるのに、食べ方は上品で見ていて気持ちがいい。

　恥はずかしい話、両親が再さい婚こんするまで真咲の箸使いはどこかおかしかった。そんな自分が恥ずかしくて、圭介を見ながら必死に修正した。そのお陰かげでいまは現場で会う年配の人に褒ほめてもらうこともある。

「しかし、大学生か～。いいねえ、キャンパスライフ。俺ももうちょっと頭がよけりゃ大学行ったんだけどな」

「ちょっとじゃ全然足りねーだろ」

　おこがましい発言をしている越智に冷めた目を向ける。

「人のこと云えんのか？　お前だって、ろくに漢字書けないくせに」

「なっ……俺だけじゃねーだろ！」

　漢字が苦手なのは事実だ。読むことはできるけれど、いざ書こうとすると詳くわしい形が思い出せないことがよくある。けれど、それは真咲だけでなく、越智もそうだ。

　以前、書類に書く漢字が二人ともわからず、悩なやんだ末に携けい帯たい電話で変へん換かんして出せばいいのだと気づいて難を逃のがれた。

「そういやそうだったな。兄貴がこんななのに、弟は何でこんなに出来がいいんだ？　顔も似てねーし、もしかして橋の下から拾われてきたか？」

「……っ」

　家族のことはあまり話したことがないため仕方ないのだが、デリケートな部分に躊躇ためらいもなく切り込んでくる越智にぎょっとする。

　普ふ通つうの家族では聞き流せるジョークなのかもしれないが、生憎あいにく自分たちが家族になったのは年とし頃ごろになってからだ。

　越智の物云いに圭介が気分を害していないだろうかと、はらはらしながら様子を窺うかがう。

「両親がそれぞれ子連れで再婚したので、俺たちに血の繫つながりはないんです」

「え、マジで!?」

「ああ、本当だ」

　驚おどろいて確かく認にんしてくる越智が少しでも反省してくれるようにと、神しん妙みように頷うなずく。

「へえ、そうだったのか。義理の兄弟だから、似てなかったのか。圭介もこんながさつな兄貴がいきなりできて戸と惑まどったろ」

「越智！」

　少しも反省の見えない越智に、とうとう声を荒あららげてしまった。慌あわてて周囲を窺うが、幸い騒さわがしくなり始めていたので、誰だれも自分たちに注意を向けてはいなかった。

「そんなことありません。ずっと一人っ子で寂さびしかったので、兄弟ができて嬉うれしかったです。初めて会ったときからよくしてくれましたし、尊敬できる自じ慢まんの兄です」

「～～～～っ」

　もちろん、お世辞で大おお袈げ裟さに云ってくれているとわかっている。それでも、過分な褒め言葉に真っ赤になるのを抑おさえきれなかった。

「だってよ、真咲。いい兄貴してんだな」

「うるさいな」

　越智の目が笑っているのが腹立たしい。これからしばらくは、このネタでからかわれることを覚かく悟ごしたほうがいいかもしれない。

「そういや今日はやけにめかし込んでるけど、もしかして弟の前でカッコつけてんのか？　そのジャケット、こないだ買ったばっかのやつじゃねーか」

「ほ、他ほかに着るものがなかったんだよ」

　図星を指され、ぎくりとする。今日、着ているジャケットは、先日悩みに悩んで買ったものだ。些いささか値が張ったけれど、物がよければ長く使える。

「俺と会うときには、そんな一いつ張ちよう羅ら着てきたことないくせに」

「アホか。何でお前と会うのに気合い入れなきゃいけねーんだ」

「やっぱり、気合い入ってんじゃねえか」

「……っ」

　語るに落ちてしまったことに気づき、言葉に詰つまる。そんな真咲を見て、越智はニヤニヤとした笑いを浮うかべた。

「お前、ブラコンだったんだなー」

「うるせえな！　黙って飯食ってろ!!」

「わははは、照れるな照れるな」

「触さわんなっつーの！」

　頭を撫で回してくる越智の手を振ふり払はらう。食事中にちょっかいを出すのはやめてもらいたい。圭介の目が気になり、ちらりと様子を窺うと硬かたい表情になっていた。

　基本的に越智はスキンシップがやたらと多い。いつものようにちょっかいを出してくる越智の態度が目に余るのかもしれない。

「す、すまん、圭介。うるさくて落ち着いて飯も食えねーよな」

「いえ、兄さんの普ふ段だんの様子が知れて嬉しいです」

「普段はもっとスカしてんだよな？」

「越智！」

　狼狽うろたえる真咲が珍めずらしいのか、いつも以上に揶や揄ゆしてくる。黙らせようと睨ねめつけるが、圭介の前でどこまで素すを出していいものかと躊躇ってしまうせいで、いまいち上手うまくいかない。

（くそ、やっぱり越智の誘さそいになんか乗るんじゃなかった……）

　あのとき、無む理り矢や理りにでも手を振り払い、行動を別にするべきだった。完全に越智に搔かき回されてしまっている。

「圭介はもっと知りたいよな？　真咲のあんなことやこんなこと───」

「お前はもう黙ってろ!!」

　勢いよく越智の後頭部を平手で叩たたくが、ニヤニヤした笑えみが消えることはなかった。

「照れるなよ。俺はお前の背中に何個ホクロがあるのか知ってるんだぞ？」

「一いつ緒しよに風ふ呂ろ入ってるからだろうが！……って、ヘンな誤解するなよ!?　仕事帰りに銭湯に行ってるだけだからな！」

　自分はゲイだが、越智に対して特別な気持ちを抱いだいたことはない。ただ仕事仲間で、悪友だというだけだ。圭介だけには勘かん違ちがいされたくない。

「そんなムキになって否定するほうが怪あやしいだろ。なあ、圭介？」

「あまり兄をイジメないで下さい。そういう冗じよう談だんが得意な人じゃないんです」

　圭介は苦く笑しようしながら、真咲を庇かばってくれた。情けなく思いつつも、誤解を受けずにすんでほっとする。

「すまんすまん。優やさしい弟でよかったな、真咲」

　がははと笑う越智を横目で見つつ、圭介の様子を窺う。顔はにこにことしていたけれど、よくよく見ると目が笑っていなかった。

　自分たちのアホなノリに心底呆あきれている。多分、そんなところだろう。

　どうして、昨日からこうも間が悪いのだろう。タイミングがズレていれば、市原とも顔を合わせなかっただろうし、越智を紹しよう介かいすることもなかったはずだ。

　圭介の記き憶おくの中だけではカッコいい兄貴でいたかったけれど、兄としての威い厳げんは欠片かけらももう残っていないかもしれない。

（……どうして、こうなるんだ……）

　密ひそかに肩かたを落とす真咲をよそに、越智はバカ話を続けている。三人の間に流れる微び妙みようすぎる空気に、食事を味わう余よ裕ゆうなどなくなってしまった。










「お風呂、ありがとうございました。お茶もらいますね」

「お、おう」

　圭介はグラスを手にテレビを見ていた真咲の横に腰こしを下ろす。番組に夢中になっているふりをしていたけれど、圭介の様子ばかりが気になってしまう。

　上手く云いえないが、圭介との間にはどこか気まずい空気が漂ただよっている。せめてこの沈ちん黙もくを破ろうと、無理矢理話題を捻ひねり出した。

「……今日はいい部屋見つからなくて残念だったな」

　条件のいいマンションは女性限定だったり、すでに入居者が決まっていたりしたためだ。やはり、大学周辺で探すには少し出で遅おくれてしまったのだろう。

「そうですね。でも、いい不動産屋さんが見つかったのはよかったです」

「そうだな、あそこなら信しん頼らいできそうだしな」

　三軒げん目に入った不動産屋はとても親身に相談に乗ってくれた。地元で古くからやっているらしく、アットホームな雰ふん囲い気きも安心できる一因だった。今日はこれといった部屋が見つからなかったため、範はん囲いを広げて物件を見み繕つくろい、明日また連れん絡らくしてくれるとのことだ。

「俺、明日はつき合ってやれないけど大だい丈じよう夫ぶか？　仕事上がったあとなら合流できると思うんだけど」

「大丈夫です。あ、でも、候補が絞しぼれたら相談に乗って下さい」

「わかった。終わったらすぐ連絡するな」

　話がまとまると、また沈黙が落ちる。昼までは圭介のほうが雄ゆう弁べんだったのに、午後は一変して口が重くなった。あからさまに不ふ機き嫌げんな態度を取るわけではないのだが、朝までの上じよう機き嫌げんさを考えると圭介のいまのテンションは相当低かった。

　二人で帰宅しているときも夕食の間も表向きは普ふ通つうにしていたけれど、態度が硬くなっていたのは明白だ。

（やっぱ、あれがまずかったんだろうなあ……）

　圭介の様子がおかしくなったのは、越智と会ってからだ。不快感を露あらわにするほどではなかったけれど、反りが合わないのは見て取れた。普段、ああいうがさつなタイプとは接点がないのだろう。

　越智は悪いやつではないのだが、基本的に無神経だ。そんな性格が許されているのは、職場の雰囲気と彼のキャラクターにも拠よるのだろう。

　先約である自分を放置され、わからない話ばかりされていたら、疎そ外がい感を抱いたとしてもおかしくはない。自分が圭介の立場だったら、絶対に落ち込んでいるだろう。

　圭介を蔑ないがしろにしたつもりはさらさらないが、自分を取り繕つくろうことにばかり必死で、圭介の気持ちを慮おもんぱかれなかったことを反省する。

　今日は圭介につき合う約束で出かけていたのだから、自分がもっと気き遣づかうべきだった。

（やっぱ、謝っておいたほうがいいよな）

　このまま明日になってしまえば、さらに口にしにくくなる。時間が経たてば元の空気には戻もどるかもしれないけれど、お互たがいの心の中にしこりが残る可能性は少なくない。

「あのさ───」

「あの、」

　大きく息を吸い、切り出そうとした瞬しゆん間かん、圭介と声が被かぶってしまった。自らのタイミングの悪さに歯は嚙がみする。

「な、何だ？」

「先にどうぞ」

「お前が先に云えって」

「いえ、兄さんから云って下さい」

　このまま譲ゆずり合いをしていても、どうしようもない。自分から云わせてもらうことにした。

「……わかった」

　こんなふうに改まってしまうと、余計に緊きん張ちようする。深呼吸を二度繰くり返し、乾かわいた唇くちびるを舐なめて潤うるおしてから謝罪を告げた。

「今日は悪かった」

「え？　何のことですか？」

「昼のことを怒おこってるんだろ？　いや、怒ってるわけじゃないのか……。とにかく、嫌いやな気分にさせたことは確かだろ。気が回らなくてすまなかった」

　深く頭を下げる真咲に、圭介は和やわらいだ声こわ音ねで告げてきた。

「俺も謝ろうと思ってたんです」

「お前が？　何で？」

　圭介が謝らなくてはならないことが何かあっただろうか。怪け訝げんな顔をしていたら、説明してくれた。

「いくらムカついたからって、越智さんに対して態度悪かったし、兄さんに対しても子供っぽい態度を取ってしまいました。兄さんが彼とばっかり話してたから、ヤキモチ焼いてたんです。大人げなくてすみませんでした」

「や、ヤキモチ？」

　謝罪よりも『ヤキモチ』という単語のほうが気になった。

　嫉しつ妬とされるような場面があっただろうか。越智とバカなやりとりはしていたけれど、呆れられこそすれ妬やかれる理由がわからない。

「きっと、兄さんに甘えたい気持ちがあったんですよね。だから、越智さんとすごく仲がよさそうで羨うらやましかった。俺は久しぶりに会えたのに、って拗すねてたんです」

「圭介……」

　寂さびしげな圭介の笑顔に胸を締しめつけられる。圭介は初対面のときから大人じみていた。真咲に対しては未いまだに敬語だし、母親にも甘えられるような性格はしていない。

　でも、もしかしたら圭介にも人並みに甘えたい気持ちもあったのかもしれない。それを我が慢まんしてきていたのだとしたら、自分は『兄貴』としての役目を果たすべきではないだろうか。

「ああいうふうに気の置けない関係は羨ましいです。信頼し合ってるから、遠えん慮りよのないやりとりができるんですよね」

「まあ、そうだな。信頼とかそんないいもんじゃないけど、何つーか、悪いやつじゃないんだよな。ただ、ときどきイラッとするというか……」

　圭介の落ち着いた観察眼に感心する。自分だったら、無礼な男だと腹を立てるだけだろう。実際、初めて顔を合わせたときは一いつ触しよく即そく発はつといった空気になり、手が出そうになった。徐じよ々じよに気心が知れ、いまのような関係に落ち着いた。

　越智はお調子者だし、デリカシーも不足しているけれど、いざというときは頼たよりになる男だ。無ぶ遠えん慮りよな軽口も、気心の知れた仲間内でするぶんには真咲も目くじらを立てたりしない。

（でも、フォローしきれなかった俺が一番悪いよな……）

　もやもやが消えないのは、後こう悔かいと自省の気持ちがあるからだ。

　あのとき、越智に流されずにもっとはっきり断っていれば、圭介に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせずにすんだのだから、やはり根本の原因は真咲にある。

「越智さんがああいう態度を取るのは、兄さんに甘えてるからですよね。そういう関係ってすごく憧あこがれます」

　誰だれかに甘えたい気持ちは、真咲にもわかる。自分がしっかりしなければと思っていたから、わがままなんて口にできなかった。両親に駄だ々だを捏こねている同世代の子供を冷ややかな眼まな差ざしで見ていたけれど、心の奥底では羨ましい気持ちもあった。

「バカだな、お前だって甘えたっていいんだぞ。俺たちは家族なんだから」

「本当にいいんですか？」

「ああ、もちろん。俺にできることなんて大してねーけどな」

　勢いに任せ、胸を張って頷うなずいてしまった。真咲はすぐに、この安やす請うけ合いを後悔することになった。

「じゃあ、今夜も一いつ緒しよに寝ねたいです」

「は……？」

　聞き間ま違ちがいではないかと思いながら圭介の顔を凝ぎよう視しする。

「やっぱり、兄さんを床ゆかに寝かせるのは申し訳ないですし、二人でベッドを使えば問題ないじゃないですか。それに兄弟で一緒に寝るのって、憧れだったんですよね。だから、昨日は嬉うれしかったです」

　想定になかった要求に、真咲はしどろもどろになった。

「いや、でも、それはちょっとまずいだろ！」

「何がまずいんですか？」

「……っ」

　自分がどうなるかわからないから───とは云えなかった。疑いのない圭介の眼差しが眩まぶしすぎる。後ろめたさから、真咲は目を逸そらした。

「明日あしたは仕事で朝早いんでしょう？　もう寝たほうがいいですよ。あ、兄さんが奥でいいですよね」

「え？」

　どんどん話を進めていく圭介を目を瞬しばたたいて見つめるだけしかできなかった。

「押し出しちゃったりしたら申し訳ないので、俺がこちら側のほうがいいと思います。俺、無む駄だにデカいし」

「そ、そうだな……」

　明るく云いわれてしまい、勢いで頷いてしまった。

（このバカ！　何、ＯＫ出してんだよ……っ）

　引き攣つった笑えみを浮うかべていたけれど、内心では右往左往していた。一緒に眠ねむるくらいなら、床に転がっていたほうがマシだ。だが、断るタイミングが見つけられない。

「お先にどうぞ」

「お、おう」

　ベッドに入るよう促うながされ、やむなく云うとおりにした。

「明かり消しますね」

「へっ？」

「明るいほうが眠りやすいタイプですか？」

「あ、ああ、いや、消してくれて大だい丈じよう夫ぶだ」

　緊張しているせいで、些さ細さいなことで過か剰じように反応してしまう。照明を落とすだけのことに大おお袈げ裟さすぎる態度だった。

「わかりました」

　圭介は枕まくら元もとの照明をつけ、他ほかの明かりを消して回る。その間、真咲は可能な限り壁かべ際ぎわに寄り、体を小さくしていた。そんな真咲の様子に、圭介は小さく笑う。

「そんなに詰つめなくても大丈夫ですよ」

「そ、そうか？」

　少しだけ中心に寄りつつも、真っ直すぐな体勢は崩くずさなかった。

（お前が大丈夫でも、俺が大丈夫じゃねーんだよ!!）

　叫さけびたい気持ちを必死に抑おさえ込んでいる真咲の横に、圭介が体を横たえる。さらなる緊きん張ちよう感かんに、身を固くした。

「枕まくらは使わないんですか？」

「俺はなくて平気だから、お前が使え」

「半分こすればいいじゃないですか」

「マジで大丈夫だから！」

　これ以上近づいたら、鼓こ動どうの高鳴りに気づかれてしまう。弟相手に緊張していることがバレないよう、真咲は必死に呼吸を整えた。

「そうですか？　じゃあ、おやすみなさい」

「……おやすみ」

　カチリという音と共に、室内が暗くなる。

　手を出すわけにはいかない好きな相手が同じ布ふ団とんの中にいて、安あん眠みんできるはずがない。目を閉じると、余計に背後の気配が気になってしまう。規則正しい呼吸、体勢を直す衣きぬ擦ずれ、空気を伝わってくる温度───神経が過か敏びんになっているせいで、必要以上に感じ取ってしまう。

（考えるな。考えるんじゃない）

　呪じゆ文もんのように自分に云い聞かせる。

　真咲にとっては信じられないような状じよう況きようだが、相手が圭介でなかったら、とくに意識することもないはずだ。布団が足りずに雑魚ざこ寝ねをしたことだってあるし、仲のいい兄弟なら一緒に寝るくらい普ふ通つうだろう。

　圭介に背中を向け、暗くら闇やみの中でうっすらと見える壁かべ紙がみの模様を数えて精神統一をしていると、後ろから抱だき竦すくめられた。

「……っ!?」

　こういう場合、どういう反応をすればいいのだろうか。眠ったふりをしたくても、びくっと体が反応してしまった。四し肢しを強こわ張ばらせている真咲に、圭介は耳元で囁ささやいてくる。

「くっついてたほうが暖かいでしょう？」

　恋こい人びとに対する態度のようで、必要以上にドキドキしてしまった。

（……他意はないはずだ）

　他意なんて、そんなものあるはずがない。兄弟以上の気持ちでいるのは、自分だけだ。圭介の中に特別な感情は存在しないのだから。

　触ふれられている部分から、鼓動の高鳴りが伝わりそうで怖こわい。普通は弟相手に緊きん張ちようしたりはしないものだ。怪あやしまれたとき、どう云い訳をすればいいだろう。

「……今日はどうしますか？」

「ど、どうって───」

「もう忘れたんですか？　こっちの話ですよ」

「！　きょ、今日はいい」

　下半身に伸のびてきた手を止めようとしたけれど、するりと足の間に入り込んでくる。

　抱だき寄せられただけで熱くなっていた体は、太ふと腿ももを緩ゆるく撫なでられただけでびくりと反応してしまった。

　内腿を這はい上がってきた手が股こ間かんに触れる。やんわりと揉もまれ、体がぎくりと強張った。

「や、め……っ」

　なかったことにしてくれていたわけではなかったのかと動どう揺ようしていると、さらに指が食い込んでくる。背中越ごしに抱きしめられているせいで、逃にげ場がない。できるだけ圭介から距きよ離りを取ろうと壁際に寄っていたのが仇あだとなった。

「いいって云ってるだろ！　やめ、揉むなバカ……！」

「でも、硬かたくなってきてますよ？」

「お前のせいだろ!?」

　真咲のそこが変化しかけているのは、いやらしく刺し激げきされたからだ。こんなふうに弄いじられれば、誰だれだって反応するに決まっている。しかも、相手は密ひそかに好きな相手なのだから、どうしようもない。

　十八歳の圭介はまさに背せ伸のびしたい年とし頃ごろなのだろう。平然とした顔でこうしたちょっかいをかけてくるのは、それが大人びた振ふる舞まいだと思っているからに違ちがいない。

「それは光栄です」

「褒ほめてねえ！　っあ、く……っ」

　食い込む指のせいで零こぼれそうになる吐と息いきを嚙かみ殺す。自分の手に爪つめを立て、意識を逸らそうとしたけれど無駄だった。

「このままじゃ、下着が汚よごれちゃいますね」

「うわ、こら……っ」

　パジャマ代わりのジャージを押し下げられた。余計な気き遣づかいをするくらいなら、その手を止めてもらいたい。

　すでに一度明るいところで咥くわえられてしまったことを考えたら、まだマシな状況かもしれないが、問題はそこではない。

「いいって、云って───あ……っ」

「遠えん慮りよしないで下さい。少しくらい役に立ちたいんです」

「や、あっ……だからってこんなこと……っう、ン」

　必死にやめさせようとするけれど、直じかに握にぎられ腰こし砕くだけになってしまう。快感に抗あらがえない自分が悔くやしくて堪たまらなかった。

（くそ、何で俺ばっかり……っ）

　一方的に弄られ、息を切らせていた真咲だったが、圭介のものも硬くなっていることに気がついた。無意識なのか、圭介はこちらに腰こしを押しつけてきている。

　一いつ旦たん、気づいてしまったら、そこばかり意識してしまう。黙だまっているのも気まずく、軽い調子で指し摘てきする。

「お前だって、ずいぶん溜たまってそうじゃねーか」

「……それは、まあ」

　圭介は歯切れ悪く認めた。人のものを散々弄り回しておきながら、自分のことを云われると気まずいらしい。落ち着かない様子で腰を引こうとする。

「俺がしてやろうか？」

「いいです！　いま触さわられたらすぐイッちゃいそうなんで」

　冗じよう談だん混じりの申し出は、間かん髪はつ容いれずに断られた。平然と大だい胆たんなことをする癖くせに早そう漏ろうを気にする初うい々ういしい反応に笑ってしまう。奉ほう仕しするのはいいが、されるのは抵てい抗こうがあるらしい。何だか不公平な気がする。こんなときに、負けず嫌ぎらいに火がついてしまった。

「すぐイクならいいじゃねーかよ。早いからって恥はずかしがることねーだろ」

　初めて恥じらいを見せる圭介に、つい調子に乗ってしまった。後先考えず、軽口を叩たたいてしまうのは真咲の悪い癖だ。もちろん、この挑ちよう発はつで圭介が引いてくれればという打算もあった。

「いや、兄さんにしてもらうのは申し訳ないというか……迷めい惑わくをかけるかもしれませんし……」

　やはり、圭介の語り口ははっきりしない。普ふ段だんははっきりと明快に話すタイプのため、違い和わ感かんを覚えてしまう。

「迷惑っていうのは、具体的にはどういうことを云いってるんだ？」

「それは、その」

「こんなにガチガチになってんのに、放っておいて大丈夫なのか？」

「……っ」

　真咲は圭介の腕うでの中で体を捩よじり、相手の股間に手を伸ばした。寝ね間ま着き代わりのスウェット越ごしに触れた欲よく望ぼうは云い訳が利きかないほどに張り詰めていた。

「あの、自分で何とかできますから、その手を離はなしてもらえませんか」

「人のモノ握りながら云う台詞せりふか？」

　圭介の指は絡からみついたままだ。客観的に見たら、相当間ま抜ぬけな状況だ。真咲は余よ裕ゆうのあるところを見せようと、小さく笑う。

　黙っているところを見ると、現状を後こう悔かいしているのかもしれない。そろそろ引いておくかと思ったそのとき、圭介の口から予想外な言葉が飛び出した。

「───じゃあ、一いつ緒しよにしてもらってもいいですか？」

「一緒に？」

　訊きき返す声が上うわ擦ずってしまった。

「そのほうが手間が省けるかと」

　確かに、順番にするよりは時間の短縮にはなるが、まさかそんな提案をされるとは思わなかった。どこで考えを切り替かえたのかはわからないが、急に積極的になった圭介の態度に、真咲のほうが頭が冷える。

「……それは、そうだな」

　圭介を逃げ腰ごしにさせる作戦が裏目に出てしまった。散々挑発しておいて、やっぱり無理だとは云えない。

「二人でするなら、こっち向いてもらったほうがいいですよね」

「わ、わかった」

　具体的な指示をされ、圭介の腕の中で体の向きを変えた。

　お互たがいの距離が近いせいで、真っ暗なのに顔の造作がわかる。圭介が自分を見つめているのがわかった瞬しゆん間かん、後悔した。

（……早まったかもしれない……）

　狼狽うろたえる圭介が珍めずらしくて調子に乗ってしまったけれど、改めて考えると間ま違ちがいを犯おかしているようにしか思えなくなってきた。

　心の中で自らを罵ば倒とうしつつ、発言を取り消すタイミングを探さぐったけれど、もうあとに退ひける雰ふん囲い気きではなかった。ごくりと唾つばを飲み込み、宣言する。

「さ、触るぞ」

「お願いします」

　おずおずと腰のあたりを探り、スウェットのゴムの部分に指をかける。真咲の心臓はばくばくと壊こわれてしまいそうなほど、激しく高鳴っていた。

　相手が圭介だと思うから、無む駄だに緊張するのだ。これはただの処理だ。生理現象を治めることに集中すればいい。無心になることを心がけながら、存在感を示しつつある圭介の昂ぶりに触れた。

（どどどどうしよう）

　どうにか真顔を保っていたけれど、内心では狼狽えまくっていた。

　指と手の平でその湿しつ度どを含ふくんだ熱さを感じる。その質量に密かに負けた気分を味わいながら、恐おそる恐る指を滑すべらせた。

「うわっ」

　緩ゆるく擦った瞬間、大きくなった。最初は緩く勃たち上がっていただけだったそれは、あっという間にガチガチになった。その反応のよさに感心し、無意識に独りごちた。

「やっぱ若いな」

「だから云ったじゃないですか」

「悪いとは云ってねーだろ」

　少し拗すねた口調が可愛かわいいと思ってしまう。自分が与あたえた刺激で、圭介が反応してくれていることが嬉うれしかった。よく考えたら、こんな機会、この先二度とないだろう。そう思ったら、理性よりも本能が上回ってしまった。

「くそ、やりにくいな」

　腕を交差させてお互いのものを弄るのは、意外と難しかった。ただの独り言のつもりだったのに、圭介は解決策を提示してきた。

「なら、こうすればいいんじゃないですか？」

「……っ!?」

　圭介は真咲をベッドに押しつけると、腰の上に跨またがり、二つの屹きつ立りつを重ね合わせた。そうやって一纏まとめにされて、大きく扱しごかれる。

「ぅあ……っ、待っ、あ……!?」

　硬かたいものが擦こすれ合う感かん触しよくに上擦った声が上がった。敏びん感かんな粘ねん膜まくが擦れ、腰が甘く震ふるえた。云いようのない快感に意識を丸ごと持って行かれそうだった。

「兄さんもちゃんと触って下さい」

「わ、わかってるよ！」

　真咲も手を重ね、圭介の指の隙すき間まから昂ぶりに触ふれる。擦れ合う性器の感触と指で感じる質感に息を吞のむ。気が遠くなりそうな自分を引き止め、必死に指を動かした。

　自分のほうが経験値が高いはずなのに、圭介のほうが余裕があるように見えるのはどうしてだろうか。負けじと愛あい撫ぶに熱を込めるけれど、まるで自じ慰いを見せているようで恥ずかしい。

「んっ、ぅん……っ」

「ここが感じるんですね。強くしたほうがいいですか？」

「ぁあっ、待っ……んんっ」

　刺し激げきを強められ、呼吸が一層荒あらくなる。云いようのない快感と相あい俟まって、頭の中の神経が焼き切れてしまいそうだった。

「あ、はっ……」

「……っ、く……」

　与えられる快感以上に、吐と息いきを零こぼす圭介の様子に興奮した。眉まゆを寄せて目を伏ふせている顔に、視線が釘くぎづけになってしまう。きっと、頰ほおを上気させているのだろうが、明かりがないためそこまでは確かく認にんできない。

　溢あふれてきた体液が指に絡み、ぬるぬるとした感触がする。滑すべりがよくなったせいで、余計に感じてしまう。やはり、圭介の指は気持ちがいい。　>>>♥

「気持ちいいですか？」

「お前は、どうなんだよ……っ」

　息も絶え絶えに問い返す。疑問に疑問で返すのは、答えを云いたくないからだ。

「すごくいいです。もう、ヤバいかも」

「だったら、出しちまえ」

　正直、真咲ももう限界が近かった。気を緩めたら、その瞬間に終わりを迎むかえてしまいそうだった。しかし、先にイクのは年上の沽こ券けんに関わる。

「一緒が、いい」

「んん…っ、バカ、強くすんな……っ」

　真咲が指に力を込めると、圭介も同じように刺激を強くしてきた。負けて堪たまるかと真咲もさらにムキになる。しかし、圭介の指が先せん端たんの窪くぼみを抉えぐったことが引き金になった。

「あ、ン、んんー…っ」

「う、あ……ッ」

　真咲は呆あつ気けなく絶頂を迎えた。その弾はずみで手の中のものを強く握にぎってしまう。圭介もほぼ同時に終わりを迎えた。手の平に二人ぶんの生温かい体液が吐はき出される。

　お互い呼吸を止めて、絶頂の余よ韻いんを嚙かみしめる。ゆっくりと詰つめていた息を吐き出し、四し肢しの強こわ張ばりを解いた。

「……あ……」

　何気なく顔を上げた瞬間、圭介と目が合った。視線を交差させたあと、自然と薄うすく開いた唇くちびるに目が行く。

　キスしたい───そんな強い衝しよう動どうに襲おそわれた。嚙みつくように唇を重ね合わせ、舌を絡め、口こう腔こうを搔かき回して息苦しくなるほど貪むさぼりたい。

　ダメだと理性がアラームを発しているのに、重力に引き寄せられるように顔を近づけてしまう。心なしか、圭介も熱に浮うかされたような表情をしていた。

　お互いの吐息が絡み、唇が触れ合うまであと三センチになる。誘ゆう惑わくに抗あらがいようもなく、理性を手放しかけたその瞬間、真咲を我に返らせたのは、ピリリリリという甲かん高だかい電子音だった。

「！」

　携けい帯たい電話の呼び出し音が、無情に響ひびく。枕まくら元もとに置かれた携帯電話が煌こう々こうと光っている。思わず体を起こした真咲の目に飛び込んできたのは、見覚えのある名前だった。

　真咲の記き憶おくが正しければ、確か圭介が中学生のときの彼女だ。目の前に現実を突つきつけられたようで、一気に頭が冷える。

（恋こい人びとはいないっつってたよな？）

　つき合っていないのなら、どうして彼女から電話が来るのだろう。普ふ通つう、別れた相手には積極的に連れん絡らくをしたいとは思わないものだ。

　ただの友人に戻もどったか、若もしくは未練があるか、だ。

　鳴り続ける携帯電話を見つめる圭介は苦い表情をしていたが、電話に出る様子はない。詳くわしいことはわからないが、彼女との間に何かある証しよう拠こだろう。

（もしかして……）

　片かた想おもいの相手とはこの子のことなのかもしれない。

　越智の質問に、好きな相手と『また話せるようになった』と云いっていた。つまり、最近までは疎そ遠えんになっていたということだ。

「……出ないのか？」

「時間も遅おそいですし、何か特別な用事があるならメールしてくるでしょうから」

「こんな時間だからこそ急用かもしれねーだろ」

「でも」

　出ようとしないのは、この場に真咲がいるせいだろう。自分の存在が邪じや魔まをしていることに気づいて、胸がズキリと痛む。この機会に彼女とよりが戻るかもしれない。それならば、背中を押してやるのも自分の役目の一つだ。

「いいから、とっとと出とけ。いつまでも鳴ってるほうが迷めい惑わくだ。大した用じゃなかったら切りゃいいだろ」

　妙みような気き遣づかいを見せる圭介にティッシュの箱を押しつけ、強ごう引いんにベッドから追い出した。

「……わかりました」

　圭介がこちらに背を向けた隙すきに真咲も起き上がり、下着とジャージを引き上げながら脱だつ衣い所に逃にげ込んだ。

　圭介が磨みがいた洗面台に水を勢いよく流し、二人ぶんの体液で汚よごれた手を洗い流した。

「くそっ」

　指の一本一本をしつこく洗うけれど、さっきの感触はなかなか消えてくれない。質感や温度、力強い脈動だけでなく、圭介が終わりを迎えたときの感触さえ生々しく残っている。

　自分が達したときよりも、圭介がイッた瞬しゆん間かんのほうが興奮した。鏡に映る真咲の頰には、まだ少し紅潮が残っている。

　腰こしの奥に凝こごる熱はまだ熾おき火びのように疼うずいている。熱の冷めない体とは裏腹に、昂こう揚ようしていた頭は急激に冷えていく。そして、胸の中は暗く淀よどんでいた。

（何やってんだ、俺……）

　挑ちよう発はつに乗ってしまい、深く考えもせずに真咲からも手を出してしまったけれど、本当なら諭さとして止めなくてはならない立場だった。兄なら、もっと思し慮りよ深い行動を取るべきだ。自分は元から女には興味のない人間だが、圭介は違ちがう。

　圭介の常識がズレてしまっているのだとしたら、兄として軌き道どう修正してやるべきだ。いまならまだ若わか気げの至りですむ。理想の兄を演じると決めたのだから、最後まで全まつとうしなければ。

　圭介には幸せになって欲しい。真咲では手に入れることのできない普通の幸せを、その手で摑つかんで欲しいのだ。

「……よし」

　鏡の中の自分を睨にらみ、気合いを入れる。ハプニングのせいで気持ちが溢れ出てしまいそうになったけれど、改めて胸の奥底に押し込めた。

　部屋に戻ろうとしたそのとき、会話の一部が耳に入った。

「───会いたいって云われても……」

　立ち聞きするわけにもいかず、慌あわてて洗面所に戻り、音がしないようにドアを閉める。

「……俺が気を揉もむ必要はないってことか」

　真咲の望む幸せへの一歩だというのに、何故なぜか胸の内は曇どん天てんに覆おおわれているかのようだった。

　ヤキモチを妬やく資格なんてないことくらいわかっている。それでも、心は勝手に痛むのだからどうしようもない。

　入れたばかりの気合いも萎しぼんでいきそうになったけれど、拳こぶしを握りしめてぐっと耐たえる。

　まるで、二度目の失しつ恋れんを味わっているような気分だった。
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「これでよし、と」

　越智が手て際ぎわよく手当てしてくれる。湿しつ布ぷとテーピングでガチガチに固定された足首はびくともしなかった。

「ちょっと大おお袈げ裟さじゃないか？」

「このくらい厳重にしとかねーと、お前は何しでかすかわかんねーからな。大した怪け我がじゃないからって甘く見てると痛い目見るぞ。捻ねん挫ざは癖くせになるんだからな？」

「……わかってるよ」

「いいや、わかってないね。大体、これだってぼーっとしてたせいだろうが。まさか、たった二日の休みでボケたわけじゃねーよな。小さなミスが命取りになりかねない現場だってことはわかってるだろう？」

「…………」

　越智の揶や揄ゆ混じりの長い説教を諾だく々だくと聞き流しているのは、この怪我が百パーセント自分の落ち度によるものだからだ。

　作業中、小さな段差を踏ふみ外し、軽く足を捻ひねってしまった。大したことはないと思い、そのまま続けていたのだが、昼に足首を見てみたところ、すっかり腫はれ上がっていた。

　すぐに冷やせばこんなに酷ひどい状態にはならなかっただろうにと後こう悔かいしたところでもう遅い。こっそり湿布を貼はっていたところを越智に見つかって、上に報告されてしまったというわけだ。

　休み明けだというのに、怪我で早上がりなんて役立たずにもほどがある。少々無理をしてでも働くつもりだったが、帰宅命令が出てしまった。

「とにかく、今日は休め。違った、『今日も』だな」

「だから、反省してるっつってんだろ！」

　しつこい嫌いやみにとうとう反はん撃げきしてしまった。思わず声を荒あららげた真咲に、越智はニヤニヤとした笑えみを向けてくる。

「お、やっと調子が出てきたな。で、何に気ィ取られてたんだ？　仕事中に考えごとしてるなんて、お前らしくないだろ」

　越智は真咲の様子がおかしいことを察し、わざと挑発していたようだ。ちゃらちゃらしているように見えて、ときどき鋭するどいから困る。

　そこまで見み抜ぬかれていた自分が情けなくて、また肩かたを落とした。

「それは……」

　真咲の注意力が散さん漫まんになっていたのは、圭介のことが頭から離はなれなかったせいだ。

　今日は真咲が仕事のため、圭介は一人で部屋探しに行った。つまり、一日フリーということだ。もしかしたら、いま頃ごろはあの子と会っているのかもしれない───そんなふうに考えていたら、手元が疎おろそかになってしまった。

　圭介が誰だれと会おうが、誰とつき合おうが、真咲には関係のないことだ。自分にできることは、密ひそかに想おもい続けることと彼の幸せを願うことだけだ。

（……頭ではわかってるんだけど）

　それでも、どうしたって気になってしまう。

　携けい帯たい電話を家に忘れてきてしまったことも、気がそぞろになってしまう原因の一つだった。

　部屋探しの状じよう況きようをメールで報告してもらう約束になっているのだが、手元になければ確かく認にんのしようがない。

　普ふ段だんなら一日携帯電話に触ふれていなくてもとくに気にならないのに、圭介からの連れん絡らくが入っているかもしれないと思うと無む性しように落ち着かないのだ。

「お前さ、何か悩なやみでもあるんじゃねーか？」

「べ、別に何もねーよ」

「そうやって唇くちびる尖らしてるのって、大たい抵てい隠かくしごとがあるときだよな」

「！」

　反射的に口元を手で隠かくす。真咲のわかりやすすぎる反応に、越智が笑う。

「真咲はわかりやすすぎるんだよなー。もしかして、お前がヘンなのってあの弟のせいか？」

「……っ、ななな何云いって……!?」

　図星を指されたと云わんばかりの反応をしてしまう。

「ごまかすなら、もっと上手うまくやれ」

「…………」

　越智の呆あきれたような眼まな差ざしに、ぐうの音も出ない。隠しごとが下手へたなのは重々自覚しているけれど、笑われるほどかと肩を落とす。

「お前があいつにやたら気ぃ遣つかうのは、血が繫つながってないからか？」

「それは───」

　もちろんそれもあるが、肝かん心じんの理由は他ほかにある。しかし、相手が越智でも云えるわけがない。真咲が口くち籠ごもっていると、額を指で弾はじかれた。

「いてっ」

「何だ、その煮にえ切らない顔は。うだうだ考え込んでるなんて、真咲らしくねーな」

「うるさいな。俺にだって色々あるんだよ」

「ま、俺に云いたくねーならいいけどさ。誰かに聞いて欲しくなったら云えよ。愚ぐ痴ちならいくらでも聞いてやっからさ」

「……ああ」

　気安く愚痴れるような件ではなかったが、越智の気き遣づかいはありがたかった。

「さてと。抜ぬける許可もらってあるから、家まで送ってやるよ」

「いいって、このくらいなら一人で帰れるし」

　バスを使えば、大して時間はかからない。会社まで乗っていった原チャリは残しておくしかないが、明日もバスで出勤すればいいだけの話だ。

「無理して治りが遅おそくなったらどうするんだ。人手が減って困るのは俺らなんだからな。ヘンな気遣ってる場合じゃねーだろ」

「す、すまん」

　強い口調に、越智が本気で心配してくれているのが伝わってくる。普段は調子のいいふざけたやつだが、いざとなると頼たよりになる。ムカつくときもあるけれど、信しん頼らいできる友人だ。

「それとも、圭介に迎むかえに来てもらうか？　今日も部屋探しでこの近くにいるんだろ？」

「それだけは絶対にダメだ！」

「何でダメなんだよ」

「あいつには知られたくない」

　圭介からもらった安全祈き願がんのお守りは、家に置いてきてしまった。勿もつ体たいない気がして、貴重品を入れている引き出しにしまってある。お守りをもらったばかりで怪我をしたと知られたら、きっと呆れられてしまう。

（捻挫くらい、ごまかせるよな？）

　包帯とテーピングは家に帰ったら外してしまえばいい。湿布くらいなら、筋肉痛のせいだとでも云い訳をすれば何とかなるだろう。

「仕事中ヘマしたなんて知れたらカッコ悪いからか？　そこまで見み栄え張んなくてもいいんじゃねーか？」

「……あいつから、お守りもらったんだよ。昨日の今日で怪我したなんて知ったら、あいつが気にするだろ」

　渋しぶ々しぶ、理由を告げるとほとほと呆れたと云わんばかりの眼差しを向けられた。予想どおりの反応に、真咲は渋じゆう面めんを浮うかべる。

「このブラコン」

「うるせえ、ブラコンで何が悪い」

　否定するのも面めん倒どうで、開き直ることにした。恋こいをしていることがバレるよりは、いっそブラコンだと誤解されていたほうがいい。

「となると、俺が送ってくしかねーじゃねーか」

「だから、一人で帰れるって」

「一人で帰るなら、弟にチクるぞ」

「なっ、卑ひ怯きようだぞ」

「親切で云ってるのに、何だその云い草は。準備してくっから、帰り仕じ度たくして表で待ってろ」

「いって！　怪我人に暴力振ふるうな！」

　すれ違ちがいざまにばしっと背中を叩たたいていった越智に文句を云ったけれど、返ってきたのは笑い声だけだった。










「さんきゅ、助かった」

　無事なほうの足を使い、バイクの後ろから降りる。

「部屋まで連れてってやろうか？」

「いいよ、そのくらい歩ける。たかが捻ねん挫ざで大おお袈げ裟さなんだよ───うわっ」

　日常の動作に心配がないことをアピールしようとしたせいで、バランスを崩くずしてふらついてしまった。

「危ねえな。だから、云っただろ」

「…………」

　したり顔の越智が腹立たしいが、いま反論したところで勝負は見えている。捻挫が治るまでは殊しゆ勝しようにしていたほうがよさそうだ。

「抱かかえていってやろうか？」

「断る。肩だけ貸してくれ」

「遠えん慮りよすんなよ。俺とお前の仲じゃねーか」

「お前は俺が遠慮するような性格だと思ってるのか？」

「確かにしねーな」

　越智は笑いながら、マンションの来客用スペースにバイクを停とめに行った。

　短時間の停車でもチェーンをかけているのは、盗とう難なん対策だ。買い換かえたばかりのときに盗ぬすまれかけたらしく、それからは慎しん重ちようになったらしい。

　真咲も大型バイクに憧あこがれはあるが、管理のことを考えると二の足あしを踏ふんでしまう。

「毎回大変だな」

「愛車のためなら何てことねーよ。ほら、摑つかまれ」

「悪いな───って、何フェイクかけてんだよ！」

　肩かたに摑まろうとした手を避よけるように体を翻ひるがえしたかと思うと、越智は真咲の腰こしに腕うでを回してきた。

「やっぱ、このほうが安心だろ？」

「おい、肩だけでいいっつったろ」

　捻挫をした真咲の松まつ葉ば杖づえ代わりだとしても、こんな往来で腰を抱だかれているのはみっともなさすぎる。

「お前だって、さっきは自分から俺の腰に抱きついてたくせに」

「あれはバイク乗ってたからだ！」

　抱きついていたわけではなく、振り落とされないように摑まっていただけだ。誤解を受けるような物云いはやめてもらいたい。

「まあ、細かいことはいいじゃねーか」

「よくねーよ！　こんなとこ誰だれかに見られたらどうすんだ」

「それが目的だし」

「は？」

　何故なぜか、越智はしたり顔で笑っている。云われた言葉の意味がわからず怪け訝げんな顔をしていると、思わぬ方向から声をかけられた。

「兄さん？」

「圭介!?」　>>>♥

　声がしたほうを向くと、何故かマンションの前に圭介が立っていた。こんなところで顔を合わせてしまうとは思わず、責めるような口調になってしまった。

「ななな何でこんな時間に帰ってきてるんだ!?」

　こんな狼狽うろたえ方をしたら、まるで後ろめたいことでもあるみたいだ。

「部屋の候補が絞しぼれたので、一いつ旦たん帰るとメールしたんですが見てませんか？」

「す、すまん、携けい帯たいを家に忘れて……」

　やはり、圭介は連れん絡らくをくれていたらしい。せめて、もう十分早く家に着いていればメールを確かく認にんすることもでき、越智と鉢はち合あわせることもなかったのにと悔くやんでしまう。

「そうだったんですね。それより、その人と何をしてるんですか？」

「へ？　うわっ、いや！　これはその……っ」

　自分の腰に越智の手が回ったままだということに気づき、慌あわてて腕を振り払はらった。立っているだけなら、支えがなくても問題ない。

　圭介の表情を見る限り、自分たちのことをヘンに誤解しているようだった。後ろめたいことは一いつ切さいないのだから、もっと堂々としていればいいのに、必要以上に狼狽えてしまった。

（……いや、あるか）

　怪け我がをしたことを隠かくしておきたいというのは、後ろめたいことと云いえるだろう。越智と密着していた理由が捻挫だと云えば誤解は解けるだろうが、できることなら知られたくない。

　しかし、このまま誤解されたままでいるのも嫌いやだ。

　どちらがマシか天てん秤びんにかけつつ、どう云い訳をしたものかと思案している真咲の代わりに、越智が答えを口にしてしまった。

「真咲が足を怪我したから送ってきてやったんだよ」

「怪我!?」

　予想どおり、圭介は顔色を変えた。

「越智、てめえ……！」

　圭介に知られたくない事情を知っているくせに、バラすなんて手て酷ひどい裏切りだ。恨うらみがましい眼まな差ざしを向けると、「諦あきらめろ」と宥なだめられた。

「見つかっちまったんだから仕方ねーだろ。怪我っつっても、軽い捻挫だから大したことねーよ。一日静かにしてりゃよくなるだろ」

「そうだったんですか」

「圭介に迎むかえに来てもらえっつったんだけど、それだけは嫌だってごねられてな」

「越智!!」

　わざと挑ちよう発はつしているようにしか聞こえない。噓うそは云っていないけれど、部分的に伝えられては語ご弊へいが出てくる。

「わざわざ送って下さってありがとうございました。ここからは俺がいるので、越智さんは仕事に戻もどって下さい」

　圭介は不ふ機き嫌げんな顔で礼を云うと、脇わきと膝ひざ裏うらに手を差し込み、真咲の体を勢いよく抱き上げた。

「うわっ」

「失礼します」

「おい、圭介!?　何考えて……っ」

　横向きに抱き上げられたまま、マンションの中へと運ばれていく。

「今日は安静にしとけよー」

　のんびりとした越智の声こわ音ねが腹立たしいが、いまは向こうに怒いかりを向けている余よ裕ゆうはなかった。いまは人目はないが、こんな姿をマンションの住人に見られたくない。

「バカ、下ろせ、みっともないだろ！」

「嫌です」

「圭介!!」

　今日の圭介は不機嫌さを隠そうともしなかった。いつもの大人びた態度が噓のようだ。

　身長ばかりデカくてひょろかった圭介の体は、思った以上に逞たくましくなっていた。危あやうげなく真咲を運び、ようやく部屋の前で下ろしてもらえた。

「おい、何考えて───圭介!?」

　部屋に押し込まれ、玄げん関かんに鍵かぎをかけられる。圭介の態度や行動の意味がわからず、真咲は混乱するしかなかった。

「今度は彼とつき合うんですか？」

「は？」

「外でべたべたして、みっともないのは兄さんのほうでしょう」

「俺は肩を貸してもらおうとしただけで……」

「だったら、どうして腰を抱かれてたんですか？」

「知らねーよ！　あいつのことだから、悪ふざけみたいなもんだろ」

「悪ふざけで軽々しく触さわらせるなんて───」

「ヘンな勘かん繰ぐりをするんじゃねーよ！　そもそもあいつは俺がゲイだって知らねーし……。だっ、大体、俺が誰とつき合おうとお前には関係ねーだろ!?」

　最後は逆ギレのようなものだった。ヘンな誤解をされるのが嫌で必死に云い訳をしていたけれど、圭介から問い詰つめられる意味がわからない。完全にパニックに陥おちいっていた。

　こんな場面で声を荒あららげるなんて、ただの八つ当たりでしかない。自分の発言を後こう悔かいしたところで、いまさら取り消すことなんてできない。

「関係あります」

「何の関係だよ。いいからほっといてくれ！　弟だからって、人の恋れん愛あい沙ざ汰たに指図する権利はないだろ!?」

「指図する権利はなくても、好きになる権利ならあります」

「好きになる権利って、そんなの───え？」

　圭介の言葉の意図がわからず、訊きき返してしまった。頭の中が真っ白になっている。権利なら誰にでもあるだろうが、それをいまここで主張する意味がわからない。

　瞬まばたきを忘れて惚ほうけていると、圭介は真咲の目をまっすぐ見つめながら告げた。

「回りくどいやり方をしてた俺が悪かったです。もっと正々堂々向き合うべきでした。体から落とそうなんて、やり方が卑ひ怯きようだったと反省してます」

「か、体から!?」

「俺がただの交こう換かん条件で手を出してたと思ってるんですか？」

「手って……え、え!?」

　とんでもないことを云われた気がするが、思考回路が追いつかなかった。

　混乱しているせいで何から整理していけばいいのかさえわからないが、まずは単純な疑問から解決していくしかない。

「あなたが好きです」

　シンプルな告白に、頭の中が真っ白になった。

「で、でも、お前ずっと片かた想おもいしてる相手がいるって……」

　越智に彼女はいるのかと問われて、そう云っていたはずだ。あれはただの出任せだったのだろうか。

「それはあなたのことです」

「好きな相手はすごく可愛かわいい人だって……」

「だから、兄さんのことです。初めて会ったときから、あなたのことが好きでした」

「ちょ、ちょっと待て。初めて会ったときって、お前には彼女がいただろ？」

　圭介の告白は新たな疑問を生む。その頃ころの彼女が、昨日連絡してきた子だ。いまだって連絡を取り合っているのに何を云っているのだろう。

「すぐに別れました。つき合ったのも彼女から告白されて、一度断ったんですが友達からでいいと云われたからです。でも、好きな人ができて、彼女への態度が不誠実だと気づいたんです」

「……っ」

　圭介の瞳ひとみは、言葉以上に雄ゆう弁べんだった。瞬きもせずに見つめてくる眼差しに耐たえきれず、顔を背そむけてしまう。

「じゃあ、昨日の電話は何なんだよ」

　詰なじるような響ひびきになってしまったのは、彼女に嫉しつ妬としているせいだ。どうすることもできないしがらみがないというだけで自由に恋こいができる立場が羨うらやましくて堪たまらない。

「やっぱり、電話の相手が誰だれか気づいてたんですね。いま彼女も都内に出てきているそうで、俺がこっちにいると友達に聞いて会えないかと連絡してきたんです」

「会ってきたのか？」

「断りました」

「何でだよ」

　理由を問う真咲に、圭介は不思議そうな表情を浮うかべる。

「そんなの決まってるでしょう？　好きな人がいるのに誤解されるような真似まねができるわけがない。俺にはあなたが一番大事なんです」

「～～～っ」

　圭介の言葉は臆おく面めんもなく、真咲の顔は熱くなる。きっと、耳みみ朶たぶまで赤く染まっているに違ちがいない。回りくどい方法を後悔したからと云いって、些いささかストレートすぎやしないだろうか。

（本当に俺のことを───）

　自分たちの気持ちが同じものだとわかったいま、どうしようもなく昂こう揚ようしている。

　しかし、自分たちは義理とは云え兄弟だ。男同士というだけでもハードルが高いのに、兄弟となるとより難しい。

　高鳴る心臓を深呼吸で抑おさえ、ゆっくりと自分にも云い聞かせるように告げる。

「気持ちは嬉うれしいけど、兄弟で、す、好きとか、そういうのはダメだろ」

「どうしてですか？」

「だって、家族だろ？　こんなの許されるわけがない……」

「兄さんは父さんや母さんのことを気にしてるんですか？」

「当たり前だろ！」

「じゃあ、兄弟じゃなかったら、俺を一人の男として見てくれるんですか？」

「そんなの……っ」

　当たり前だと云おうとして、寸前で口を噤つぐむ。それを云ってしまったら告白しているようなものだ。

　しまった、という顔をした真咲を見て、圭介は確信したようだった。それまでは不安定に揺ゆれていた眼まな差ざしが力強くなった。

「この話は終わりだ」

　これ以上追つい及きゆうされたら、真実を告げてしまいそうで怖こわい。無む理り矢や理り打ち切ろうとしたけれど、背中を向けようとした瞬しゆん間かん、ドン、と壁かべに手を突つかれ退路を塞ふさがれた。

「教えて下さい」

　もう圭介の声には自信があった。それに返す真咲の言葉は震ふるえてしまう。

「だ、ダメだ」

「どうして？」

「ど、どうしてもだ。いいから、この手をどかせ」

　強い調子で問い返され、真咲は声を上うわ擦ずらせた。言葉で説得する自信はない。説得できないなら、強ごう引いんに押し切るしかない。けれど、圭介も執しつ拗ようだった。

「兄さんが本当のこと云ってくれたらどかします」

「本当のことって云われたって……」

「こっちを見て下さい」

「ち、近すぎるだろ」

　見ろと云われても、この至近距きよ離りで顔の向きを変えたら触ふれてしまいそうで怖い。横目でちらりと窺うかがい見た圭介の瞳は自信に満ちた声こわ音ねとは裏腹に不安に揺れていた。

「質問を変えます。俺のこと嫌きらいですか？」

「そんなわけないだろ！」

「じゃあ、好きってことですよね」

「勝手に決めつけるな！」

　どうして、自分は平然と噓うそがつけるような性格ではなかったのだろう。好きじゃないと一言云えばすむのに、どうしてもその言葉が出てこない。

「父さんはまだですが、母さんには話してあります。兄さんのことが好きだって」

「なっ、何てこと話してんだお前は!!」

　圭介の爆ばく弾だん発言に血の気が引く。この明け透すけさは世代の違いのせいだろうか。いきなり母親にカミングアウトをしてしまう圭介の気が知れない。

「心配しなくても、母さんは応おう援えんしてくれました。もちろん、兄さんの気持ちを尊重しろと釘くぎは刺さされましたが」

「息子むすこ二人がホモってどう考えてもまずいだろ！」

「何がまずいんですか？　一番大事なのは、本当の気持ちだと思ってます。俺は自分に噓を吐ついて生きていきたくない。兄さんはどうなんですか？」

「……俺は……」

「あなたが好きです。他ほかに何が必要なんですか？」

　圭介の言葉に心が揺れる。圭介の告白が泣きたくなるくらい嬉しいなんて、そんなこと許されるはずがない。

（そうか……許せないのは、俺自身なのだ……）

　自分が圭介の人生の障害になるかもしれない。それが許せないのだ。

「俺なんか好きになったってどうしようもないだろ！　お前はこれから大学行って、いい会社入って、いい嫁よめさん見つけて幸せな家庭を作れよ」

「あなたがいないのに幸せになんてなれない」

「俺はいなくなったりしねーよ！　俺はお前の兄貴なんだ。それだけで充じゆう分ぶんだろ？　ずっと、傍そばにいられるじゃねーか」

　真咲はずっとそう自分に云い聞かせてきた。だから、それ以上のものを求めるべきではないと、自分に誓ちかったのだ。

「そんなんじゃ我が慢まんできない。あなたの何もかもが欲しいんです。誰にも渡わたしたくないし、触さわらせたくない。できることなら、俺以外の目に触れないところに閉じ込めてしまいたい」

「わ、わがまま云うな……ッ」

　度がすぎる熱ねつ烈れつな願望を聞かされ、全身の血液が煮にえ立つように熱くなる。真咲が抑え込んできた欲よく望ぼうを躊躇ためらいもなく口にする圭介に目眩めまいを覚える。

「キスしたいし、抱だきたいし、めちゃくちゃにして泣かせたい。こんなの、兄弟に抱く感情じゃないでしょう？」

「……っ」

「触りますよ」

「だ、ダメだ、やめろ」

　いま触れられたら、気持ちが破は裂れつしてしまう。そうしたら、もうこの想おもいを隠かくしきれなくなる。取り返しのつかないことになりかねない。

「『嫌いや』だって云うなら我慢します。『嫌』じゃないならこのまま抱きますよ」

「圭介…！　悪い冗じよう談だんはよせ」

「本気です」

「うわっ、おい、下ろせ！　どこ連れてくんだ!?」

　腰こしを抱かかえ上げられ、足が宙に浮く。さっきのような横よこ抱だきよりはマシだったが、幼児のように抱かれている姿もカッコ悪い。

「どこって行き先は一つしかないじゃないですか。暴れると怪け我がに響きますよ」

「待て待て待て！　ちょっと落ち着け！」

「落ち着けるわけないでしょう。腕うでの中に好きな人がいるのに」

　寝しん室しつに運ばれた真咲は釣つり上げられた魚のようにベッドに下ろされた。体勢を整える前に覆おおい被かぶさられ、身動きが取れなくなる。

「け、圭介。何か勘かん違ちがいしてるんじゃないか？　好きの種類にも色々あるだろ？　もしかしたら───」

　見下ろしてくる圭介は、間ま違ちがいなく『男』の目をしていた。視線が絡からんだ瞬間、説得しようとしていた真咲の言葉が途と切ぎれてしまう。

「俺だって男同士なのにとか、兄弟なのにって悩なやんだけど、でも、どうしようもなく好きなんです」

「……っ」

「お願いです。俺のものになって下さい」

　そう訴うつたえてくる圭介の表情は、いまにも泣き出しそうだった。まるで小さな子供が縋すがるような眼差しで、さっきまでの自信に満ちた発言が虚きよ勢せいだとわかった。

（何で、俺なんだよ）

　圭介を好きになる子は、この先だってたくさんいるはずだ。圭介なら可愛かわいくて聡そう明めいで気立てのいい子が彼女になってくれるに違いない。

　それなのに、わざわざ義兄あにの粗そ忽こつで可愛げのない男を選ぶなんてどうかしてる。ここで突き放すのが、義兄としての思いやりだ。だけど、真咲の口からは本音が零こぼれてしまった。

「───俺だって……俺だって好きだよ…っ！　諦あきらめようと思ってたのに、どうしてくれんだ!?」

　とうとう云いってしまった。絶対に誰だれにも告げずに墓まで持って行こうと思っていたのに、よりによって本人に云ってしまった。

　因いん縁ねんをつけるかのような告白だったにも拘かかわらず、圭介は口元を綻ほころばせ、真咲を力いっぱい抱だきしめてきた。

「俺の一生をかけて責任取ります」

「このバカ！　後こう悔かいしたって知らねーからな……っ」

「後悔なんてしないし、させません」

　自分が間違った選せん択たく肢しを選んでしまったのではないかと、不安でいっぱいだった。けれど、自信に満ちた圭介の言葉に体の強こわ張ばりが緩ゆるむ。

「何で、そんなに自信満々なんだよ」

「この三年、黙だまって指を咥くわえてただけじゃないですから。とりあえず、大学に合格して将来設計の一歩は踏ふみ出せましたし」

「将来設計って何だ？」

「二人で生きていくための方法です。───この話はあとにしませんか？」

「あと？」

　何のあとだろうと目を瞬しばたたいていると、圭介は耳元で囁ささやいてきた。

「あなたを俺のものにしたあと、です」

「なっ……!?」

「もう一秒だって待てない」

「ひゃ……っ」

　首筋に唇くちびるが触れたかと思うと、圭介は真咲の匂においを嗅かいできた。肌はだに触れる柔やわらかな感かん触しよくも恥はずかしいが、半日仕事をして汚よごれた体の匂いを嗅がれるほうが恥ずかしい。

「匂いを嗅ぐな！」

「兄さんだって嗅いでたじゃないですか」

「！」

　枕まくらの残のこり香がを嗅いでいたことがバレていたとは思わなかった。圭介は動どう揺ようしてフリーズした真咲の体をまさぐってくる。

「……っ、せめて、シャワーくらい───」

「キスしていいですか？」

「人の話を聞け！」

「シャワーなんてあとでいいでしょう？　俺が体洗ってあげますから」

「ひ、一人でできる」

「キスは一人じゃできませんよ」

「あ」

　腰を抱き寄せられ、反射的に逸そらした顔を追いかけるように口づけられた。

　ちゅ、と触ふれるだけのそれに全身が甘く痺しびれた。すぐに離はなれていった圭介の唇を未練がましく目で追ってしまう。揺ゆれる視線が交差した次の瞬しゆん間かん、また唇を塞ふさがれる。

「ン、ぅ、んん……っ」

　何度も啄ついばまれ、思わず吐と息いきを零こぼすと、唇の隙すき間まから熱い舌が忍しのび込んできた。ぬるりとした感触が重なり合った瞬間、ぞくぞくと背筋が震ふるえた。

　好きな相手とのキスが、こんなにも気持ちがいいものだなんて初めて知った。

（し、舌が───）

　初めは遠えん慮りよがちだった舌の動きが、だんだん大だい胆たんになっていく。貪むさぼる、というのはこういうことを云うのだろうと他人ひとごとのように考えてしまうほど、圭介のキスは荒あら々あらしかった。

「んん、んー…っ」

　口の中をめちゃくちゃに搔かき回まわされ、体中が蕩とろけそうに熱くなる。

　溢あふれる唾だ液えきが上手うまく飲み込めない。空気もまともに吸えず、酸欠で頭の中がぼやけてくる。息苦しさのあまり、圭介の頭を引き剝はがす。

「ばか、息くらいさせろ……っ」

「すみません、つい夢中に」

　圭介は申し訳なさそうに謝ってはいるが、またすぐに嚙かみつきそうな気配だった。熱っぽい眼まな差ざしにくらくらする。　>>>♥

「あの、このまましていいんですよね？」

「そういうことを確かく認にんするな！」

「そうですね、無ぶ粋すいでした。あと、初めてなので下手へただったらすみません」

　この期ごに及およんで技ぎ巧こうを気にするのかと、少し可笑おかしくなる。あれだけ人の体を弄いじり回しておいていまさらすぎるだろう。

「ついてるものが違ちがうだけで、することは女と変わんねーだろ。好きにすりゃいいんだよ」

　同性だろうが異性だろうが、好きな相手に触れたいという気持ちは変わらないはずだ。

「そう云われても、女性とも経験がないので比べようがありません」

「経験がない？」

「はい」

「つーことは、お前、童どう貞ていなのか……？」

「はい」

「彼女いただろ!?」

　思ってもみなかった真実に目を瞠みはり、大きな声を上げてしまった。

「中学生でしたし、本当にすぐに別れたのでそういう段階まで行きませんでした」

「そりゃそうか……。で、でも、男同士で弄り合うのは普ふ通つうとか何とか涼すずしい顔で云ってたじゃねーか！」

　あまりに平然と云うものだから、その手の行こう為いに慣れているのだろうと思っていた。

「ああ、あれは出任せです。チャンスを逃のがしたくなくて、つい」

「じゃあ、何でこんなに慣れた手つきなんだよ！」

　触れてくる手に躊躇ためらいはなく、するのは初めてだと云っていた口こう淫いんすら物慣れたものを感じた。全然経験がないなんて信じられない。

「ずっと妄もう想そうしてたので」

「妄想って……」

　一体、圭介の頭の中でどんなことが繰くり広げられていたのだろう。想像することさえ恐おそろしい。気が遠くなっていると、圭介が嬉うれしそうに訊きいてきた。

「そんなに驚おどろくほど上手かったですか？」

「ば……っ、初めてにしてはってことだ！」

「よかった。今日も頑がん張ばります」

「…………」

　圭介の屈くつ託たくのない意気込みに、複雑な気分になる。頑張れよと声をかけるのもおかしいし、返事に困ってしまう。

「兄さんには色々と教えてもらわないといけませんね」

「色々って何だ……つーか、いい加減その呼び方やめろ」

「どうしてですか？」

「何つーか、イケナイことしてるみたいだろ。あと、敬語もよせ」

　呼び名だけの問題ではないが、『兄さん』と呼ばれるたびに自分の立場を思い出し、自覚をしろと釘くぎを刺さされているような気分になるのだ。成り行きで圭介への気持ちを認めてしまったけれど、本当にこれでよかったのだろうか。

　両想いだとわかったことは嬉しいけれど、それと同じくらい大きな後悔を抱かかえている。

「───わかった。じゃあ、真咲さん？」

「……ッ」

　呼べと云ったのは自分自身なのに、かああっと一気に体温が上じよう昇しようした。鼓こ膜まくに響ひびく声が全身を甘く痺れさせる。普ふ段だん、名前で呼ばない相手から呼び捨てにされると、こんなに恥ずかしいものなのか。

（ていうか、呼び捨てにされると思ってた……）

　名前にさんづけの呼び方はいままで誰にもされたことがない。落ち着かない居たたまれなさを感じる。

「赤くなってる」

「……るさい……っ」

　自覚していることを指し摘てきされるのも気まずいけれど、圭介の声に揶や揄ゆの響きはなく、むしろ嬉しそうだった。顔を隠かくそうとした手をやんわりとどかされ、耳元で名前を囁かれる。

「真咲さん」

「……っ、意味もなく呼ぶな！」

「真咲さん、こっち向いて」

「嫌いやだ。ヘンな顔してる」

「そんなことない。すごく可愛かわいい」

　口づけの合間も、何度も名前を呼んでくる。臆おく面めんもない褒ほめ言葉に、顔から火を噴ふきそうになる。

「へ、ヘンなこと云いうな……っ」

　圭介の審しん美び眼がんはどこかおかしい。真咲はお世辞にも可愛いと云える容姿はしていない。目つきも悪いし、柄がらも悪い。

「本当のことしか云ってません」

「……ッ、け、敬語に戻もどってるぞ」

「あ、すみません……じゃない、ごめん」

　圭介は慈いつくしむような眼差しを向け、壊こわれものを扱あつかうような手つきで真咲の髪かみを撫なでる。

「圭介……？」

「俺も真咲さんの初めてになりたかった」

　ぽつりと落とされた呟つぶやきは、悔くやしさが滲にじんでいた。そうだったらよかったと自分でも思うけれど、過去は変えられない。だからこそ、これからを大事にしていくしかないのだ。

「バカ、好きなやつとすんのはお前が初めてだよ」

　手を伸のばし、圭介の髪をぐしゃぐしゃと搔き回してやる。

　初めての相手は、自分の性せい癖へきに戸と惑まどう真咲の悩なやみを聞き、様々なアドバイスをくれた年上の男だった。いっそ経験してしまえばふっきれるものがあるかもしれないと、身を委ゆだねたのだ。

　身がまえていたわりに、あっさりと初体験は終わってしまった。相手が上手かったこともあって、さほどの痛みを感じることもなく経験をすませることができた。

　快感に身を任せている間は余計なことを考えずにすむ。そのことを知ってから、軽いつき合いを繰り返すようになった。

　同時期に複数と関係するような真似まねはしていないけれど、圭介への気持ちを捨てきれないままのつき合いには常に罪悪感を伴ともなった。

　真咲のように叶かなわぬ恋こいから逃とう避ひしている同類の人間も少なくなく、そういう相手とは比ひ較かく的てき長続きしたが、過去は過去だ。いまとなっては後こう悔かいもあるけれど、鬱うつ々うつと悔くやむよりも、こうして圭介と抱だき合えている幸せを嚙かみしめていたい。

「いまのもう一回云って」

「……っ、んなこと、何度も云えるか！」

　自分がさらりと『好き』だと云ってしまったことにあとから気づいて恥はずかしくなった。他人には見せられないような無防備な格好をしているくせに、二文字の言葉を口にするほうが恥ずかしいなんて不思議なものだが、恥ずかしいものは恥ずかしい。

「じゃあ、俺が真咲さんのぶんも云う」

「云わんでいい！」

「好き。好きだよ、真咲さん」

　一回につき、一つキスをされる。

「んっ、だから、云わなくていいって……」

「真咲さん」

「もういい───ン、んんっ」

　真咲の舌は搦からめ捕とられ、吸われ、甘嚙みされる。口づけは繰り返されるたびに、大だい胆たんで荒あら々あらしくなっていった。

　貪むさぼるようなキスの最中、圭介は真咲の足の間に自分の体を割り込ませる。口こう腔こうを搔かき回まわされながら、腰こしを擦こすりつけられるとどちらに意識を向けていいのかわからない。

「んぁ、ん、んー…っ」

「真咲さん」

　衣類越ごしに擦れ合うそれぞれの屹きつ立りつは、とっくに硬かたく張り詰つめていた。あちこち撫で回され、肌はだが汗あせばんでいく。

「んぁ、ン、んん……っ」

　唇くちびるが塞ふさがれているため、喉のどの奥からくぐもった声が漏もれる。服を捲まくり上げ、体を撫で回していた手が胸の尖とがりを見つけた。抓つねられるたびに小さく体が弾はずむ。

「ん、あ……ッ」

　口づけが解けた瞬しゆん間かん、鼻にかかった高い声が出てしまった。

「ここも感じる？　赤くなってる」

「や……っ、強く、するな……っ」

　圭介はそこをなぞるように撫でては摘つまみ、刺し激げきで尖ってくると押し潰つぶし、指先で弄もてあそんだ。捏こね回されて腫はれぼったくなったそこは敏びん感かんになりすぎていた。

「硬くなってる」

　どちらのことを指摘しているのかわからなかったが、どちらも変化しているのは事実だった。

「お前だってそうだろ」

　照れ隠しに指摘し返し、腰を擦りつけてやる。ぐり、と硬いもの同士が擦れ合い、体の奥で疼うずく熱が増した。

「俺が云ってるのはこっちのこと」

「あ!?」

　当たり前のように乳ち首くびに吸いついてくる圭介に息を吞のんだ。熱い濡ぬれた感かん触しよくが生々しくて、一気に体温が上がった気がした。

「汗がしょっぱい」

「バカ、舐なめ…んな……っ」

「どうして？　気持ちよさそうなのに」

「あ……っ、ぅ、んっ」

　充じゆう血けつするほど強く吸い上げられ、舐め溶とかそうとするかのようにしつこく舐められる。

　軽く歯を立てられ、びくりと体が跳はねた。背筋を走り抜ぬけた甘い痺しびれは腰の当たりに熱となって留とどまる。下着を押し上げる昂ぶりの先せん端たんが、じわりと滲んでくるのがわかる。

「嚙かむなって！　や、あ、あっ」

　刺激を受けるたびに、びくびくと腰が跳ねてしまう。弓なりに撓しなって浮ういた背筋を指でなぞられ、ぞわぞわと四し肢しが震ふるえる。

「ひあっ」

　背筋を伝って下りていった指が、尻しりの狭はざ間まに滑すべり込んできた。あらぬところを探さぐられる感触にぎくりとする。そして、圭介は服の上から窄すぼまりのあたりを探ってきた。

「ここに入れるのってどうすればいい？」

「……ほ、本気なのか？」

「真咲さんの中に入りたい」

　欲よく情じようの滲む声こわ音ねに背筋が甘くおののく。そうなったときのことを考えただけで、体が震えた。頭よりも体が熱を求めている。

「───そこの引き出しから軟なん膏こう取ってこい」

　圭介に指示を出し、救急箱から傷の治ち療りようのために常備している代だい替たい品を取りに行かせた。無理にしたって、お互たがいに辛つらいだけだ。

　せっかく抱き合っているのだから、ちゃんと感じたい。

　専用のジェルやローションがあればいいのだが、家にはその類たぐいのものは置いていない。

　特定の相手とつき合っているときでも、自宅で行こう為いに及およぶことはなかった。大たい抵ていはホテルか、相手の家だった。

　去年までは寮りように入っていたし、いまの住まいも仕事場に近いため、職場の人間に性癖がバレるような危険は冒おかせない。市原の一件だけが、真咲の気の緩ゆるみが招いた失態だ。

「これでいい？」

「貸せ」

「どうすればいい？」

「準備するからちょっと待ってろ」

　初めてで、そんな場所を弄いじるのはさすがに抵てい抗こうがあるだろう。自分には経験者として導く義務がある。いまさら恥じらっても仕方ないと、自らベルトを緩めてズボンを脱ぬぎ捨てた。下着に手をかけたところで、圭介に止められた。

「待って、俺にやらせて。教えてもらえばちゃんとできる」

「……本気か？」

「全部自分でやりたい」

　圭介の声音からは固い意志が伝わってきた。こうと決めたら曲げることのない頑がん固こな性格は知っている。多少の気まずさはあったけれど、それもいまさらだ。

「じゃあ、これ使って慣らせ。そのままじゃキツいからな」

「わかった。下、脱がすよ」

「……っ」

　宣言されると余計に恥ずかしいのは何故なぜなのか。羞しゆう恥ちをごまかそうと、ぎゅっと固く目を閉じる。目を閉じていても、感覚で腰から腿もものあたりに下着を下ろされたのがわかった。

　熱を持ち、張り詰めて反り返った自身が露あらわになっているかと思うと、恥ずかしさで血液が沸ふつ騰とうしそうだった。

　包帯を巻いた足首に引っかからないように脱がされ、足を折り曲げられる。覚かく悟ごを決めて息を吞んだ直後、後ろにぬるりとしたものを塗ぬりつけられた。

「……っ、ん」

　べたべたになるほど、ワセリンをたっぷり使ったようだ。

　必要以上の滑ぬめりに吐と息いきが零こぼれてしまう。それなのに、圭介はぬるぬると入り口を撫なでるばかりで、なかなか中に入ってこようとしない。

「真咲さん、指入れても平気？」

「アホか、入れなきゃ始まんねーだろ」

　腰が退ひけているのを隠かくすため、虚きよ勢せいを張る。しかし、内心では狼狽うろたえまくっていた。

「入れるよ」

「ん……っ」

　圭介の指先が入ってくる。異物の侵しん入にゆうに、真咲のそこはぎゅっと固く締しまった。それでも、油分を纏まとった指はすんなりと奥まで入っていく。

「すごい、吞み込まれてく。絡からみついてきてるのわかる？」

「ばっ……だ、黙だまってやれ───っあ！」

　未知の体験に驚おどろきを感じるのは仕方ないが、いちいち感想を云いわれるのは居たたまれない。圭介は真咲の体を探るべく、ゆっくりと中を搔かき回まわす。

「う、あ……っ」

「痛くない？」

「大だい丈じよう夫ぶ、だ……」

　浅い呼吸を嚙み殺しながら、違い和わ感かんをやりすごす。

　遠えん慮りよがちな指の動きがもどかしい。もっと、乱暴にされても壊こわれたりはしないのに、圭介は慎しん重ちように真咲の体を探る。

「んっ……もっと、動かせ……っそんなんじゃ、入んねーよ」

「こう？」

「あっ、ぁ、ゆっくり……っ、ああっ」

　長い指が内ない壁へきを擦こすり、搔き回す。刺激を受けた粘ねん膜まくは、小刻みにひくつきながら指を締めつけた。

「ここ、感じる？」

「あっ…!?」

　真咲の敏感な場所を探り当てた圭介は、嬉うれしそうに笑った。

「あ、や、そこばっか、いじんな……っ」

　コツを覚えてきたのか、圭介は真咲の中を丹たん念ねんに探る。べたつくほどに使われたワセリンが体温に溶け、指が動くたびにくちくちと濡れた音が聞こえてきた。

「柔やわらかくなってきた。もっと指入りそう」

　圭介はそう独りごち、一度指を引き抜いた。そして、すぐに揃そろえた指を奥まで押し込み、抜き差しを始める。

「あ、は……っ、そこ、んんっ」

「ここ？」

「あ……っ!?」

　次々に弱点を探り当てられる。真咲は圭介の指だけで息も絶え絶えになった。

　内壁を強く指で押し込まれるたびに、全身に甘い痺れが走り抜け、水から上がった魚のように体が跳ねてしまう。

「すごい、絡みついてるみたい」

「ひぁ…っ、あ、も、いい、圭介……っ」

「でも、もう少し慣らしたほうが───」

　内壁の粘膜は物欲しげにひくついている。早く、硬かたくて熱いもので擦って欲しい。真咲の体はもっと確かな刺し激げきを求めていた。

「いいから、とっとと突つっ込め……っ」

　色気の欠片かけらもない催さい促そくに、圭介は「わかった」と真顔で頷うなずいた。そして、セーターとインナーを脱ぎ捨て、ジーンズのウエストを寛くつろげる。

　ほどよく締まった体は熱を持って汗あせばみ、押し下げた下着の中から取り出された欲よく望ぼうは凶きよう暴ぼうにいきり立っていた。

「……っ」

　力強く反り返っているそれを見て喉のどを鳴らしてしまったのは、はしたなかったかもしれない。圭介は自身にもたっぷりワセリンを塗りつけ、自ら解ほぐした場所へと宛あてがった。

「あっ」

　思った以上に、先せん端たんはすんなりと入ってきた。圧あつ迫ぱく感かんはすごいけれど、覚悟していたような痛みはなく、真咲の体は圭介を素す直なおに受け入れた。

　圭介と繫つながり合っているという事実に興奮する。ガチガチに張り詰つめた屹きつ立りつは、圭介が真咲に欲情している証しよう拠こだ。

「奥まで入れても大丈夫？」

「いいから、早く……っあ！」

　掠かすれた声で急せかすと、力任せに最奥を突き上げられた。内臓が押し上げられているような錯さつ覚かくに陥おちいり、一いつ瞬しゆん息が止まる。

「全部、入った。すごい、根本まで吞のみ込んでる」

「バカ、云わなくて、いい……っ」

　わざわざ実じつ況きようされなくても、下か肢しが隙すき間まなく密着しているのは感かん触しよくでわかる。咥くわえ込んだ圭介の欲望はいまにも弾はじけそうなほど張り詰めていた。

　体の内側で感じる塊かたまりは焼け爛ただれてしまいそうに熱く、激しく脈打っている。凶暴という表現が相応ふさわしい猛たけ々だけしさに意識が集中し、体が勝手に締めつけてしまう。

「キツくない？」

「……平気だ」

　キツいし苦しいけれど、好きな人と一つになれたことが何より嬉しかった。

「真咲さんの中、すごく熱くて気持ちいい」

「ばっ……」

　熱に浮うかされたような掠れた声で告げられ、ぶわっと顔が熱くなる。余計に意識してしまい、中のものを締めつけてしまった。

「真咲さんは？」

「いちいち訊きくな……っ」

　素直にいいと云えないのは照れ隠しだった。ドクドクと脈打つ屹立を体の内側で感じているだけで、どうにかなってしまいそうだ。

「もうヤバい。動いてもいい？」

　欲よく情じようし掠れた声で問われ、ぞくぞくと背筋が震ふるえる。

「……っ、だから、好きにしろって、云ってんだろ……っ」

　そこまで指導するのは気き恥はずかしい。圭介だって男なのだから、この先どうすればいいかくらい本能でわかるだろう。

「わかった、好きにする」

「ぅあ……っ！」

　奥を強く突き上げられ、甘ったるく濡ぬれた声が押し出された。好きにするという宣言どおり、圭介は欲望に任せて乱暴に腰こしを使う。

　直じかに触ふれ合った粘膜が擦こすれ合う感触が、言葉にならないほどの快感を生む。

「待っ、やっぱ、ゆっくり……っ」

　激しく揺ゆさぶられ、感覚がついていかない。

「ごめん、無理。もう止まらない」

「あっ、あ、あ……っ」

　繰くり返される抽ちゆう挿そうに、甘ったるく濡れた声を零こぼす。

　自分のものとは思えない嬌きよう声せいを堪こらえようとするけれど、理性を快感が凌りよう駕がする。いままで、こんなふうに乱れたことは一度もなかった。

（何で、こんな───）

　噓うそみたいに気持ちいい。繫がり合った場所から蕩とろけ落ちてしまいそうなほどだった。

「ぁあっ、あっ、あ！」

　自らも腰を揺らし、与あたえられる律動を追う。反り返った屹立が相手の腹部に擦れるのも気持ちがよかった。

「や、あ……っ、圭介……っ、だめ、もう……っ」

　圭介はベッドの上で泳ぐ真咲の腰を摑つかみ、自分の体へと引き寄せるようにして深く穿うがつ。その衝しよう撃げきで、真咲は一人欲望を爆はぜさせてしまった。

「ぁ、あ───」

　衝しよう動どうを抑おさえ込むことができず、自身を震わせながら派手に白はく濁だくを散らす。快感の余よ韻いんに下腹部が小刻みに痙けい攣れんする。

　呆あつ気けなく終わりを迎むかえた自分が恥はずかしい。腰が浮き上がり、圭介の腿ももに乗り上がった体勢ではどこにも隠かくれることはできず、両りよう腕うでで顔を覆おおうのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……だから、ゆっくりって……」

「別に恥ずかしがらなくても。気持ちよかったってことだよね？」

「……っ」

　事実だが、もう少しオブラートに包んだ物もの云いいをしてもらいたい。

「イッたばっかなのに、まだこんなだ」

　圭介は真咲が吐はき出した体液を指で掬すくい、張り詰めたままの屹立に塗ぬりつけてくる。

「ばっ、エロいことすんな……！」

　卑ひ猥わいな光景に、真咲の頭の中が沸ふつ騰とうする。濡れた指で上下に扱しごかれ、白濁が溢あふれる先端を爪つめの先で引っかかれると、また限界がすぐそこに迫せまってきた。

「エロいことしてる真っ最中に云われても」

　圭介は肩かたを震わせて小さく笑った。過か敏びんになった神経は、笑いの振しん動どうにさえぞくぞくと感じてしまう。

「俺だって、まだこんなだし」

「あっ……！」

　ガチガチに張り詰めた屹立で、奥を強く突き上げられる。内ない壁へきを抉えぐるように穿たれた瞬しゆん間かん、悲鳴じみた声が上がった。

「さっきよりもキツくなってる」

「だって───あ、あっ……あ!?」

　一度果てた真咲も、荒あら々あらしく追い上げられ、再び高まっていく。

　抜ぬき差しが深くなり、粘ねん膜まく同士の摩ま擦さつが大きくなる。めちゃくちゃに搔かき回まわされ、すぐに理性など霧む散さんし、頭のてっぺんから爪つま先さきまで快感に溺おぼれるしかない。

　休みなく繰り返される抽挿に、ただひたすらに喘あえぐばかりだった。　>>>♥

「はっ、ぁ、あ……っ」

「中に出したい」

　もう限界が近いのだろう。圭介は息を切らせ、掠れた声で訴うつたえてくる。その甘え混じりの囁ささやきに、鼓こ膜まくが蕩けてしまいそうだった。真咲は首に回した手に力を込めて引き寄せると、虚きよを衝つかれた顔の圭介に初めて自分から口づけた。

「……っ」

　経験値の差を見せつけるかのように殊こと更さら荒あら々あらしく貪むさぼってやったあと、吐と息いきが絡からむ距きよ離りで羞しゆう恥ちを堪えて小さく告げた。

「───俺も、欲しい」

「!?」

　意い趣しゆ返しは成功したらしい。真咲の囁きは、圭介から理性の欠片かけらを消し去った。しかし、それは諸もろ刃はの剣つるぎとして自分をも追い詰める。

　リミッターが外れた圭介は、ガンガンと乱暴に腰を動かし、獣けもののように真咲を翻ほん弄ろうした。その激しさに振ふり落とされまいと、汗の滴したたる背中に爪を立ててしがみつく。

「ぁあっ、あっあ、あ……！」

「真咲……っ」

「あ───!?」

　一ひと際きわキツく穿たれるのと同時に名前を呼ばれ、二度目の絶頂を迎えた。熱いきり立った屹立を、真咲の体は絡みつくように締しめつける。

　真咲のあとを追うようにして、圭介は深く貫つらぬいた真咲の体の奥に欲よく望ぼうを爆ぜさせた。

「……いまの、ずるい、だろ」

　上がりきった呼吸を落ち着けながら、苦情を告げる。

「何がですか？」

「もういい。何でもねーよ」

　不意打ちの呼び捨てにイカされたなんて云ったら、自ら弱みを見せるようなものだ。悔くやしさを覚えながらも、どさりと落ちてきた汗あせばんだ体を抱だきしめる。

　罪悪感が消え去ったわけではない。けれど、いまはこの幸せを嚙かみしめておこうと、真咲はそっと目を閉じた。
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「…………」

　圭介を取り囲む後こう輩はいは皆みな、目に涙なみだを浮うかべていた。さぞ、別れが惜おしいのだろう。後輩に慕したわれている様子は微笑ほほえましいものだが、真咲の顔はつい引き攣つってしまう。

（くそ、俺の圭介に触さわるんじゃねーよ。いつまでひっついてんだ、あいつ）

　ただの後輩に妬やくなんて大人げないとわかっていても、どうしても気持ちがささくれ立ってしまうのだ。

　ただでさえ学生だらけで場ば違ちがいなのに、この顔で不ふ機き嫌げんにしていたら浮いてしまう。まあ、居い心地ごこちが悪いのは、スーツのせいもあるだろう。

　今日は、圭介の高校の卒業式だ。話の流れで見に来る約束をしてしまったため、こうして着慣れないスーツを身に着け参列した。

　スーツなんて柄がらでもないが、両親と落ち合うために帰った実家で着き替がえさせられた。成人式の祝いすら断った真咲を着き飾かざるチャンスをずっと待っていたと、継は母はがやたらと張り切っていたのだ。サイズは誂あつらえたようにぴったりだった。

　七五三のようで恥ずかしかったけれど、ネクタイを締めてくれた父が嬉うれしそうにしていたので、これも親孝行のようなものだと諦あきらめた。

　自分の卒業式ではあまり感かん慨がいもなかったけれど、答辞を読む圭介の立派な姿に感動してこっそり涙ぐんでしまった。中学のときとは違ちがう詰つめ襟えりの制服姿も新しん鮮せんで、ときめいてしまったことも内ない緒しよだ。

（……カッコいいよな）

　あの人の輪の真ん中にいるのが、自分の弟で、恋こい人びとだなんて未いまだに信じられない。夢を見ているような気分だ。

　部屋探しの結果、圭介に押し切られて二人で住むことになった。

　真咲の部屋の契けい約やく更こう新しん時期に合わせて引っ越こしをすることが決まっている。両親もそのほうが安心だと乗り気で、断りきれなかった。

　同居ではなく、同どう棲せいだということは絶対に知られるわけにはいかない。これまで以上に、圭介と一いつ緒しよにいるときの行動には気をつけなくてはならない。

「ごめん、待たせちゃって」

「圭介。もういいのか？」

　いつの間にか後輩たちの輪から抜け出してきた圭介が目の前にいた。

「いつまでも相手してたらキリがないんで。父さんたちは？」

「他ほかの保護者の人たちとお茶してくるってさ。あとで駅前で待ち合わせってことになった」

　夜は家族で卒業祝いに食事に行くことになっている。四人で食事に行くのも久しぶりのことだ。

「お前はどうすんだ？　友達と打ち上げ行ったりしないのか？」

　高校生だから飲みに行くわけにはいかないだろうが、みんなでカラオケに行ったりするものではないのだろうか。

「それはこの間やったから、このあとはフリーなんだ。父さんたちとの待ち合わせって何時？」

「六時だけど一いつ旦たん帰るか？」

「ちょっとつき合って欲しいんだけど───ていうか、何か怒おこってる？」

「な、何で俺が」

　不意打ちの質問に狼狽うろたえる。

「だって、眉み間けんに皺しわが寄ってる」

「！」

　指し摘てきされた眉間を思わず手で押さえる。さっきの苛いら々いらが尾おを引いていたらしい。

「別に怒ってるわけじゃねーよ。ただ、ちょっと……」

「ただちょっと？」

　圭介は真咲の顔を覗のぞき込むようにして続きを待っている。

「お前の後輩どもに妬いてただけだ！　こんなこと云いわせんなバカ！」

　こんなことを白状させられるとは思いもしなかった。火ほ照てる顔を手で扇あおいでいたのだが、今度は圭介の様子がおかしくなっていた。

「……何だ、その顔」

　小難しい顔をして口元を手で押さえている。

「いや、ニヤけそうなのを我が慢まんしてて」

「は？」

「真咲さんが妬いてくれるなんて思わなくて。ごめん、顔直すから見ないでくれる」

　ヤキモチを妬いたくらいで喜ばれると、どうしていいかわからない。

「バカか、お前は。もう用がないなら俺は帰るぞ。いい加減、これを脱ぬぎたい」

　ネクタイに指をかけて緩ゆるめると、圭介は残念そうな顔をした。

「え、もう脱ぐの？　すごく似合ってるのに」

「無理に褒ほめなくていい。どうせ馬ま子ごにも衣い装しようとかってやつだろ」

「そんなことない、本当によく似合ってる。真しん剣けんに選んだ甲か斐いがあったな」

「───お前が選んだのか？」

「うん。絶対、真咲さんが着たらカッコいいと思って母さんを焚たきつけた」

「お前が主犯か……」

　やけに強ごう引いんに勧すすめられたのはそのせいだったのかと納なつ得とくした。継母にどうしてもと拝おがみ倒たおされたら真咲が拒こばめないことも織り込みずみの計画だったのだろう。

「卒業祝いに食事が終わるまでは着ててよ」

「アホか、そんなんじゃ卒業祝いになんねーだろ」

「じゃあ、帰って俺に脱がさせてくれる？」

「なっ……そんなのはダメだ！」

　圭介は顔を寄せて、とんでもないことをねだってくる。耳に吐と息いきがかかり、真咲は真っ赤になって飛び退のいた。

「何で？」

「ぬ、脱がすだけじゃすまないだろ！」

　周りには聞こえないよう小声で異議を申し立てると、圭介は思わせぶりな笑えみを浮かべた。

「当たり前だろ、子供の着替えじゃないんだから」

「……っ！」

　間ま違ちがいなく頭の中でエロいことを考えている。そういう顔だった。あまりに堂々と云われ、反論の言葉も出てこない。

「脱がすのはまた今度でもいいや。とりあえず行こうか」

「へ？　どこに？」

「デートに決まってるだろ」

「うわっ、ちょ、手！」

　圭介は真咲の手を引き、卒業生が溢あふれる校内を進んでいく。人前で手を繫つないでいる状じよう況きように狼狽える真咲を、圭介は無む邪じや気きな笑みで振ふり返った。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれも見てないよ」

　そう云って、真咲の手を強く握にぎりしめてくる。大人と子供の顔を使い分ける圭介にため息をつきつつ、真咲も握られた手に力を込めた。
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　目を覚ますと、空が白み始めていた。起きて机に向かわなければと思いかけ、受験はとうに終わっていると思い出す。

　すでに新生活も始まっているというのに、未いまだに早起きの癖くせが抜ぬけない。夜よ更ふかしをするよりも早朝のほうが勉強の効率がよかったこともあり、高校三年になった頃ころに生活パターンを変えたのだ。

　寝ね起おきがいいぶん、圭けい介すけの眠ねむりは浅い。二に度ど寝ねをするには難しいほど、すでに目が冴さえてしまっていた。いっそジョギングにでも行ってこようかと思いかけたそのとき、隣となりで眠っていた真ま咲さきが寝ね返がえりを打った。

「……ん……」

　肌はだ寒ざむいのか、体を小さくして圭介の懐ふところに潜もぐり込んでくる。春先と云いっても、夜明けはまだ少し冷え込む。圭介は上うわ掛がけを肩かた口ぐちまで引き上げた。

　安心しきったその寝ね顔がおに、圭介は思わず相好を崩くずす。早起きしなければ、真咲のこんな顔は見られなかっただろう。身についた習慣に感謝しつつ、真咲の丸い額に唇くちびるを押し当てた。

　そっと真咲の髪かみを指で梳すく。前まえ髪がみが鬱うつ陶とうしいと云いつつ伸のばしたままでいるのは、髪かみ質しつが硬かたいせいで短くするとまとまりがつかなくなるからだそうだ。いっそ丸まる刈がりにしたいと云い出したときは、全力で止めた。

　頭の形がよく顔立ちも整っているため、どんな髪かみ型がたでも似合うだろうが、このさらさらの髪に触ふれられなくなるのは勿もつ体たいない。

　やがて、髪に触れているだけでは飽あき足らなくなり、耳の後ろの生はえ際ぎわや日に焼けた項うなじを指でなぞる。そして、そのまままっすぐ伸びた背筋を撫なで下ろした。興が乗ってきた圭介は、Ｔシャツの裾すそから指を忍しのばせ、真咲の脇わき腹ばらを突つつく。

　腰こしに触れられたのがくすぐったかったのか、真咲は微かすかに顔を顰しかめて身み動じろいだ。圭介は一いつ旦たん手を止め、様子を見る。真咲が起きていないことを確かく認にんしてから、イタズラを再開した。

　ハーフパンツ越ごしにするりと尻しりの丸みを撫で、その狭はざ間まに指先を押し込むと、寝ね息いきに甘い吐息が混ざる。罪悪感を抱いだきつつも、手を止められない。

（こんなことしてるのバレたら怒おこられるだろうな）

　眠っている間に好き勝手していたなんて知られたら、ただではすまないだろう。

　こうして素す直なおに腕うでの中にいてくれるだけで充じゆう分ぶんすぎるほど幸せなのに、それ以上を求めてしまうあたり、人間は贅ぜい沢たくにできている。

　真咲と初めて会ったのは、家族になる前の顔合わせの食事の席だ。

　長い間、独り身のまま自分を育ててくれた母が、散々躊躇ためらった末に結けつ婚こんしたい相手がいるから紹しよう介かいしたいと告げた日のことをよく覚えている。

　すでに母親を独ひとり占じめしたい年とし頃ごろではなかったし、ずっと一人で頑がん張ばってきた彼女を支えてくれる人がいるならと再さい婚こんは大だい歓かん迎げいだった。話を聞く限り、人のよさそうな男性だったし、仕事もちゃんとしている。

　ただ一つ、歳の近い息子むすこがいるということだけは圭介にとっての懸けん案あん事じ項こうだった。

　幼いうちならともかく、思春期の男同士がある日突とつ然ぜん兄弟になったと云われてもそう簡単に行くとは思えなかったからだ。

　継ち父ちとなる人のよさそうな男性に連れられてきた真咲は、不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。視線を感じるのにそちらを向けば目が合わず、まるで人慣れしていない野の良ら猫ねこのようだった。

　中学生のわりにませた子供だった圭介は、機き嫌げんの悪さを隠かくしきれていない真咲の様子に、年上の癖に大人げないなと冷めた印象を持った。けれど、それはすぐに覆くつがえされた。

　圭介が笑え顔がおで「よろしくお願いします」と握あく手しゆを求めると、一いつ瞬しゆんで表情が変わった。まるで曇くもっていた空が一気に晴れ渡わたるときのように明るくなった。その様子に、真咲も不安だったのだとわかった。

　多分、その青空のような真咲の笑顔を見た瞬しゆん間かんに生まれて初めての恋こいに落ちたのだと思う。

　最初は怯おびえた野良猫のようだったくせに、一いつ生しよう懸けん命めい『兄』として振る舞まおうとする姿が微笑ほほえましくて、どんどん好きになっていった。

　だが、初めから真咲に対する気持ちが恋れん愛あいのそれだと気づいていたわけではない。自分の感情の正体に気づいたのは、皮肉にも当時できたばかりの彼女の存在がきっかけだった。

　彼女とは告白されて一度は断ったものの、試ためしに一ひと月つきつき合ってみて欲しいと押し切られて始まった交こう際さいだった。登下校で待ち合わせたり、圭介の部屋で一いつ緒しよに勉強したり───そんな健全なつき合いをしていたけれど、普ふ通つうの友人関係との違ちがいが見み出いだせなかった。

　二人でいてもドキドキしないし、年相応の欲よく望ぼうを抱くこともなかったのに、真咲に対しては信じられないほど胸が高鳴った。

　その肌はだに触れたくて堪たまらなくなり、兄弟のスキンシップを装って抱きついたりもした。しまいには、強ごう引いんに組み敷しく夢まで見るようになった。

　先入観が邪じや魔まをして、すぐにはわからなかったけれど、やがて、真咲への好意が『恋愛』のそれだと認めざるを得なくなった。

　その彼女とは、すぐに別れた。本当に好きな人ができた以上、仮の関係を続けるわけにはいかない。中ちゆう途と半はん端ぱにいい顔をするのはよくないし、真咲への恋が実ることのないものだとしてもせめて誠実でいたかった。

（あの頃は俺も青かったよな）

　初めて好きになった相手が自分と同じ男で、義理の兄だということはわかっていたけれど、好きだという気持ちは理性ではどうしようもなかった。

　家族として傍そばにいられるだけでいい───そんなふうに自分に云い聞かせているうちに、真咲が家を出ると云い出した。両親への相談もなしに大学へ進学はせず就職し、会社の寮りように入ると決めてきたのだ。

　自分の気持ちがバレたせいで家に居づらくなったのではないかと不安に思ったりもしたけれど、実際は真咲の気持ちの問題だったらしい。

　お互たがいに同じような想おもいを抱いていたなんて、そのときは想像もしていなかった。気持ちが通じ合うまで遠回りをしてしまったけれど、いまさら悔くやんでもどうしようもない。むしろ、それだけの時間が必要だったのだといまは納なつ得とくしている。

　中学生の頃の自分はまだまだ世界が限られていたし、視野も狭せまかった。

　いまでさえ世界の中心に真咲がいるのに、当時、両想いだとわかっていたらどんな暴走をしていたかわからない。

　いまだって完全に自制が利きいているとは云いがたいが、歳を重ねてある程度はブレーキをかけられるようになった。多分、そのはずだ。

　真咲が家を出たあと、会社の寮まで行ってみたことがある。真咲の姿は見つけたけれど、そのときは声をかけられなかった。自分の気持ちがバレて避さけられているのだろうと思っていたし、拒きよ絶ぜつされたらと思うと怖こわかったのだ。

　だから、部屋探しと称しようして真咲の元を訪おとずれたのは賭かけのようなものだった。母に連れん絡らくしてもらったのは、そうすれば真咲が断れないとわかっていたからだ。卑ひ怯きような手ではあったけれど、背に腹は替かえられない。

　正直云って、賭けだった。

　今回、はっきりと拒きよ否ひされたら、もうこの気持ちは封ふう印いんしようと決めていた。その代わり、少しでも望みが持てるなら全力を尽つくすつもりだった。

（まさか、あんな場面に出くわすとはな……）

　真咲の恋こい人びとが男だったことは、あまり驚おどろかなかった。薄うす々うすそんな気はしていたし、むしろチャンスが増えたと思った。

　もちろん、真咲に縋すがりついていたあの男には腹立たしさを感じたが、簡単に追い払はらえたし、云いつけどおり顔を見せていないのでとくに気にしていない。

　混乱し、圭介を追い払おうとする真咲の傍にいるためにむちゃくちゃな提案をしたけれど、結果的に上手うまく行ったのだから問題ない。あのときは本当に必死だった。

「……っ、ん……」

　鼻にかかった甘い声に思考を断たち切られる。指に力を入れすぎたようだ。

（そろそろ、やめといたほうがいいかもな）

　欲望に任せて真咲の体を探さぐっていたけれど、少々イタズラがすぎたかもしれない。まだ眠りから目覚めてはいないが、眉み間けんの皺しわが深くなっている。

「……う……」

　寝ねている間の所業がバレると厄やつ介かいだ。圭介は素知らぬふりで手を引っ込め、狸たぬき寝ね入いりを決め込んだ。薄うす目めを開けて真咲の様子を窺うかがっていると、ゆっくりと目ま蓋ぶたが持ち上がる。重たそうな瞬まばたきのあと、徐じよ々じよに覚かく醒せいしてきた。

　真咲の寝ね起おきはあまりよくない。大たい抵てい、ぼーっとしながら身み支じ度たくを調ととのえ、少しずつ意識をはっきりさせていく。いまもしばらくはぼんやりとしていたが、やがて、自分が圭介の腕の中にいると悟さとり、狼狽うろたえ出した。

　目を泳がせている様子が可愛かわいくて堪らなかったけれど、必死にニヤけそうになる顔を引き締しめた。どうにかして腕の中から逃のがれたいらしいのだが、眠ねむっている圭介を起こしたくないらしく、四苦八苦している。

「真咲さん？」

「……っ、け、圭介……」

　そっと名前を呼ぶと、真咲は飛び上がらんばかりに驚いた。腕から抜ぬけ出す前に圭介を起こしてしまったと思ったのだろう。

「まだ起きるには早いよ。もう少し寝てたら？」

　寝ね惚ぼけたふりで抱だき寄せると、真咲は体を硬くした。調子に乗ってこめかみにキスすると、ひゅっと喉のどを鳴らして息を吞のむ。どうやら、意識よりも体のほうが先に目覚めてしまっているらしい。さりげなく足で探ると、真咲の欲望は自己主張を始めていた。

（まあ、あれだけイタズラされてたら当然だよな）

　腰こしを抱かかえ込んだまま、股こ間かんを腿ももで刺し激げきする。逃にげ場のない真咲は、さらに四し肢しを強こわ張ばらせた。

「いや、あの、これはその……っ」

　真咲は自らの体の変化を、朝の生理現象だと思っているようだ。圭介は罪悪感に胸を痛ませながらも、自分の犯行がバレなかったことに胸むねを撫なで下ろす。

「このままじゃ眠れないか。一回抜いとく？」

「じ、自分でできる」

　トイレにでも行くつもりなのか起き上がろうとする真咲を強く抱き寄せ、腕うでの中に引き戻もどして耳元で囁ささやく。

「俺がいるのに？」

「……っ」

　ぶわっと一気に耳まで赤く染まった。可愛い反応を見せる真咲をさらに追い詰つめる。

「それとも自分でしてるとこ見せてくれるってこと？」

「そっ……そんなわけないだろ……！」

　真っ赤になっている真咲を見ながら、それも悪くないと妄もう想そうする。しかし、最後まで手を出さずに見ていられる自信はまったくない。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ終わる」

「おわっ」

　圭介は問答無用で真咲を押し倒たおし、足を膝ひざで割る。そして、膝ひざ頭がしらを股間に押しつけた。自己主張し始めていたそこをぐりぐりと刺激すると、真咲のそこはさらに硬かたくなった。

「ちょ、こら、あっ……」

「ちょっとだけだから」

　ハーフパンツの裾すそから手を潜もぐり込ませて、太ふと腿ももを撫で上げる。

　真咲の体はどこもかしこも、筋肉がほどよくついている。肉体労働の成果だろう。張り詰めた肌は触さわり心地ごこちがよく、ついついしつこくしてしまう原因の一つだった。

「ちょっとじゃすまないくせに……っ」

「それは真咲さん次し第だいじゃない？」

「なっ───」　>>>♥

　耳元で囁くと、真咲は声を詰まらせた。責任転てん嫁かしただけだったが、真咲にも思いあたるところがあったようだ。顔を赤らめたまま、口をぱくぱくとさせている。

　ピンク色に染まった耳みみ朶たぶに歯を立てると、びくっと大きく体が跳はねた。

「時間ならまだたっぷりあるから大丈夫」

　そのまま首筋に唇くちびるを滑すべらせる。結局、いつものアラームが鳴るまで、真咲の体をいいようにしたのだった。










　二人の新居への引っ越こしは、五月の連休に予定している。

　一いつ緒しよに住もうと切り出したのは圭介だ。そのほうがお互いの家賃負担を減らせるし、助け合って生活できる。そして、真咲と二人なら両親も安心だからと強く推おした。ずっと渋しぶっていたけれど、最後には折れてくれた。

　入居が新学期とズレたのは、真咲の部屋の契けい約やく更こう新しん時期に合わせたからだ。だから、いまは真咲の部屋に置いてもらっている。基本的に真咲の朝は早いし、お互い同じ部屋で寝られれば問題ない。

　新しく契けい約やくしたのは、ここよりも少し駅に近い２ＤＫの部屋だ。寝しん室しつは一つでいいと云いったのだが、絶対に二部屋必要だという真咲の主張に従った。内心ではがっかりしていたけれど、贅ぜい沢たくは云えない。

　週末は家具やインテリアを揃そろえるため、二人であちこち見て回っている。まるで新しん婚こん生活の準備のようで楽しいが、浮うかれすぎてしまいそうになる自分を抑おさえるのに必死だった。

　弁当を二つ作り終えたところで、真咲がシャワーから上がってきた。

「今日の予定は？」

「六限目まで講義で、そのあとバイトの面接があるけど、それが終わったらすぐ帰ってくる」

　連休明けからアルバイトを始めようと思っている。小こ遣づかいくらい自分で稼かせぎたいし、社会勉強もしておきたかった。

　今夜の夕飯は何にしようと頭の隅すみで考えていた圭介は、ふと真咲が深刻そうな顔をしていることに気がついた。

「真咲さん？」

「……ずっと気になってたんだが、友達と出かけたりしないのか？　飲み会だって初めの頃ころに一回行ったきりだろ」

　この歳になって、友達ができたかどうか心配されるとは思わなかった。思わず笑いそうになったけれど、真咲が真しん剣けんな顔をしているので口元を引き締めた。

「予備校で一緒だったやつもいるし、新しい友達もできたから心配しなくても大丈夫だよ。あんまりコンパとか好きじゃないし、そんな時間があるなら真咲さんと過ごしたい」

「俺ばっかでどうするんだ。これから四年大学で過ごすんだ。もっと馴な染じんだほうがよくないか？　遊びに誘さそわれないわけじゃないんだろ？」

　真咲は自分が圭介の世界を狭せばめているのではないかと危き惧ぐしているようだった。心配しなくても、それなりにつき合いはある。合コンばかりに精を出しているようなタイプからは距きよ離りを置いているだけだ。

　圭介は真咲が思っているほど世慣れていないわけではない。小さい頃からの特技は猫ねこを被かぶることだ。ずっと優等生の仮面をつけていたのは、そのほうが世よ渡わたりしやすいと気づいたからだ。

　本来の圭介は一人でいるほうが好きだし、遊び仲間が多いよりも心の許せる友人が数人いてくれたほうが有意義だと思う。

　───が、真咲の心配はそういう理り屈くつとは別のところにあるのだろう。

（どう云えば安心させられるんだろうな……）

　恋こい人びと同士にはなったけれど、真咲の中にはまだ保護者の意識が残っている。好きになったことへの罪悪感も拭ぬぐいきれてはいないようだ。罪の意識を覚える必要なんてない。もし自分たちの関係が罪だと云うなら、圭介にも同じく非があるはずだ。

　だけど、いまそれを云っても受け入れてはくれないだろう。真咲の頑がん固こさはよく知っている。

「真咲さんがそう云うなら、次に誘われたら行ってくる」

　色んな言葉を吞み込んでそう云った。できることなら一秒でも長く、真咲と一緒にいたい。けれど、そうすることで不安にさせてしまうなら我が慢まんするべきだろう。

「うん、それがいい。そうしとけ」

　圭介の答えに真咲はほっとした顔になったけれど、圭介自身は複雑な気分だった。

（真咲さんはそんなに一緒にいたいわけじゃないってことだよな……）

　好きだと云ってもらいはしたけれど、あれは圭介が無む理り矢や理り云わせた感もある。情を盾たてに押し切った後ろめたさが自分の中に残っていた。

　真咲の真意がどこにあるのかは、真咲にしかわからない。

　相手の心の中が覗のぞけたら、こんなふうに不安にならずにすむのだろうか。圭介は密ひそかにため息をついた。










　午前の講義を終えた圭介は、昼食を摂とるために落ち着ける場所を探した。講師に質問をしていたら出で遅おくれてしまい、よく使っているベンチが今日は埋うまってしまっていた。

　他ほかの場所を探そうと踵きびすを返したそのとき、誰だれかに名前を呼ばれた。

「西さい条じようくーん」

　振ふり返ると、ベンチに座っていた女子学生二人が圭介に手を振っていた。名前は思い出せないが、彼女たちも新しん歓かんコンパに出ていた新入生だったはずだ。

　微び妙みような距離だったため、手を振り返して立ち去るのも難しく、やむなく足を止めた。

「いま、空き時間？」

「うん。学食込んでたから、ここでお昼食べてたの。西条くんはお昼これから？」

「俺も座るところ探してて」

「あっ、じゃあここ座ったら？」

「いいの？　これから誰か来るんじゃ？」

「あ、別に場所取りしてたわけじゃないから大丈夫。荷物すぐどかすね！」

　一人でゆっくり弁当を食べたかったけれど、わざわざ空けてもらった席を断るのも申し訳ない。食事の間だけ座らせてもらおうと、彼女たちの隣となりに腰こしを下ろした。

「ありがとう、助かった」

　笑え顔がおで礼を云うと、二人はうっすらと頰ほおを染めた。自分の顔がそこそこいいほうだと気づいたのは高校に入ってからのことだ。

　中学は地元の小学校からの進学がほとんどで、ある意味幼なじみのような感覚でいたけれど、少し離はなれたところにある男子校に進学してから急にモテるようになった。通学の途と中ちゆうで何度もメールアドレスを渡わたされたり、バレンタインデーにはチョコももらった。

　もちろん、何があろうと真咲への気持ちが揺ゆらぐことはなかった。もしかしたら、恋人を作ることに必死な同級生たちのようにがつがつしていないところが、彼女たちには安心だったのかもしれない。

「西条くん、眼鏡かけてるの珍めずらしいね。目悪かったんだ？」

「普ふ段だんはコンタクトなんだ。今日は寝ね坊ぼうして」

　本当の理由は寝坊ではない。アラームが鳴ったあとも真咲を手放せなくて、仕し度たくの時間が減ってしまったからだ。眼鏡のままだということに家を出てから気づいたけれど、面めん倒どうでそのまま来てしまったのだ。

　圭介が眼鏡からコンタクトに変えたのにも理由がある。大学生になり、服装を気き遣づかうようになっただけだと真咲には思われているけれど、それは表向きの理由だ。

（セックスの最中に眼鏡だと邪じや魔まだから、なんて云ったら呆あきれられるだろうな）

　むしろ、怒おこられるかもしれない。邪魔なら外せばいいと云われるだろうが、それでは真咲のことがよく見えない。照れ屋の彼にそんなことを云えば、余計に恥はずかしがるに決まっている。

「西条くんが寝坊なんかするなんて意外かも」

「ねー。でも、眼鏡も似合ってるよ」

「そうかな」

　相あい槌づちを打ちながら、弁当を取り出す。毎日、弁当を作っているのは真咲の栄養面のためというのもあるけれど、できるだけ越お智ちと一緒に昼食を食べに行かないでもらえたらという嫉しつ妬と心のほうが大きいかもしれない。

　我ながら狭きよう量りようだと思うが、あの越智という男はどうもいけ好かないのだ。弁当作りはまったく苦ではないし、節約にもなることもあり、いまのところ毎日欠かしたことはない。

「わあ、お弁当美味おいしそうだね。お母さんが作ってるの？」

「いや、自分で作ってる」

「ホントに？　すごーい、私全然料理できないから尊敬しちゃう」

「ねー、すごいよね。私も目玉焼きも上手うまく作れなくて、いつもスクランブルエッグになっちゃうんだよね」

　それはスクランブルエッグとは少し違ちがう代しろ物ものではないだろうかと思ったが、ツッコミは入れずにおいた。

「料理なんて慣れだよ。毎日やってたら、誰だって上手くなるだろうし」

「そうかなあ。あ、でも、西条くんに教えてもらったら料理上手になれそう」

「確かにそれいいかも！」

　彼女たちの提案を笑って受け流しながら、箸はしを往復させる。圭介の相槌がなくても、彼女たちのお喋しやべりは止とどまるところを知らなかった。

「そうだ、西条くんも今日の飲み会来るよね？」

「今日？」

「ほら、新歓のときに仲よくなった子たちでまた飲み会しようねって話になったでしょ？　話行ってない？」

「ああ、それ今日なんだ」

　しばらく前に誘さそいを受けた気はするが、その場で断ってしまった。

「もしかして、忘れてた？」

　行くつもりがなかったため記き憶おくに留とどめていなかっただけだが、曖あい昧まいに笑って返しておいた。

（どうしようかな、次の誘いは受けるって云いっちゃったし……）

　幹事には当日飛び入りでもいいとは云われている。積極的に参加したいわけではないけれど、行っておいたほうが真咲を安心させられるかもしれない。

「不参加の予定だったんだけど、少しだけなら顔出せるかも」

「ちょっとでも全然いいって！　西条くんいたほうが盛り上がるし」

「私ももっと西条くんともっと話したいなぁって思ってたから、来てくれたらすごく嬉うれしいな」

「じゃあ、幹事に云ってみる。じゃ、俺そろそろ行くよ」

　空になった弁当に蓋ふたをして包み直し、カバンに収めて立ち上がる。

「え、講義にはまだ早いよ？」

「図書館でレポートやっちゃいたいんだ。連休に持ち越こしたくないし」

　友達と無む為いに過ごす時間も悪くはないが、それは高校のときに充じゆう分ぶん楽しんだ。親に高い学費を出してもらっている以上、その元が取れるくらいは学びたい。空いている時間も有意義に使うべきだ。

「席空けてくれてありがとう」

　笑顔で軽く手を挙げ、圭介はその場を立ち去った。










　真咲に飲み会に出ると連れん絡らくしたら、楽しんでこいと快く送り出された。ゆっくりしてこいとも云われたけれど、小一時間ほどで退席してきた。

　今日の飲み会は他学部との合同になっており、かなりの人数の参加者がいた。飲み会と云っても酒が飲める年ねん齢れいではないため、目立たないように端はしのほうで盛り上がる面子メンツを興味深く眺ながめつつ、食べ物にばかり手を出していた。

　正直なところ、義務感で参加しただけだったのだが、話の合う新しい友人もできた。他学部の彼とはこういう席でもなければ知り合うことはなかっただろう。自分と同じようにつき合いで参加したらしく、てきとうなところで一いつ緒しよに抜ぬけてきてしまった。

「ただいま。───真咲さん？　まだ帰ってないのか？」

　合い鍵かぎで玄げん関かんを開け、いつものように声をかける。けれど、室内は暗いままで返事もなかった。珍しく帰りが遅おそいらしい。

　そういえば、昼に電話したときに「俺もたまには飲んでくるかな」と云っていた。同どう僚りようと飲んでいるなら、遅くなってもおかしくない。

　何もしないでいるのは落ち着かない。弁当の仕込みでもしていようと冷蔵庫の中の食材を確かく認にんしていて、途中で明日は土曜だということに気がついた。圭介は講義を入れていないし、真咲も休みだ。

「……落ち着きなさすぎだろ」

　いい大人なのだから心配する必要はないとわかっているけれど、どうしてもやきもきしてしまう。心配だからといって、電話やメールで居場所を確認するなんて束そく縛ばくするような真似まねはしたくないが無意識に携けい帯たい電話に手が伸のびそうになってしまう。

　こんなに気になってしまうのは越智と一緒にいる可能性が高いことも関係している。あいつにべたべた触さわられているかもしれないと思うと、苛いら立だちを抑おさえるのが難しい。

　彼を殊こと更さら意識してしまうのは、真咲と仲がいいからというだけではない。圭介にはないものをたくさん持っているせいもあるだろう。彼の鷹おう揚ようさや逞たくましさは、圭介のコンプレックスを刺し激げきする。

（俺もまだまだガキだよな）

　たかが帰りが遅いだけで苛いら々いらせず、もっと鷹揚に構えていられるようになりたい。自分ではずいぶんと大人になったつもりでいたけれど、真咲のこととなるとどうしても子供じみた部分が出てきてしまう。

「掃そう除じでもするか」

　こういうときは単純作業に限る。水回りの掃除でもしていようと風ふ呂ろ場ばに行き、ゴム手て袋ぶくろを装着していると、玄関から物音が聞こえてきた。慌あわてて手袋を外して顔を出すと、真咲が帰ってきたところだった。

「けーすけ、たらいまー」

　機き嫌げんはいいようだが、呂ろ律れつが回っていない。足あし下もとも覚おぼ束つかない様子だ。よく一人で帰ってこられたなと思いかけたそのとき、続いて越智が入ってきた。

　どうやら、越智は酔よい潰つぶれた真咲を送ってきてくれたらしい。

「圭介、もう帰ってたのか。今日は飲み会じゃなかったのか？」

「初めだけ顔を出して抜けてきました」

　どうして自分の行動を知っているのかと思いかけ、すぐにその答えに思い至る。真咲が話した以外に方法はない。

「何でもいいけど、いてくれて助かったよ。こんな状態のを一人にするわけにはいかねーからな。真咲、靴くつくらい脱ぬげよ」

「んー？」

　答えも覚束ないところを見ると、かなり酩めい酊ていしているようだ。一応、踵かかとで蹴けって靴を脱ごうとしているが上手くいっていない。真咲はそれなりにアルコールに強い体質のはずだ。一体、どれだけ飲んだのだろう。

「俺がやります」

　真咲の足下に屈かがみ、ヒモを解ほどく。片足ずつ上げさせ、脱がしたスニーカーを玄関に揃そろえて置いた。

「中まで運んでやろうか？」

「いい、自分で歩けるっ」

「危な……っ」

　越智の手を振ふり払はらった弾はずみに、圭介のほうへ倒たおれ込んできた。咄とつ嗟さに腕うでを差し出し、真咲の体を受け止める。

「何でこんなになるまで飲ませたんですか？」

　軽く腹が立ってキツい視線を向けると、越智は困った様子で肩かたを竦すくめた。

「俺が飲ませたわけじゃねーよ。今日は一人でぐいぐいいって、勝手に潰れたんだよ。何か嫌いやなことでもあったのかねえ」

「あなたが何かしたんじゃないんですか？」

「バカ云え、こいつの頭ん中はいまお前のことばっかだよ。毎日毎日毎日、圭介がどうしたこうしたってうるせーのなんのって。出来のいい弟が自じ慢まんなのはわかるけど、いい加減にして欲しいよ」

「!?」

　真咲が自分のいないところで自分の話をしていると知り、あろうことか越智に動どう揺ようした顔を見せてしまった。

「さっきだって、散々心配してたぞ。ちゃんと友達はできたかとか無理に酒は飲まされてないかとか。ああ、あとは誰だれかに持ち帰られたらどうしようっつってたな」

「真咲さんが？」

「痴ち話わゲンカなら俺を巻き込むのだけはやめてくれよ。じゃあ、あとはよろしくな。水だけはいっぱい飲ませとけ」

「……わかりました。兄がお世話になりました」

　越智が気に食わないのは、圭介の感情によるものだ。どんなにいけ好かない相手でも、厚こう意いには礼を尽つくすべきだ。

「俺、お前のそういうとこ好きだよ」

「あなたに好かれてもありがたくありません」

「わはは、そうだよな。ちゃんと戸と締じまりして寝ねろよ！」

　云われなくても、そうするつもりだ。越智が出ていったあとの玄関に施せ錠じようし、チェーンロックもかける。そして、真咲を抱かかえ上げ、寝しん室しつへと運んだ。

　一いつ旦たん寝ねかせたあと、水を汲くんで真咲の元へと戻もどる。

「けーすけ……？」

「水飲める？」

「ん」

　水の入ったグラスに口をつけさせるが、上手うまく飲ませることができず零こぼれて胸むな元もとが濡ぬれてしまう。何度かチャレンジしたけれど、グラスの半分を零したところで手段を変えることにした。

　圭介が自分自身で水を含ふくみ、真咲に口移しする。

「……ん……」

　喉のどは渇かわいていたようで、そうやって飲ませると大人しく嚥えん下かしてくれる。何度か繰くり返し、どうにかグラスを空にした。

「もっといる？」

「キスしたくなるから、いい」

「……っ」

　意外な発言に目を瞠みはる。酔っているせいで思考がだだ漏もれになっているようだ。

「なー、飲み会楽しかったか？」

「あ、ああ、普ふ通つうに楽しかったよ。新しい友達もできたし、真咲さんに云いわれて行ってみてよかった」

　やはりああいう席の雰ふん囲い気きは好きではないと改めて思ったけれど、話の合う相手に会えたことは収しゆう穫かくだった。楽しかったと云ったのは安心させようとしての発言だったけれど、真咲は何故なぜかむくれた顔をした。

「どうせ可愛かわいい女の子とかいたんだろ？　俺なんかと一いつ緒しよにいるよりずっと楽しいよな」

「そんなことない。ていうか、行けって云ったのは真咲さんだろ」

「そーだよ！　そうしたほうがいいと思ったから……。お前が裏切るような真似するわけないってわかってるけど、でも───」

　自分から云い出したことで不安になっているなんて本ほん末まつ転てん倒とうだ。しかし、それも圭介を想おもってのことだと思ったら苦く笑しようするしかなかった。

　もしかしたら、飲みすぎた原因もそこにあるのかもしれない。

「バカだな、真咲さんは」

「そうだよ！　俺は昔っからバカなんだよ！　バカだけどお前の足を引っ張るのだけは嫌なんだ……」

　じわりと涙なみだを滲にじませる目元に口づけを落とし、ネガティブな考えを否定する。

「真咲さんが足を引っ張ったりするわけないだろ？　俺が頑がん張ばれるのはあなたがいるからだ」

「俺……？」

　受験勉強を頑張れたのは、できるだけ真咲の近くに行くためだ。自分の中に要領がよく狡ずるい部分があるのはわかっている。それでも、だらけそうになるたびに気持ちを律せたのも好きな人に対して恥はずかしくない自分でいたかったからだ。

　真咲に相応ふさわしい男になりたい───それが圭介の目標だった。

「何で俺がいると頑張れるんだ？」

「『好きだから』じゃ答えにならない？」

　真咲は納なつ得とくがいっていない顔をしていた。もっと理り詰づめで説明したほうがいいだろうか。

「お前はさー、カッコいいし、頭いいし、すげー優やさしいし、何で俺なんかがいいんだ？」

「何、いきなり」

「いきなりじゃねーよ。ずっと気になってたんだからな！　眼鏡もコンタクトにするし、何なんだよもう」

「ええと、コンタクトにしないほうがよかったってこと？」

「だって、そんなことしたらお前がカッコいいのがみんなにバレちゃうだろ。それに俺は眼鏡かけてるほうが好きだし……」

　意外なことを聞かされ、内心動揺した。真咲は不満を口にしているつもりなのだろうが、圭介にしてみたら熱ねつ烈れつな告白をされているようなものだ。

「答えない気か？　何で俺なんだよ」

「難しい質問だから考えてた。性格も人ひと柄がらも見た目も体も全部好きだけど、何でって訊きかれたら真咲さんだからとしか云いようがない」

「それだけか？」

　真咲は圭介の答えでは満足いかないようだ。自分の言葉を信じられないのだろうかと思いかけたけれど、その瞳ひとみが不安に揺ゆれていることに気がついた。もしかしたら、真咲も自分と同じように自信が持てていないのかもしれない。

「…………」

「───最初に惹ひかれたのは笑え顔がおだよ。初めて会ったとき、俺に笑ってくれたろ？　あの瞬しゆん間かん、真咲さんを好きになったんだ」

「噓うそだ」

「噓じゃないって」

「じゃあ、夢だ。だって、俺と一緒だなんてそんな都合のいいことあるわけないだろ」

「一緒？」

「俺が、好きになったのと」

「じゃあ、真咲さんもあのときに───？」

　圭介を好きだという気持ちがバレないよう家を出たのだとは聞いていたけれど、きっかけやタイミングの話はしていなかった。

「仕方ねーだろ！　一ひと目め惚ぼれだったんだから……」

　照れるというよりは拗すねた表情をしている。素面しらふの真咲ではこんな反応は見られない。いつも頰ほおを赤くしている真咲の代わりに、今日は圭介のほうが顔から火を噴ふきそうになっていた。

　臆おく面めんもない言葉は云われたほうが恥ずかしいと、思い知らされた。

「俺ができるだけそういう目で見ないようにしてたのに、お前はやたらべたべたしてくるし、風ふ呂ろ上がりに無防備な格好してるし、すげー困ったんだからな」

　話はやや飛んだが、過去形の語り口に昔の話だとわかる。あの頃ころ、そこまで自分を意識してくれていたのだと知り、勿もつ体たいない気持ちになって思わず本音が零れた。

「手ぇ出せばよかったのに」

「そんなことできるか、バカ！　お前は中学生だったんだぞ」

　こんな形で真咲の本音を知ることができるとは思わなかった。つい顔がニヤけそうになってしまう。

「あんまり可愛いことばっかり云ってると襲おそうよ？」

「ヘンに気ィ遣つかわなくていい。襲いたかったら、何も云わずに襲ってるだろ」

　真咲は圭介の言葉をお世辞のようなものだと思っているらしい。

（自覚がないのも問題だな）

　真咲は圭介のことを基本的にはノンケだと思っているようだ。後ろめたさを感じているのは、そのせいもあるだろう。

　アイドルを見て客観的に可愛い容姿だと思うことはあっても、とくに感情が動くことはないし、欲よく情じようするのも真咲に対してだけだ。いまとなっては自分の性せい癖へきを確かく認にんすることは難しいけれど、圭介にとってはどうでもいいことだった。

「あのね、人がどれだけ我が慢まんしてるかわかってないだろ」

「何で、我慢なんかするんだよ」

「真咲さん」

　圭介は云い聞かせるように名前を呼ぶ。できることなら、酔よっ払ぱらっている人間につけ込みたくはない。理性をフル稼か働どうさせているというのに、真咲は無責任に煽あおってくるから困る。

「何だよ、俺じゃ勃たたないって？」

　真咲は圭介を押し倒たおし、体の上にのしかかってくる。逃にげ腰ごしの真咲に強ごう引いんに迫せまることが多いため、この体勢は初めてだった。

「そんなわけないだろ」

「あ、硬かたくなってきてる」

「真咲さん、どこ触さわってるんだよ」

　真咲は困り果てている圭介に顔を寄せ、熱に浮うかされたような眼まな差ざしで見つめてくる。そして、圭介の眼鏡を外し、手の届かないところに置いてしまった。

「なあ、我慢できない」

「……っ」

「したい」

　掠かすれた声こわ音ねに、背筋が震ふるえる。

「……もう知らないからな」

　圭介は一度ため息をつくと、必死に保っていた理性の箍たがを緩ゆるめたのだった。










　今夜の真咲は大だい胆たんだった。自分から圭介に跨またがり、ひたすら快感を享きよう受じゆしている。体中にキスしてきたあと、唇くちびるに嚙かみついた。

「んんっ、んぅ」

　溶とけ出してしまいそうなほどしつこく舌を絡からめ、お互たがいの唇を貪むさぼり合う。繫つながり合った下か肢しを揺すると、真咲の喉のどから鼻にかかった声が漏もれた。

「……っん、ん、ん……っ」

　いつもは引き気味の真咲だが、今日は圭介の頭を押さえ込み、自分から舌を捻ねじ込んでくる。荒あらっぽく搔かき回まわされ、意識が飛びそうになった。

「……っは、ちょっと待った」

「待てない。もっとする」

「まずはこっちをどうにかしてもらわないと」

「ぅあ……っ」

　腰こしを摑つかんで下から力強く突つき上げると、真咲は背中を撓しならせ、深く咥くわえ込んだ圭介の欲よく望ぼうを締しめつけた。

「このまま放置なんて云いわれたらおかしくなりそうだ」

「やっ、あ!?」　>>>♥

　真咲の返事を待たずに続けて穿うがつ。組み敷しかれている体勢はどうにもならないが、主導権だけは奪うばい返したかった。

「っあ、あっ、あ……！」

　深い場所を抉えぐるたびに体の支えに摑まっている圭介の腕うでに爪つめを立てた。

　引き締まった細い体はピンク色に染まり、汗あせを滴したたらせている。いつもは抑おさえ気味の嬌きよう声せいもセーブしきれておらず、律動に合わせて上うわ擦ずった高い声をひっきりなしに零こぼしていた。

　真咲の体はどこもかしこも敏びん感かんだが、今日は一ひと際きわ過か敏びんだった、軽く触ふれただけで体が跳はねる。

　こんなことになるならコンタクトをつけておけばよかったと後こう悔かいしたけれど、いまさら待ったもかけられない。

「あっ、ア、ぁあ……ッ」

　自ら腰を揺らし始めた真咲の昂ぶりに手を伸のばす。反り返ったそれは痛いほどに張り詰つめ、先せん端たんから体液を溢あふれさせていた。酔っているせいでイキにくいらしく、そのせいもあって快感は増していく一方のようだった。

　すでにジェルにまみれていた屹きつ立りつを擦ると、真咲の声が一層甘くなる。

「ひぁ…っ、あ、ダメ、ああっ」

「真咲さん、こういうときは『ダメ』じゃなくて、『いい』だろ？」

「や、あ、よすぎて、おかしくなる……っ」

　感じすぎてしまう体を持て余しているようだ。今夜はお互いにまだ一度も終わりを迎むかえていない。それぞれの体内で行き場のない熱が暴れ回っている。

「俺はとっくにおかしくなってる」

　腹筋で体を起こした勢いで真咲を押し倒し、体勢を入れ替かえた。足を胸につくほど深く折り曲げ、内ない壁へきを抉るように突き上げる。

「ぅあ……!?」

　たっぷり使ったジェルのせいで、深い抜ぬき差しを繰くり返すたびにぐちゅぐちゅと濡ぬれた音が立った。

　その卑ひ猥わいな音と蕩とろけきった声が混じり合い、圭介をより興奮させる。もう軽口を叩たたけるような余よ裕ゆうは残っていなかった。

「ああっ、いい、気持ちい、あっ、ぁあ……っ」

　突き上げるたびに体を震わせ、蕩けて艶つやを増した嬌声を零こぼす。衝しよう動どうに任せて荒あら々あらしく穿っているうちに、終わりが見えてくる。圭介は追い詰める速度を上げ、お互いに高みへと上り詰めていった。

「もう出る、あっあ、あ……!?」

　激しく腰を揺ゆさぶり、啜すすり泣くように喘あえぐ真咲の屹立の先端に爪を食い込ませた。

「……っ、あぁ……っ」

　真咲は体を大きく震わせながら、白はく濁だくを吐はき出した。それと同時に深く吞のみ込んだ圭介の欲望をキツく締めつける。

「……っ、う……」

　深く穿つと同時に、真咲の奥で欲望を爆はぜさせた。熱を注ぎ込んだ体は快感の余よ韻いんに震え、屹立を咥え込んだ粘ねん膜まくは物欲しげに絡みついてくる。

　このままではまたすぐに昂ぶってしまう。そう思い一いつ旦たん離はなれようとしたけれど、真咲がぎゅうっとしがみついてきた。

「真咲さん？」

「……抜いたらやだ」

「！」

　ぐっと締めつけられ、圭介の欲望は再び力を漲みなぎらせた。そんな自分に真咲は喘ぎすぎて掠れた甘い声で追い打ちをかけてくる。

「もっかいしたい」

　耳元でおねだりされて、否いなと云えるわけがない。圭介は微かすかに残っていた理性すらかなぐり捨て、再び快楽の中に身を投じた。
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「いたたたた……」

　目を覚ました真咲は、案の定二日酔よいに苦しまされていた。圭介はまだ味わったことのない苦痛だが、かなり辛つらそうだ。

「頭が割れそう」

「飲みすぎだよ。一体、どれだけ飲んだわけ？」

「二日酔いなんて大人にはよくあることなんだよ！　シャワーでも浴びれば酒なんか抜ける」

　圭介に諭さとされたことが悔くやしかったのか、強がった発言をしているけれど、

「もう少し寝ねてたほうがいいと思うけど」

「病人じゃねーんだから大だい丈じよう夫ぶだ！　あいてててて」

　大きな声を出すだけで響ひびくようだ。こういうときはどう云い聞かせても聞く耳を持たないことはわかっている。その身を以もつて体験してもらうしかない。

「うぎゃっ」

　ベッドから足を踏ふみ出した真咲は、二歩目でべしゃりと潰つぶれるようにへたり込んだ。自分の腰が立たないことに怪け訝げんな顔をしている。

「な、何だ……？」

「あれだけ激しければ、腰が立たなくても当然だろ」

「激し……？」

　戸と惑まどっている真咲を抱かかえてベッドに乗せ、わざと神しん妙みような顔で告げた。

「真咲さんは酔っ払ぱらうと大だい胆たんになるタイプなんだな。朝まで寝かしてもらえないとは思わなかった」

「ちょっと待て！　だ、大胆ってどういうことだ!?」

　酔っ払っている真咲から、色んな本音を聞けたのはラッキーだった。まったく記き憶おくにないようだが、本人にとってはそのほうがいいかもしれない。

　普ふ段だんはキス一つで恥はずかしがっている真咲が自分の行動を知ったら、しばらく立ち直れないかもしれない。

「やっぱり、全然覚えてないんだ？」

「だから、何をだよ！」

「こういうのとか」

「!?」

　ちょっとだけ意地悪をしたくなり、圭介はＴシャツの襟えりを引っ張り、肩かた口ぐちを露ろ出しゆつした。そこには真咲につけられた嚙かみ跡あとが残っている。もちろん、真咲につけられた痕こん跡せきはこれだけではない。体中あちこちに鬱うつ血けつの跡も散っている。

（まあ、やられっぱなしじゃなかったけど）

　お返しにと真咲の体にもキスマークを残した。当面は真咲も人前で着き替がえはできないだろう。

「この辺にもついてたかな」

「見せなくていい！」

　Ｔシャツの裾すそを捲まくろうとしたら、ものすごい勢いで引き下ろされた。思ったとおりの反応に、口元が緩ゆるんでしまう。

「昨日はマジですごかった。真咲さんが自分から跨またがってくるなんてホント驚おどろいた。まさか、真咲さんに押し倒たおされてあんな───」

「わー！　わー！　やっぱいい！」

「すごく可愛かわいかった」

「云いうな!!」

　何かを悟さとった様子の真咲は、圭介の口を塞ふさごうとしてくる。その必死な様子が可愛くて、とうとう笑いを我が慢まんできなくなった。ズレた眼鏡を直すふりでニヤけてしまう口元を隠かくす。眼鏡のほうが好きだとわかったため、今日はコンタクトをしていない。

「何笑ってるんだよ！」

「ごめん、つい。……あと、無む茶ちやしてごめん。あの人に嫉しつ妬として、止まらなかった」

「あの人？」

「越智さんが送ってきてくれたんだけど、それも覚えてない？」

「あいつが送ってくれたのか。でも、あいつに嫉妬なんかしなくても……」

「ただの友人だってことはわかってます。でも、好きな人が他ほかの男に抱だきかかえられてるのを見て、平静でいられるわけないでしょう」

「そ、そうか。ええと───あ、そうだ！　昨日はどうだった？　楽しかったか？」

　気まずさをごまかすためか話題を変えてきたけれど、真咲には記憶がないせいか昨日と同じ質問をしてくる。いい機会だと思い、自分の考えをきちんと告げることにした。

「飲み会は楽しかったよ。気の合いそうな友達もできたし。でも、もうああいうのに積極的に参加するつもりはない」

「どうして……」

　圭介の宣言に、真咲は表情を曇くもらせた。

「友達と話すのは楽しいけど、価値観の合わない子と上辺だけの会話をすることに意義を感じられない。それ以上に、俺は真咲さんと一いつ緒しよにいたいんだ。せっかく一緒に暮らし始めたんだから、できるだけ二人で過ごしたい。真咲さんはどう思ってる？」

　じっと見つめて問うと、真咲は頰ほおをうっすらと赤らめた。圭介の意見に同意していることは、その目の泳ぎ方でわかる。けれど、言葉で聞かせてもらいたい。

「えっと、俺も……二人が、いい」

「よかった」

　望んだとおりの答えが聞けたことに満足し、圭介は表情を綻ばせ、眼鏡の奥の目を細めた。少しだけ調子に乗り、ついでとばかりにつけ加える。

「あと、一つお願いがあるんだけど」

「何だ？」

「仕事のつき合いもあるし仕方ないのはわかってるけど、俺がいないところでは酒は飲みすぎないようにしてくれる？　真咲さんのあんな無防備な姿、他の誰だれにも見せたくないから」

「……ッ」

　圭介が理由を告げると、真咲の頰は朱しゆに染まった。酔っ払っているときの自らの醜しゆう態たいを想像しているのだろう。その様子も可愛い。

「いい？」

「……わかった」

　念を押すと、真咲は気まずそうな顔で頷うなずいた。

「約束破ったら、お仕置きだから」

「な、何だよ、お仕置きって」

「知りたいなら、いまから実じつ践せんしてもいいけど」

「～～～っ、知りたいわけねーだろ！」

　ニヤリと笑ってみせると、ただでさえ赤くなっていた顔が、見る見るうちに茹ゆで蛸だこのように真っ赤になる。

　人はこんなに赤くなれるのかと感心しながら、圭介もまたさらに眼めを細めたのだった。

























　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　今シーズンは本当に寒い日が続いてますが、いかがお過ごしですか？　私は全身もこもこに着込んでＰＣに向かってます。

　そして、依存性が強いことを危き惧ぐして避さけていたコタツを、とうとう導入してしまいました……。いまのところ、心配していたほど依存せずにはすんでいるのですが、人間より犬のほうがハマっているようで姿が見えないと思って探すとコタツの中にいます（笑）。

　早く暖かくなるといいなあと思いつつ、春先になると花粉が増えてくるんですよね……。すでに飛び始めてきていますが、例年よりは飛散量が少ないという予報が正しいことを祈いのるばかりです。




　さて、今回のお話は義兄弟モノになりました！　タイトルを決めかね、最終的にそのまんまな感じになりました。わ、わかりやすくていいですよね……？

　いままでもあとがきに何度も書いていますが、年下攻が大好きです。ちょっと病んでるくらいの優等生タイプが大好物なので、圭介には年下攻の理想を詰つめ込んでみました。

　眼鏡で敬語なのも趣しゆ味み全開です。そんな攻に粗そ忽こつで鈍にぶい受が翻ほん弄ろうされる様は書いていて楽しかったです！

　読んで下さった皆みな様さまにも、楽しんでいただけていたら幸いです♥




　ええと、お知らせがいくつかあります。

　二〇一四年三月一日刊『世界一初はつ恋こい～横澤隆史の場合５～』、四月一日刊『ガテンな義兄あにが可愛かわいすぎて困る。』（この本です）、五月一日刊『野や獣じゆうなアニキに溺でき愛あいされすぎて困る。』と現在三ヶ月連続刊行中です。どうぞよろしくお願いします!!

　それと、劇場版「世界一初恋～横澤隆史の場合～」が二〇一四年三月十五日から公開中です。ぜひぜひ大きなスクリーンで見てみて下さいませ♥




　最後にお礼を。

　今回も素す敵てきなイラストを描かいて下さった陸裕千景子先生には深くお礼申し上げます！　男前で可愛い真咲と美人でカッコいい圭介を本当にありがとうございました!!　いつもいつも眼福です♥

　担当の相澤さんにも大変お世話になりました。今後ともよろしくお願いします！

　そして、この本をお手に取って下さいました皆様、感想のお手紙を下さった皆様に心からの感謝を。これからもますます精しよう進じんしていきますので、どうぞよろしくお願いします！




　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一四年立春


藤崎　都　　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト・漫画／陸裕千景子

デザイン／須貝美華










ガテンな義あ兄にが可愛かわいすぎて困こまる。【小しよう説せつ＆漫まん画が収しゆう録ろく】








藤ふじ崎さき　都みやこ
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